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　玉たま木き理り桜おは俺にとって、幼い頃から深い縁にある幼おさな馴な染じみであり、二つ年上のお姉ちゃんみたいな存在であり──

　そして──初恋の人だった。

「新郎、晴はるくん、あなたは病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、互いを愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

「誓いますっ」

「新婦、理り桜おちゃん。あなたは病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、互いを愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

「誓いますっ」

　牧師役をやってくれる文ふみ恵えさんの前に、小さな俺と理桜がいる。

　時は、今から大体十五年前──

　場所は──玉木家の庭だった。

　手入れの行き届いた花々が咲き乱れ、中心にある噴水からは水が舞う。

　うちに負けず劣らずの、豪ごう奢しやで広い庭園。

　俺と彼女の家は、どちらも東北ではそこそこ有名な名家であり、親同士の付き合いもそれなりに深かった。

　親達が難しい仕事の話をしている間、俺は比較的年の近い理り桜おと遊んでいることが多かったように思う。

「それでは晴はるくん、理桜ちゃん、指輪の交換をお願いします」

　文ふみ恵えさん──理桜の祖母は穏やかな声で告げる。

　俺達が玉たま木き家で遊ぶ際には、いつも文恵さんが一緒に遊んでくれた。

「じゃあリオ姉、手を出して」

「うん、お願い、ハーくんっ」

　幼い俺達は無邪気に指輪の交換をする。

　この頃、俺は理桜を『リオ姉』と呼び、向こうは俺を『ハーくん』と呼んでいた。

　指輪を交換すると言っても、白詰草で作った手作りの指輪だ。

「ハーくん、ありがとうっ」

　拙い作りの指輪を見つめ、幼い理桜はとても幸せそうに笑う。そんな彼女を見て、俺もまたとても幸せな気持ちになったことを、よく覚えている。

　この頃はよく、庭で結婚ごっこをやった。

　文恵さんが牧師役で、俺と理桜が新郎と新婦。

　当時の俺は正直、結婚の意味をよくわかっていなかったけれど──でも、幸せそうに笑ってくれる彼女を見ているのが好きだった。

　その後も結婚ごっこは続くけれど、大体いつも、誓いの言葉と指輪交換の辺りがピークで、そこから先はグダグダで終わっていく。

「ふふふ。二人は本当に仲がいいんだねえ」

「うんっ」

　優しく微笑ほほえみかけてくる文恵さんに、俺は元気よく頷うなずいた。

「僕ね、大きくなったらリオ姉と結婚するんだっ！」

　今となっては思い出すだけでも赤面ものの発言だけれど──でも、当時の俺は心から信じて疑わなかった。

　大好きなリオ姉と、大きくなったら結婚するのだと。

「私もハーくんと結婚する！　ハーくんのこと大好きだからっ！」

　リオもまた、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で言い放つ。

「約束だよ、ハーくんっ」

「うん、約束っ」

　白詰草の指輪を嵌はめた方の手で、お互いに指切りげんまんをした。

　俺達を見下ろす文ふみ恵えさんは、春の木漏れ日のように温かな笑顔で、俺達の約束を見守ってくれていた。

　こんな無邪気で純粋な日々から──十五年後。

　俺が十九歳、理り桜おが二十一歳となったタイミングで。

　俺達は──本当に結婚することとなる。

　ただしその結婚は、幼い俺達が思い描いていた幸せな結婚とは、だいぶかけ離れた形となってしまった。







　自宅マンションへ帰宅する頃には、すでに夜の八時を過ぎていた。

　部屋の隅に積まれた引っ越し用の段ボールを避けるように室内を進み、ソファにどっかりと腰を下ろす。

「……ようやく親戚周りの挨拶が終わったな」

　深々と息を吐つき、ネクタイを緩める。

　大学の入学式以来着ていなかったスーツだが、ここ最近はなにかと袖を通す機会が多かった。

　深くソファに沈み、改めて室内を見渡す。

　一年前から住み始めた、高層マンションの一室。

　オートロック完備の１ＬＤＫ。

　家賃は──払っていない。

　このマンション自体が俺の実家の所有物であり、大学に進学する際、空いてる部屋に住まわせてもらうこととなった。

　大学生の一人暮らしにしては、少々広すぎる部屋。

　しかし今日からは──この広い部屋が、少し手狭になるのかもしれない。

「ほんと、もうクタクタよ」

　一緒に帰宅した理桜もまた、疲れ切った様子で腰を下ろす。

　ソファ──ではなく、食卓の方の椅子に。

　俺の隣には座りたくなかったらしい。

　当然だ。

　親戚達の前で、今までさんざん『いい夫婦』のフリをしてきたんだ。家に帰ってきてまで、俺とベタベタしたくはないだろう。

「なんていうか……前時代的よねー。今時こんな律儀に親戚周りに挨拶してるとこなんて少ないわよ？」

「しょうがないだろ。お互い、家のしがらみが多いんだから。それに──俺達の結婚は、周囲にきちんとアピールしといた方がいいからな」

「はあ。面倒だけど仕方がないわね」

　辟へき易えきした様子で言う。

　玉たま木き理り桜お──二十一歳。

　幼い頃は天使と見まがうほどに愛らしく無邪気に微笑ほほえむ少女だったが……二十歳を超えた今では、天使の如ごとき無邪気さは欠片かけらも残っていない。

　クールな目つきと、出るところが出たグラマラスなスタイル。

　途方もない美人であることは間違いないが……しかしその性格は、成長と共に天使からはかけ離れたものへとなっていった。

　長く艶つややかな髪をかきあげると、左手の薬指にある指輪が目に入る。

　白詰草で作ったもの──ではなく、プラチナの輝きを放つ、本物の結婚指輪だ。

　俺の左手にもお揃そろいのものが嵌はまっている。

「とにかく」

　仕切り直すように、俺は言う。

「結婚式もどうにか終わったし、挨拶も一通り済んだ。指輪も買った。あとはタイミング見て、婚姻届さえ出しに行けば……全部終わりだ」

「終わり──じゃないでしょ？」

　くすりと微笑んで、理桜は椅子から立ち上がる。

　ソファに座った俺の方へと歩いてきて、少し弾んだ声で告げる。

「逆よ、晴はる。これから始まるの、私達夫婦の結婚生活が」

「理桜……」

　未来への希望に満ち溢あふれたような眼まな差ざし。

　俺は少し感極まった気分になるが、

「──まっ、形だけの仮面夫婦だけど」

　こちらの感動を嘲あざ笑わらうかのように、思い切り鼻で笑いやがった。

　見せつけるみたいに大きく肩をすくめ、心底うんざりした顔となる。

「まったく、なんであんたなんかと結婚しなきゃいけないんだか」

「……そりゃこっちの台詞せりふだ」

「はあ？　あんたはいいでしょ？　私みたいな美人でかわいいお姉さんと、形だけとは言え夫婦になれるんだから。感謝しなさいよね」

「相変わらず自己評価の高いお嬢様だこと」

「なんか言った、陰気な三男坊」

「高慢ちきなお嬢様だって言ったんだよ」

　売られた喧けん嘩かは買わないわけにはいかない。

　俺はソファから立ち上がり、理り桜おを正面から睨にらむ。

　向こうも目を逸そらすことなく、気の強そうな目つきで睨み返してきた。

「ふんっ、勘違いしないでよね。私達の結婚はただの政略結婚！　私はただ、実家のためにあんたと結婚するだけ。あんたに対する恋愛感情なんてサラサラないから」

「俺だって──俺の目的のためにお前を利用するだけだよ。心配しなくても、お前のことを女として見るつもりはサラサラないから安心しろ」

「ふん。どうだか」

　腕を組み、尊大な口調で続ける理桜。

「善意で言っといてあげるけど……これから一つ屋根の下で暮らすからって、変な期待しないことね。いくら私達が──過去に一時期男女の関係にあったからって、ワンチャンあるとか思わないでよ？」

　上から目線で念を押すように言い放つ。

　そう。

　俺達は過去に一時期、そういう関係にあった。

　今から数年前。

　お互いが高校生だった頃。

　こっちが高一で、向こうが高三。

　俺達はいわゆる男女の関係──カップルとなった。

　幼稚園の頃から知り合いだった俺達は、その時期に関係性を一歩前へと進めた。

　幼おさな馴な染じみから──恋人へと。

　でも。

　一歩進んだ関係は、すぐに二歩も三歩も後退することとなる。

　結局、俺達の付き合いは……一年も保もたなかった。

「私はもう、あんたのことなんか完全にフッ切ってるんだから」

「奇遇だな。俺が言いたいこと全部言ってもらえて、ありがたい限りだよ」

　相手に合わせ、俺もまた不遜な口調で言い返す。

「確かに俺達は一時期……まあ、そういう関係になったりもした。でも、そんなもんは若気の至りだ。若さゆえの過ちだ。お互い、一時の感情に振り回される思春期のガキだったってことだな」

「あんたはまだガキだけどね、未成年さん」

「なんか言ったか、おばさん」

「誰がおばさんよ？」

「誰がガキだって？」
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　またもや睨にらみ合あう。いや今のは向こうが悪いだろ。

　揚げ足取りみたいに年齢マウント取ってきやがって。

　俺は一旦視線を外し、溜ため息いき交じりに「とにかく」と続ける。

「いつまで続くかわからないけど、せいぜい上う手まくやろうぜ。愛だの恋だのっつーくだらねえ感情に振り回されないで、ビジネスライクに夫婦をやっていこう」

「ふん。わかってるならいいのよ」

　そう言って、理り桜おは意地悪そうに口元を歪ゆがませる。

「表向きは仲良くやってきましょうね、ダーリン」

「ああ、最高の仮面夫婦になろうぜ、ハニー」

　笑顔で皮肉を投げ合った後、俺達は互いに顔を逸そらした。理桜はこちらに背を向け、リビングから廊下の方に出て行ってドアを閉める。

　玉たま木き理桜。

　俺にとって、幼い頃から深い縁にある幼おさな馴な染じみであり、二つ年上の綺き麗れいなお姉ちゃんであり──初恋の人。

　加えて、高校時代に一時期付き合ってたこともある元カノで──

　そして現在では紆う余よ曲きよく折せつを経て──形だけの妻となっていた。
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　石動いするぎ晴はるは私にとって、幼い頃から深い縁にある幼おさな馴な染じみであり、二つ年下の弟みたいな存在であり──初恋の人。

　加えて、高校時代に一時期付き合ってたこともある元カレで──

　そして現在では紆う余よ曲きよく折せつを経て──形だけの夫となっていた。

「……～～っ!?」

　ドアを後ろ手に閉めた瞬間、あいつの前では必死に抑えていた感情が一気に溢あふれだしてきた。顔は火照り、心臓はバクンバクンと騒ぎ出す。

　やばい。

　やばいやばいやばい。

　どうしよどうしよ、本当にどうしよう!?

　これ、夢じゃないわよね？

　実は壮大なドッキリとかじゃないわよね？

　私──本当に晴と結婚したの!?

　結婚できちゃったの!?

　婚姻届は提出していないからまだ厳密には夫婦じゃないのかもしれないけれど……でも、婚約──婚姻の約束は済ませている。両家の挨拶も済んだし、結婚式も終わった。親戚中に挨拶もして、今日からは一緒に住む。

　もはや完全に夫婦と言っていい。

「～～っ！」

　ドキドキが止まらない。

　これからは晴と二人で、一つ屋根の下で生活していく。

　私達の……新婚生活が始まる。

　食事に睡眠、お風呂にトイレ……日常生活の大半を同じ空間で共有することになる。

　ど、どうしよう。

　考えただけで頭がおかしくなりそう～～っ！
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「……～～っ」

　悶もん絶ぜつの余り今にも床を転がり回ってしまいそうになるが、必死に抑える。

　やばい。

　やばいやばいやばい。

　どうしよどうしよ、本当にどうしよう!?

　これ、夢じゃないよな？

　俺は──本当に理り桜おと結婚したのか!?

　未いまだに信じられない。

　婚約も結納も式も挨拶回りも、なにもかもがトントン拍子で進んでしまったせいで、現実感がさっぱり湧かない。

　夢じゃないかと思ってしまう。

　これから理桜と、二人で生活していくなんて。

　一つ屋根の下で新婚生活を送っていくなんて。

　考えただけで頭が沸騰しそうになる──

「…………」

　いや、落ち着け。

　落ち着こう、俺。

　そう浮かれてばかりもいられない。

　こんなに浮かれているのなんて、どうせ俺の方だけなんだから。

　さっきあいつがさんざん言ってたように──俺達の結婚は単なる政略結婚。

　政略結婚であり、偽装結婚。

　婚約も結婚も、これから始まる結婚生活も、その全てが互いの家のためであり、世間に向けたポーズでしかない。

　一時期は両思いのカップルだったとは言え、そんなのはもう、遠い昔の話。

　向こうはもう、俺のことなんてなんとも思っちゃいないんだ。
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　そう。

　落ち着こう。

　落ち着きましょう、私。

　夫婦になったと言っても、私達はあくまで仮面夫婦。

　これから始まる新婚生活は、なにもかもが偽り。

　そもそもこの結婚自体が──向こうの善意で成り立っているもの。

　存続の危機に陥ったうちの会社を救うために、晴はるが申し出てくれたこと。

　ただ晴が私を、私の家を助けてくれようとしただけ。

　そこにあるのは純粋な優しさと正義感で──下心などたぶんないのだろう。

　確かに私達には一時期付き合っていた時期があるけれど、それはもう過去の話。

　あっちはもう、私のことなんてとっくにフッ切ってるはず。

　だから夢を見ちゃいけない。

　勘違いしちゃいけない。

　この結婚は、ただの偽装結婚。

　これから始まるのは、偽装で虚構の新婚生活。

　なにかあるなんて期待しちゃいけない。

　そんな淡い期待を抱けば、バカを見るのは目に見えている。

　わかってる。

　わかりきっている。

　でも。

　それなのに──
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　それなのに──なにかを期待してしまう自分を抑えきれない。

　一つ屋根の下で一緒に生活してれば、なにか間違いも起こってしまう可能性もあるんじゃないかと妄想してしまう自分がいる。

　うわあ……ダセえ。

　キモい、マジでキモい。

　情けないにも程がある。

　まさか自分が──こんなにも女々しい奴やつだなんて思わなかった。
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　まさか自分が──こんなにも未練がましい女だなんて思わなかった。

　いや、ありえないから。

　ないない、絶対にない！

　もう一度あいつとなにかが起こるなんて、絶対にありえない！

　私達はもう終わったの！

　あいつのことなんかフッ切って次に進まなきゃいけないの！
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　石動いするぎ晴はる。

　十九歳。

　石動グループの直系。

　現会長の孫にして、現社長の三男。

　大学二年生。




　玉たま木き理り桜お。

　二十一歳。

　東北最大の老舗和菓子店『たまき屋』の令嬢。

　上に兄が一人いて、末っ子長女にして一人娘。

　大学三年生（留年一回）。




　俺達の肩書きを簡単に説明すれば、こんな感じだろうか。

　石動家と玉木家。全国的に有名……とまでは言えないが、どちらの家も東北では有名で、知る人ぞ知る名家と言って過言ではない。

　傍はたから見れば、俺達の結婚は名家同士の幸せな結婚に見えたことだろう。

　金持ち同士の幸福な結婚。

　名家に生まれた勝ち組が順風満帆な人生を歩んでいる。

　そんな風に思われているのかもしれない。

　だがその実態は──順風満帆な人生からは程遠い。

　非常に複雑で……なによりドロドロしている。

　俺も理桜も、恋愛感情から結婚を決めたわけではない。

　まあ。

　一時期そんな感情を持ち合っていた時期もあったことは認めざるを得ないが──でも、そんなのはもう昔の話だ。

　俺達はただ、互いの目的のために結婚という手段を選んだ。

　理桜は──実家の経営を立て直すため。

『たまき屋』は東北を代表する和菓子製造メーカーだが、近年、様々な不運が重なり、深刻な経営不振に陥っていた。

　だから理り桜おは、『たまき屋』の経営再建のために俺との結婚を決めた。

　そこに愛だの恋だのという甘ったるい感情はない。もしあったとしても、それは実家や『たまき屋』を思う愛であって、俺に対する恋愛感情ではないだろう。

　そして。

　俺の方もまた、とある事情から急いで伴侶を見つけ出す必要があった。

　双方ともに退のっ引ぴきならない事情があったため、俺達はまだお互いに大学生という身でありながら政略結婚を決めた。

　この事実は、ごくごく一部しか知らない。

　互いの両親すら、俺達は両思いの末に結ばれたと思っている。

　これから始まる新婚生活。

　俺達は真実を周囲に隠したまま、幸せな夫婦を演じ続けなければならない──







　新婚生活──一日目。

　お互いの大学が休みとなる、日曜日の朝。

　眠い目を擦こすって起床し、寝室からリビングに出る。

　すると──布団を畳んでいる理桜と出くわした。

　一瞬、脳がフリーズしてしまう。

　向こうも同じだったのか、呆あつ気けに取られたような顔となっていた。

「あ……」

「お、おう……おはよう」

「……おはよ」

　ぎこちなく挨拶を交わす。

　ああ、そうだ。そうだった。昨日の夜から同どう棲せい生活が始まったんだった。わかってはいたし、ある程度覚悟はしていたけれど、やはり驚きに近い感情を覚えてしまう。

　朝起きてすぐに妻がいる。

　なんだか……非日常感がすごい。

　自分の家なのにアウェイ感が凄すさまじい。

　理桜の方もたぶん、俺と同じようにギャップに戸惑っていると思う。

　いや、同じじゃないか。

　向こうは俺の家に越してきて、新しい環境で夜を明かしたのだ。

　ギャップや戸惑いは俺以上だろう。

「まあ……なんだ。寝れたか？」

「……安い布団の割にはね」

　溜ため息いき交じりに言う。悪かったな、安い布団で。

　そりゃお前の実家にある天蓋付きベッドとは寝心地が違うだろうよ。

「まったく、なんで私がリビングなんかで寝なきゃいけないんだか」

「しょうがないだろ。他に選択肢がないんだから」

　１ＬＤＫのマンション──リビングダイニングキッチン以外は、寝室兼書斎として使っている部屋が一つあるだけ。

　本来、男女二人の同どう棲せいぐらいはなんの問題もない広さの部屋。

　しかし俺達は仮面夫婦。

　一緒のベッドで寝るわけにはいかない。

　寝床に関しては昨晩、大変な論争があった。







「ねえ。私、どこで寝ればいいの？」

「一応、来客用の布団は買ってある」

「布団？　まあいいけど……で、どこに敷くのよ？」

「……俺のベッドの隣、とか？」

「なっ……わ、私に、あんたと同じ部屋で寝ろっていうの？」

「部屋数足りないんだからそれしかないだろ。俺も嫌だけど我慢する」

「はあ？　なんであんたの方が嫌がってるのよ」

「嫌に決まってんだろ。快適な一人の睡眠を邪魔されるんだから」

「ふーん。あっそ。私に近くで寝られると興奮して眠れないってことね」

「誰が言ったそんなこと!?」

「あー、やだやだ。同じ部屋で寝たなら、なし崩しでどうにかなるとか思ってるでしょ？　元カノなら強引に行けばイケるって思ってるでしょ？　お生あい憎にく様さま。私、そんな簡単な女じゃないので」

「……自意識過剰も大概にしてくれ」

「とにかく、あんたと同じ部屋なんて嫌。なにされるかわかんないから」

「じゃあどうすんだよ？　俺がリビングに布団敷いて寝て、お前がベッド使うか？」

「それも嫌。あんたのベッドとか……なんか臭そうだし」

「…………お前マジでいい加減にしろよ」







　そんな思い出したくもないやり取りの果てに、最終的には理り桜おがリビングで布団を敷いて寝るという形で落ち着いた。

「なにかしら考えないとかもな」

「え？」

「お前の寝床だよ。いつまでもリビングに布団敷いてるわけにもいかないだろ。寝室をカーテンで区切ってベッドでも置くか、あるいはいっそ、もっと大きな部屋に引っ越すか」

「いいわよ、別に。毎日寝てればたぶん慣れるし。それに……あんまりお金使いたくもないから」

　提案はあっさりと却下された。

「どうせ晴はる、大して仕送りとかもらってないんでしょ？　あんたのお父さん、お金にはすごい厳しいもんね。なんだっけ、あんたん家ちの家訓」

「『児孫のために美田を買わず』、だ」

「そうそう、それそれ」

　児孫のために美田を買わず。

　西さい郷ごう隆たか盛もりが残したらしい言葉で、意味は『子供のために財産を残しては、子供が努力をしなくなる』という感じ。

　石動いするぎ家は古くから続く地主の家系で、代々その家訓を守ってきたらしい。

　俺もその例に漏れず、幼少期から厳しくしつけられてきた。

「まあ、学費と住むところ用意してもらってる時点で、恵まれすぎてるくらいだよ。生活費ぐらいは自分でバイトして稼がないとな」

「相変わらずね。昔からそう。私ん家ちよりお金持ちなくせに、全然贅ぜい沢たくしないんだもん」

　呆あきれたように言う理り桜お。

「私も今、贅沢できるような立場じゃないしね。節約できるとこは、ちゃんと節約していきましょう」

「ずいぶんと殊勝な心がけだな」

「殊勝にだってなるでしょ」

　理桜は言う。

　呆れたような、しかしそれでいて覚悟を決めたような声で。

「これから私達は夫婦として、二人で生きてかなきゃいけないんだから」

「…………」

「まあお互い学生だし、全部自分達だけでってのは無理かもしれないけど……でも、できる限りは自立してかないとね」

　呆あつ気けに取られてしまう。

　意外……と言ったら失礼だが、理桜は俺が思っていたよりも、二人の結婚生活について真面目に考えていてくれたらしい。

　今後の生活に関する不安は尽きないが、向こうも真面目に考えてくれているのなら、案外上う手まくやっていけるのかもしれない。

　少し感慨深い気持ちになって相手を見つめていると、

「な、なによ、ジッと見つめて……あっ。まさか」

　理り桜おはにんまりと微笑ほほえみ、わざとらしく体を隠すようにした。

「元カノのパジャマ姿にグッときちゃったの？」

「……きてねえよ」

　頭が痛くなる。

　ちょっと感慨深くなってた自分がアホだったらしい。

「お前のパジャマになんざ一ミリも興味ない」

「とか言う割に、ちらちら見られた気がするんだけどなー」

　特にこの辺。

　と言って──理桜は自分の胸の辺りを差した。

　パジャマをラフに着ているせいで、やや開いた胸元。

　そこからは深い深い谷間が覗のぞいていた。

「ぐっ……」

　言葉に詰まってしまう。正直に言えば……見ていた。俺だって男だ。目の前に谷間があったらつい視線が吸い込まれてしまう。

　もっと正直に言えば──実は結構、パジャマ姿にグッときている。

　こんな格好、付き合っていた頃ですら見たことがない。

　無防備というか、隙だらけというか。

　そもそもパジャマ姿自体、相当関係性の近い相手にしか見せない格好だと思う。

　家族とか、同どう棲せい中の恋人とか──あるいは夫婦とか。そんな特別な姿を目撃できたことに、征服感にも近い満足感を覚えてしまう。

　でも、当然ながらそんな感情を表に出すわけにはいかない。グッときていることがバレたら、どんなにからかわれるかわかったもんじゃない。

　そう考えて必死に目を逸そらしていたつもりだったが……どうやら俺の自制心はまだまだ甘かったらしい。

「ふふんっ」

　理桜は勝ち誇るように笑う。

「やれやれ、ほんとに晴はるはどうしようもない奴やつねー。私のこと女として見る気はサラサラないとか言ってたくせに、めちゃめちゃ意識してるんじゃんっ。かわいいなあ、もうっ」

　楽しくて楽しくて仕方がないといった様子で近づいてきて、こちらの顔を覗き込むようにしてくる。

「まっ、私も鬼じゃないから……どうしてもってお願いするなら、見るぐらいは許してあげてもいいわよ？　『理り桜おお姉様、お願いします』って」

「……アホか」

　動揺を必死に隠し、クールな態度を作る。

「からかうなら顔洗ってからにしろ。ヨダレの痕ついてるぞ」

「えっ。嘘うそっ!?」

　理桜は慌てて距離を取り、口元を隠すようにした。

　俺はそんな彼女に背を向け、

「嘘」

　と言い捨て、洗面所へと向かった。

「～～っ！　か、からかい返してくるなんて生意気よ。晴はるのくせに」

　拗すねた声で言った後、理桜は俺を追い抜いて進路を阻むようにする。

「どいて。私が先に使うから」

「部屋の主に譲ろうって気持ちはないのか？」

「今日からは私も主なんですぅ」

「……そうでした」

　足を止めて小さく息を吐つく。

　やれやれ。

　まだ朝起きて三十分も経たってないってのに、なんだこの騒々しさは？

　これから本当に大丈夫なんだろうか、俺達は？







　ここ最近は挨拶回りやらなんやらで外食の機会が多かったため、冷蔵庫の中は空っぽに近かった。ので、朝食はトーストで簡単に済ませた。

　今日の午前中はこれといって用事はない。

　のんびりと食後の一杯でも楽しむとしよう。

「コーヒー飲むか？」

「んー。飲む」

「カフェインありとなし、どっちがいい？」

「んー。なしで」

　ドルチェグストで自分の分を淹いれるついでに、理桜の分も淹れてやる。

　本当は──理桜がコーヒーをカフェインレスでしか飲まないことは知っているし、なんなら共同生活を始めるに当たってわざわざカフェインレスのカプセルを注文して仕入れたりもしてるんだが……そんなことがバレてしまえば、

『へー、自分は飲まないカフェインレスをわざわざ私のためだけに用意してたんだー。元カノの好みをいつまでも覚えてるって……なんかキモーい』

　とか言われてしまう恐れがあるので、確認のワンステップを踏んだ。

　……我ながらなにと戦ってるのかわからないけど、まあ仕方がない。

「はいよ」

「どうも」

　ソファに座った理り桜おに、来客用のカップに入れたコーヒーを渡す。

　やはり隣に座るのは憚はばかられたので、俺は食卓の方の椅子に座った。

「理桜、お前今日の予定は？」

「あら？　私の予定に興味があるの？」

「夫として最低限の確認をしただけだ。嫌なら言わなくていい」

「買い物に行くつもりよ」

　そう言いつつ、理桜はぐるりと部屋を見渡し、小さく溜ため息いきを吐つく。

「この部屋、男の一人暮らしとは思えないぐらい綺き麗れいで整ってるけど……物がなさすぎてドン引きするわ」

「褒めるのか貶けなすのかはっきりしてくれ」

　ミニマリストを気取っているわけではないが、不必要な物は部屋に置いておきたくない性分だ。まだ一年程度しか暮らしていないが、確かに生活感の薄い部屋となっているかもしれない。

　にしてもドン引きは言いすぎだと思うけど。

「二人で暮らすには物が足りなすぎるから、いろいろ買わないとね。食器とかタオルとか。あと、私のシャンプーとか化粧品も買いたいし。昨日、お風呂場にあったあんたのシャンプー使ったら……なんか一気に髪が傷んだ気がするのよ」

「悪かったな。頭皮の汚れがきっちり落ちるメンズシャンプーなんだよ」

「一応、結婚祝いとして家からもらってきたお金がちょっとはあるから、それで新生活の準備整えてくるわ」

　そこまで言ったところで、理桜はカップを置く。

　髪をかき上げ、足を組み替えながら、

「晴はるはどうするの？　どうしても荷物持ちがしたいっていうなら、買い物に付き合わせてあげてもいいけど？」

　と大層な上から目線で言ってくる。

　俺は……一瞬の黙考。

　元より買い物ぐらいは付き合う気でいたけれど、しかしこんな態度を取られてしまっては付き合う気も失うせる。なんでもっと素直に『手伝って』って言えないのかな、こいつは？

「……遠慮しとくよ」

　俺は言う。

「休みの日まで無理して一緒に行動する必要はないだろ。お互いのプライベートな時間は大事にしようぜ」

「…………」

「必要なものがあるなら、手分けして買ってこよう。その方が効率的だ」

「……あっそ。もういいわよ。せっかく誘ってあげたのに」

　拗すねた口調で言い放ち、スマホをイジり出す。

　あれは誘ってたつもりだったのか。

「もう晴はるなんか頼らないもんね。全部一人でやるわ」

「……言っとくけど」

　スマホをイジり始めた瞬間に嫌な予感がしたので、俺は言っておく。

「送迎の車とか手配するなよ？」

「ぐっ……」

　ぎくりと身を強こわばらせる理り桜お。

　やはり家の使用人を迎えに来させようとしていたらしい。

「図星かよ……。自立するんじゃなかったのか？」

「お、送り迎えぐらいは普通でしょ!?　私、免許も車も持ってないし！」

　普通じゃねえっての。

　まあ、無理もないか。

　幼稚園の頃からずっと、ドアトゥドアの生活を送ってきたお嬢様だ。

　今通っている大学も、使用人の送迎で実家から通っていたと聞く。

『目的地＝家の使用人が車で送っていってくれる場所』という認識が、骨の髄まで染み込んでいるのだろう。

「普通の大学生は各種公共交通機関で頑張るんだよ。この家からだとバスを利用するのが一番簡単だな。まあ、世間知らずのお嬢様には難しいかもしれないけど」

「はあ？　バカにしないでよね。私だってバスぐらい乗れるから」

　強気に言い返すが、直後露骨に不安そうな声で、

「えっと……アレよね？　バスは確か……乗る前にバス停で切符を買えばいいのよね？」

　と確認してきた。

　頭を抱えたくなる。

　そうだよなあ。電車も一人じゃ乗ったことないお嬢様だもんな、こいつ。

　市民バスなんて、下手したら人生で一度も乗ったことがないのかもしれない。

　なんでも一人でやらせる方針のうちと違って、玉たま木き家は一人娘の理桜のことをめちゃめちゃ過保護に育ててたからなあ。

「……はあ」

　深く息を吐つき、俺は椅子から立ち上がる。

「とっとと準備して行くぞ」

「え？」

「今日の午前中は俺も暇だからな。お嬢様をエスコートしてやるよ」

　理り桜おは一瞬驚いたような顔をするが、すぐにムスッと頬ほおを膨らませた。

「……ふん。最初からそう言えばいいのよ。素直じゃないわね」

「どっちがだよ」







　お嬢様にバスの乗り方を教えつつ、バスで目的地へと向かう。

　生活雑貨も売っているような、大型のインテリアショップ。

　一階は全て駐車場となっているため、エスカレーターで二階へと昇る。

「店内では少し距離取って歩いてよね」

　エスカレーターから降りたところで、理桜はすまし顔でそんなことを言った。

「なんでだよ？」

「ちょっとは考えなさいよ。休みの日に、男女が一緒に日用品の買い出しに来てるのよ？　こんなとこを人に見られたら……」

　やや顔を赤らめ、理桜は言う。

「し、新婚夫婦がイチャついてるなあって思われるでしょ……！」

「…………」

　言わんとすることはわかる。

　若い男女が一緒に生活雑貨の買い出しなんてしてたら、周囲の人間は十中八九、そういう関係だと判断するだろう。

　夫婦か、あるいは同どう棲せい中のカップルか。

「どこで誰が見てるかわからないからね。私はあんたと違って大学の友達もいるんだから」

「俺だってちょっとは友達いるわ」

　軽く突っ込んでから、

「気持ちはわかるけど……でも、周囲に『仲のいい夫婦』だってアピールしておくことも、俺らの結婚には必要だろ」

　俺達が偽装結婚であることは、お互いの両親や兄弟すら知らない。

　だからこそ、両家も世間も騙だましていかなければならない。

　仮面夫婦だとバレぬよう、円満な夫婦を装わなければならない。

　誰が見てるかわからない日常生活であっても気を抜くことはできない──いやむしろ、こうした外での行動こそ気を張らねばならないのだ。

　なにせ。

　うちの親戚には一人、かなり面倒な人がいるし──

「仮面夫婦だってバレないようにするためには、誰が見てるかわからない外でこそ夫婦らしく振る舞う必要があると思うけどな」

「……それはわかってるけど」

「まあ無理強いはしないさ。お前が照れるっつーなら、外じゃ距離を置くようにしよう」

　俺としては相手の意見を尊重したつもりだったのだが、

「は、はあ？　誰が照れるって？」

　どうも気に障ってしまったらしい。

「全然、平気なんですけど？　照れる要素が見当たらないんですけど？」

「友達に見られると恥ずかしいんじゃなかったのかよ？」

「それは……あ、あんたの演技力のなさが心配だったからよっ！　女に慣れてない感じが全身から滲にじみ出でてて、全然既婚者っぽくないんだもの！」

「くっ……」

　急所を抉えぐるようなこと言ってきやがったな、この女……！

「私の方は全然平気なんだけどねー。あんたのことなんてなんとも思ってないから、いくらでも演技できるわ」

「ふざけんな。俺だって一緒だよ。仲のいいフリぐらい余裕だ」

「ふーん、そう？　なら──手でも繋つないでみる？」

「な……」

　目の前で手をグーパーとされた瞬間、つい動揺を表に出してしまった。

　案の定理り桜おは、これ以上ないぐらいの満面の笑みとなる。

「はい、照れたっ！　今、絶対照れたっ！　顔真っ赤になってるもんっ！」

「……っ」

「あれあれー？　おかしいわね？　余裕なんじゃなかったのー？」

「……このやろ」

　俺を照れさせたことが相当嬉うれしいらしく、嬉き々きとして煽あおってくる理桜。

　屈辱で頭に血が上っていくのを感じた。

「ふふんっ。まったく、手を握るぐらいで照れるなんて、晴はるはまだまだお子さ──」

　上機嫌に歩いて行こうとする理桜の横に並び──そして、手を握った。

　ギュッ、と。

　少し強めに。

　指同士を絡めるような、恋人同士の握り方で。

「えっ……なっ……」

　理り桜おは一瞬で顔を真っ赤にし、わかりやすく動揺した。そのことをからかってやろうかとも思ったが……正直、俺の方にも余裕がない。

　手のひらに伝わる体温と感触が、思考力を奪い鼓動を早める。

　こんな風に理桜の手を握ったのなんて、いったい何年ぶりだろう──

「な、なにするのよ……？」

「……そっちが煽あおってきたんだろ」

「だからって、こんな無理やり……」

　怒ったような反応をしてくるも、声に力はないし、手を振り払われるようなこともない。そこまで嫌がられているわけではないのだと思う。そう信じたい。

「……付き合ってたときだって、五回しか繋つないだことないのに」

「回数、覚えてるのかよ」

「なっ……わ、悪いの!?　ごめんなさいね、優秀な記憶力してて！」

　慌てて否定を叫ぶ理桜だが、バカにするつもりはない。

　だって──俺も覚えているから。

　高校時代、ほんのわずかな期間の付き合いでしかなかったけれど、その幸福だった時間、嫌になるぐらい心にこびりついている。

　手を繋いだ回数は、確かに五回だ。

　その五回のシチュエーション、全てを鮮明に思い出せる。

　俺から繋いだのが二回で、理桜から繋いできたのが三回。

　我ながら気持ち悪い。

　ほんと、未練タラタラすぎて相手をバカにできねえ。

「嫌なら離すよ」

「……べ、別に嫌じゃないわよ。ていうか……なんとも思わないし。もう無ね、無。完全なる無感情」

　そんな強気な台詞せりふを、明らかに感情が揺れ動いてそうな顔で言ってくる。

「ま、まあ、こうやって新婚アピールして歩くのもいいんじゃないの？」

「……確かに、これならどっからどう見ても仲のいい夫婦に見えるだろうな」

「ていうか……手ぇぐらいで揉もめてるのも時間の無駄だから、早く行きましょ」

「ああ」

　手を繋いだまま、俺達は歩き出す。

　まるで新婚の夫婦のように──しかし。

　その時間は長くは続かなかった。

　前の曲がり角から──家族連れが歩いてきたのだ。

「「──っ!?」」

　二人同時に、弾はじけるように手を離した。

　家族連れのお客さん達は、俺達の横を通り過ぎていく。会話に夢中なようで、俺達のことは視界にすら入っていないようだった。

　別に見られてまずいことをしていたわけでもないのだけれど……今の俺達には、手を繋つないだ状態を他人に見られることは少々ハードルが高かったらしい。

「あ、慌てすぎじゃないの？」

「……どっちがだよ？」

「あんたがよ。今、あんたの方が早く手を離したでしょ」

「は？　ふざけんな。そっちの方が早かっただろ」

「いいえ、絶対がそっちが早かったわ。私は慌てて手を引くあんたにビビって手を引いただけだから」

「俺は焦るお前の変顔に驚いて手を離しただけだ」

「へ、変顔なんかしてないわよっ！」

　ぎゃーぎゃーと子供みたいに言い争う。

　それから何度か不毛なやり取りをした後、歩みを再開する。

　さすがにもう、手を繋ぐことはできなかった。







　最初の手繋ぎ騒動のせいで微妙な距離感と緊張感があったが、どうにか俺達は日用品の買い出しを終わらせた。

　食器に調理器具、ハンドタオルにバスタオルなどなど。

　二人で暮らすとなると、やはりどうしたって生活必需品が増えていくらしい。

「とりあえず、どっかで飯にするか」

　インテリアショップから出る頃には、時刻は正午を回ろうとしていた。

「そうね」

「ファミレスとかでいいだろ」

「いいわよ、そんな感じで」

　最寄りのファミレスを目指し、二人で歩き出す。

「……ああ、そうだ。冷蔵庫空っぽだから、晩飯の材料も買って帰らなきゃだよな。さすがに昼夜って外食なのはなんか気が咎とがめるし……」

　このまま買った物抱えてスーパー行くのも億おつ劫くうだし、一回家に帰るのがベターだろうか。そんな風に今後の予定を立てていると、

「ねえ、晴はる」

　理り桜おが口を開いた。

「お昼食べたら、別行動にしない？」

「別行動？」

「私、まだ化粧品とかシャンプーとか、いろいろ買いたいものあるし。それにあんた、午後はバイト入ってるんでしょ？」

「そうだけど……だから、夕飯をどうするかって話をしてるんだろ。バイト終わってからじゃ買い出し行ってる時間もないし……」

「夕飯？　ふふん。晴はるはそんなこと気にせず労働に勤いそしんでくればいいのよ」

　理桜はただでさえ大きな胸をさらに張って言い放つ。

「あんたにはもう、優秀な奥さんがいるんだから」







　理桜の料理スキルは、正直に言って……低い。

　結構低い。

　これは別に彼女の責任や落ち度というわけではなく、家の教育方針の問題だろう。

　家事炊事は使用人が担当する、典型的なお金持ちの家。家事の手伝いよりも習い事を優先させられる暮らしを、幼少期から強いられてきたのだ。

　玉たま木き家の一人娘にして末っ子長女──玉木理桜。

　お嬢様然として育てられてきた彼女だが、俺は過去に一度だけ手料理を食べたことがある。

　付き合い始めて、一ヶ月ぐらいが経たった頃だろうか。

　放課後に近くの公園で待ち合わせるという、実に高校生らしい放課後デートを満喫していたとき──理桜が俺のために、弁当を作ってくれたことがあった。

『こ、これ……よかったら食べて』

　恥ずかしそうに差し出された弁当を、俺は喜びのままに受け取る。

　蓋ふたを開いて──一瞬、言葉を失った。

　弁当箱の中にあったのは、黒白の風景。

　急激に世界がモノクロになったのかと思うほど、一切の彩りを感じない、きっぱりとした黒と白の二色弁当だった。

『あのね……晴ってハンバーグ好きでしょ？　だから、頑張って作ってみたんだ』

　炭化した物体の正体は、言葉で説明されてようやくわかった。

　一方ご飯の方は、文句のつけようがないぐらい完璧な仕上がり。おそらく、家で誰か他の者が炊いたものをよそってきただけなのだろう。

　真っ黒なハンバーグと、白いご飯のみ。

　彩り皆無なモノクロ弁当が、理り桜おの初めての手作り弁当だった。

『……あの……ご、ごめんね、私……もうちょっと上う手まくできると思ってたんだけど……い、嫌なら食べなくていいから』

　俺の反応が悪かったからだろう、理桜はすごく申し訳なさそうな顔となる。

　そんな顔と、絆ばん創そう膏こうだらけの手を見せられてしまえば、俺の選択肢は一つしかない。

　箸を取り出し──勢いよく弁当を食べた。

『えっ、は、晴はる？』

『……うんっ、美お味いしい！』

　もぐもぐと咀そ嚼しやくし、しっかり飲み込んでから俺は言った。

『全然食べられるよ、ウェルダンって感じで』

　頑張ってポジティブなことを言ってみるも、当然……美味しくはない。

　キツい。

　炭を食うの、結構キツい。

　まあ、不幸中の幸いというべきか、吐き出すレベルの飯マズではなかった。真っ黒なハンバーグの内部にはまだ肉の味が残ってる部分はあったし、なによりご飯だけはノーマルなものであったのが救いだった。

　炭をご飯で包んで飲み込むようにしながら、俺はどうにか笑顔のまま弁当を完食し……そしてそんな俺を、理桜は幸せそうに見つめていた。

　以上。

　回想終了。

　甘酸っぱい……というか、だいぶ苦々しい、青春の思い出だ。

　こんな経験があったからだろう、理桜が意気揚々と夕飯作りを提案してきたとき、悪い予感しかしなかった。

　男としては、彼女が作ったものならばたとえまずくても笑顔で食わなきゃいけないのかもしれないけれど──でも、俺達はもう夫婦だ。

　たまにならいい。たまの飯マズ弁当ならば耐えられる。

　でも……毎日はキツい。

　毎日が飯マズはキツい。

　これから生活を考えるならば、どうにかして理桜に己の飯マズを自覚させる必要がある。でも、あんなに乗り気っぽいのにどうやって伝えれば──

　そんな不安と恐怖を抱えてバイトに向かった俺だが、しかし数時間後。

　自分がいかに失礼なことを考えていたのかを、思い知ることになる。

「なっ……！」

　午後六時過ぎ。

　バイトから帰宅した俺は、テーブルの上に広がる光景に愕がく然ぜんとした。

　ハンバーグ、ご飯、味み噌そ汁しる、サラダ、フルーツヨーグルト。

　豪ごう奢しやすぎることもなく、かと言って質素すぎることもなく……なんというのか、実にちょうどいい感じの夕飯がテーブルに並んでいたのだ。

「ふっふっふ。あらあら、どうかしたのかしら、ダーリン？」

　エプロン姿の理り桜おが言う。

　こちらの驚き顔が、嬉うれしくて嬉しくて仕方がないといった様子だ。

「これ……お前が作ったのか？」

「当ったり前でしょー？　他に誰が作るっていうのよ」

　これでもかってほどのドヤ顔で胸を張る。

「もーっ、なにをそんなに驚いてるわけ？　このぐらい全然普通なんだけどなー。私はただ普通に夕飯を作っただけなんだけどなー」

「……いや、驚くだろ。だってお前の手料理っつったら……俺の中じゃあの、モノクロ映画かっつーぐらいの白黒弁当で」

「し、白黒弁当とか言わないでよっ！　あれのことは忘れなさいっ！」

　慌てて突っ込んだ後、

「……まっ、私だって成長するってことよ」
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　と、やはりドヤ顔で付け足した。

　驚き冷めやらぬまま、俺は卓について夕食を摂とる。

　見た目は完璧だけど実は味は酷ひどいままでした──みたいな展開も一瞬想像したけれど、当然ながらそんなことはなかった。

「どう？　どう、お味は？」

「……普通に美う味まい」

「ちょっとっ。普通にってなによ、普通にって」

　不服そうに言う理り桜おだが、その顔には安あん堵どと歓喜の笑みが広がる。

　本当に、お世辞抜きで、普通に美お味いしい。

　そりゃ際だって特別に美味しいというわけじゃないけれど、普通に──つまり、毎日食べたくなるぐらいに美味しい。

「ほら、もっとハンバーグ食べなさいよ。レトルトじゃないわよ。ちゃんと私がコネコネ成形して作った奴やつなんだからね。あっ、味み噌そ汁しるも飲んで飲んでっ。それもちゃんと、出だ汁しから作ったんだからっ」

「わ、わかったわかった」

　自慢げな語りに急せかされながら、俺は理桜の手料理を堪能していった。

　俺の食事風景をじっくりと見つめた後は、向こうも食事を開始する。

「むっ……美味しい。さすが私、天才的な腕前ね」

「……お前、いつの間にこんな……」

「だから、成長したのよ。最近じゃ家でも自分で作ったりしてたしね」

　理桜は言う。

「料理だけじゃないわよ？　掃除だって洗濯だって、もう一人でなんでもできるんだから。あんたと付き合ってた頃は……まあ、一人じゃなんにもできないお嬢様だったかもしれないけど、でも女ってのは変わるのよ。たったの数年で驚くほど化けるの」

「…………」

「つまり──あんたが取り逃がしちゃった女は、この数年で見事な女に成長したってわけ」

　そして。

　とびきりの笑顔で勝ち誇るように言う。

「どう？　逃した魚は大きかったでしょ？」

　ここで頷うなずいてしまうのは癪しやくだったけれど、しかしこうも見事な成長ぶりを見せられては反論などできるはずもなく、

「そうかもな」

　と、苦笑して曖昧に言葉を濁すことしかできなかった。
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　夕食の後──

　私はベランダに出て電話をかけていた。

　このマンションのベランダはなかなかに広く──同居人には聞かれたくない話をするためには、この場所がちょうどよかった。

『──そうですか、手料理は失敗せずに済みましたか』

「バッチリよ。晴はるの驚いた顔、林はやし田だにも見せてやりたかったわ」

『それはなによりです。理り桜お様は大変努力なさってましたからね』

　いつも通りのクールな口調で、しかし温かい賛辞を送ってくれる。

　電話の相手は──林はやし田だ冴さえ子こ。

　玉たま木き家に仕える使用人の一人で、年は今年で二十九歳。

　昔から私のお世話係みたいなポジションを担っていて、私にとっては一番距離感の近い使用人となる。

　立場はちょっと複雑だけど、私は姉のような存在だと思っている。

　晴との偽装結婚が決まってから、私は林田に頼んで料理を教えてもらった。

　料理だけではなく、掃除や洗濯の仕方なども。

　なにも知らないお嬢様だった私に、林田は手取り足取り指導をしてくれた。

　ほんの数ヶ月だけれど、みっちりと頑張ったつもり。

　言ってみれば──花嫁修業というやつなのだろう。

『よかったですね、理桜様。大好きな晴様に喜んでいただけて』

「ええ、ほんとよ。大好きな晴に喜んでもらえてめちゃめちゃ嬉うれしい──って、違う違うっ！」

　思い切り頷うなずきかけるも、慌てて否定する。

「なな、なに言ってるのよ、林田！」

『はて？　なにか間違っていますでしょうか？　理桜様は最愛の夫である晴様に満足いただくため、料理を覚えようと思ったのではありませんでしたか？　料理のみならず、掃除や洗濯など、私から数々の主婦スキルを学ぼうとしたのも、全て晴様への愛ゆえのことでは？』

「違うってば！　私と晴は偽装結婚！　あんたにはちゃんと伝えてるでしょ！」

　とぼけたフリをしてからかってくる林田と、ムキになって否定する私。

　彼女は、私達の偽装結婚を知る数少ない人物の一人だ。

　うちの両親にも秘密にしていることも、林田には全部伝えてある。

　私と晴が仮面夫婦ということも……高校時代に一時期付き合っていたことも。

「私はもう、晴はるのことなんかなんとも思ってないんだからっ！」

『ああ、そういうテイでしたっけ』

　私の必死の反論を、慣れた風にあしらう林はやし田だだった。

　テイってなによ、テイって……。

「りょ、料理とか掃除を覚えようと思ったのは……ただ、ナメられたくなかっただけよ。なんにもできないわがままお嬢様って思われるのも癪しやくだし。つまり、逃がした魚は大きかったって思わせたかっただけで、別に恋愛感情とかじゃ……」

『相変わらずなにと戦ってるのか意味不明ですね』

　冷めた声で呆あきれたように言う林田。

『そこまで気にせずとも、晴様は家事の不出来程度で理り桜お様を責めるような男性ではないでしょう？　まだお若いのに聡そう明めいで常識人で、なにより優しい方ですから。女が家事をすべきなどという旧態依然とした価値観をお持ちとも思えませんし』

「……だから、よ」

　私は言う。

「あいつは……私が作った料理がまずくたって文句なんか言わない……と思う。黙って全部食べてくれる……そういう奴やつなの」

　思い出す。

　高校時代……今となっては忘れたい黒歴史。

　私の不出来な手作り弁当を、晴は美お味いしそうに食べてくれた。

　そのときの胸が弾むような嬉うれしさと……胸が締め付けられるような申し訳なさは、今でも胸の奥底にこびりついている。

「そういう男と結婚しちゃったんだから、頑張って美味しいご飯を作ってやるしかないでしょ」

『……愛されてる自慢がしたいのであれば、そろそろ切ってもよろしいでしょうか？』

「なっ……じ、自慢じゃないわよ！　へ、変に気を遣われるのが本当に面倒臭いって話！　まずいならまずいって言って残せばいいのにって話！」

「はあ……本当に羨ましい。私も晴様のような男性と結婚したかったですね。本当ならば私だって今頃、とっくに使用人なんか辞めて、素敵なお嫁さんに……」

　淡々とした口調だが、声には隠しきれない悲哀が滲にじんでいた。

　林田は数年前、結婚を機にうちの使用人を辞めたことがあった。

　でも……すぐに戻ってきた。

　詳しくは聞いていないけれど、いろいろあって婚約は破棄されてしまったらしい。

『……私はいったい、いつまでこの仕事を続けなきゃいけないのか……。こんな、結婚した後も実家の使用人を頼ってくるような小娘のお世話係を……』

「……聞こえてるわよ」

　ていうか聞こえるように言ってるでしょ。

　まったく。

『んんっ。まあ、なにはともあれ』

　仕切り直すように、林はやし田だは言う。

『あまり頑張りすぎずに頑張ってくださいね、理り桜お様。家事は毎日のことなんですから、背伸びを続けるにも限界があります。晴はる様の前でいい女ぶるのもほどほどに』

「わ、わかってるわよ」

『結婚とは、二人三脚でマラソンをするようなものです。たとえどんなにスピードが遅くなろうと、二人できちんと足並みを揃そろえて、自分達の速度で進むことが大切なのですよ』

「……うん、ありがとう」

　温かな言葉に、思わず笑みが溢あふれてしまう。

「ふふっ。やっぱり林田は頼りになるわね」

『それほどでもありませんよ。というか……独身のくせにどの立場でアドバイスしてんだってんだって感じですからね。私が結婚のなんたるかを語ったところで説得力が皆無ですよ……』

「そ、そんなことないわよ！　なんていうか……一度思い切り失敗してる林田だからこそ、言葉にすごく重みがあったから！　呪いみたいな重みが！」

『…………』

　ブチッ、と電話が切られた。

　フォローしたつもりだったんだけど、いろいろ失言だったみたい。







　林田へのお礼と報告と自慢を終えた私は、ベランダから室内へと戻る。

　キッチンでは晴が洗い物をしていた。

　二人で使った食器や、私が使った調理器具を丁寧に──って。

　洗い物っ!?

　し、しまったぁ～～っ！

『いいですか、理桜様』

　テンパる私の脳内に、数ヶ月前に林田から言われた台詞せりふが思い起こされる。

『家でする料理は、片付けまで含めて料理です。手慣れた者ほど、後片付けのことまで考えながら料理をするものです』

　花嫁修業中、林田は言っていた。

『もし理桜様が失敗することなく絶品の料理を完成させることができたとしても……料理をしたキッチンがゴチャゴチャのままであれば、全てが台無しです。「あっ、こいつ、普段は料理しないんだな」と幻滅され、女子力の低さが露呈してしまうことでしょう』

　耳にタコができるぐらい言われた。

　でも私はそんな林はやし田だのありがたい言葉に──

『わかったわかった。本番ではちゃんとやるわよ。だから今日は林田が片付けといてね』

『……はあ。本当にもう、このお嬢様は』

　うわあああ、しまったぁあああ！

　完全に忘れてた！

　普段やってないことはやっぱり本番でもできなかった！

　失敗せずに作れた喜びで、有頂天になってた！

　片付けのことなんか忘れてスマホで写真取りまくってた！

　調理器具も材料の余りも、全部放置しっぱなし──

「は、晴はるっ！」

　私は慌ててキッチンに駆け寄る。

「なにやってるのよ」

「なにって……洗い物だけど」

「そ、そんなの私がやるからいいのに……」

「お前が夕飯作ってくれたんだから、洗い物ぐらい俺がやるよ。心配しなくても、もうほとんど終わるところだ」

　晴は慣れた様子でフライパンを洗っている。食器類はもう、全て食洗機に入れ終わっているようだった。

　もはや完全に手遅れ。

　全部見られてしまった。

　普段料理なんてしない私の、無惨なキッチンの料理痕を──

「え、えっとね……ち、違うのよ？　普段はもう少しちゃんと、片付けのことも考えてるんだけど、今日はちょっと調子が悪くて……」

「……ああ」

　一人で言い訳を始める私に、晴は察したような頷うなずきを見せる。

「確かに、ちょっと散らかってたかもな。使ったものは出しっぱなしだし、余った材料もそのままだし。普段料理しない奴やつが使った後のキッチンっぽかった」

「う……そこまでわかるの？」

「わかるわかる」

「じゃ、じゃあまさか、材料の買い出しは全部林田にお願いしたことも……！」

「……それは全く気づいてなかった」

　しまった！

　余計なことを自白してしまった！

「お前は、また林はやし田ださんをこき使って……」

「しょ、しょうがないでしょ！　買い出しの練習はしてこなかったのよ！　この辺のスーパーの場所とか、よく知らないし」

「だったら俺に聞け。そのぐらいは教える」

　溜ため息いき交じりに言いながら、晴はるはフライパンをしまう。

　洗い物も片付けも、綺き麗れいさっぱり終わってしまったようだ。

「う、うう……笑いたければ笑いなさいよ。格好つけのくせにツメの甘いお嬢様だなって思ってるんでしょ？」

「思ってねえよ」

　晴は言う。

「いや、まあちょっとは思ってるけど」

「どっちなのよ……」

「腋わきが甘いとは思ってるけど、笑いはしない。さっきの夕飯は……本当に美お味いしかったからな。あれはちゃんと理り桜おが作ったんだろ？」

「う、うん」

「だったら十分だ。十分、すごいことだと思う」

　優しい笑顔で言うけれど、でもすぐに意地悪そうな顔となる。

「高校時代からの成長を思うと、本当に涙が出そうだよ。お前がどれだけ血の滲にじむ努力をしてきたか……そして、お前を教える林田さんがどれだけ苦労してきたことか」

「なっ……も、もうっ！　バカにしすぎっ」

　ムキになって怒鳴ると、晴はクスクスと笑った。

　それから小さく息を吐つき、

「まあ……なんだ。女が家事をやるべきって時代でもないし、お前も専業主婦ってわけじゃないんだ。料理とか家事とかは、いろいろ分担してやろうぜ」

　と言った。

　晴の温かな言葉は嬉うれしかったけれど、でも私は、

「……ふん、当然よ、そんなこと」

　つい不遜な口調で返してしまう。

「でも……私の方が年上でお姉さんだし、バイトもしてなくて時間に余裕があるから、ちょっとは多目に家事をやってあげようかと考えていただけよ」

「そりゃどうもご親切に。まあ、その辺も追々話し合って決めてこうぜ。こういうのは自分達に合うシステムにするのが一番いいだろ、たぶん」

「……そうね。一応は夫婦なんだから、二人で足並み揃そろえないと」

　私は言う。

「『結婚は二人三脚でするマラソンのようなもの』って言うしね」

「……言うか、そんなこと？」

「言うらしいわよ」

「なんか、浅いな」

「浅いかしら？」

「ああ。結婚経験もない奴やつが想像だけで言いそうな、薄っぺらいたとえだと思う」

「……あんた、今、この場にいない人間を深く傷つけたわよ」

　そんなこんなで──私達の新婚生活初日は終わった。

　なんていうのか……一日目からイベントありすぎ。

　こんなんで本当に大丈夫なのかと思うけれど、それでも二人で、足並み揃えてやっていくしかないのだろう。

　結婚は、二人三脚でするマラソンのようなものなのだから。
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　新婚生活二日目の夕方。

　大学から帰ってきた後──俺は理り桜おに洗濯機の使い方をレクチャーしていた。

「──洗剤はここで、柔軟剤はここに入れる。蓋ふたを閉めた後は、最後にここ押せば終わり」

「なるほどね、大体わかったわ」

　納得したように頷うなずく理桜。

「本当に大丈夫か？」

「大丈夫よ。ナメないで頂戴。ちゃんと洗濯の仕方も勉強してきたから」

　自信満々で胸を張る。林はやし田ださんによる花嫁修業で、料理、掃除、洗濯など一通りの家事はマスターしてきたと本人は言う。

　あくまで本人の談なので、どこまで本気にしていいかはわからないけど。

「本当は今日、掃除のついでにやっちゃいたかったんだけどねー。使い方がいまいちわからなくて。うちにあったのと違って、小さくて安っぽいし」

「一人暮らしならこんぐらいで十分なんだよ」

　一年間頑張ってくれた型落ち洗濯機（容量五キロ）の名誉のため、一応フォローを入れておいた。

　ちなみに。

　今日、理り桜おの方は大学が休みだったようで一日家の掃除や、自分の荷物整理をやっていたらしい。まあ、厳密には休みではなく、

『いいの、いいの。今日の講義は出なくてもいいやつだから』

　ということらしいが。

　うーむ。まあ、別にいいんだけどさあ。

　人それぞれの大学生活があるわけだし。でも昨日、こいつの履修計画表見せてもらったら……信じられないぐらいスカスカだったんだよな。

　いかに大学行かずに済むかだけを目的としているような、とにかく留年さえしなければいいという考えがありありと伝わってくるような、そんな計画表。

　なんだかなあ。

　お互い大学生だから向こうばかりに家事を任せるのは申し訳ないと思ってたけど……結構任せてもいいような気がしてきたなあ。

「洗濯機の使い方さえわかれば、あとは大丈夫ね。明日からはバッチリやっておくわ」

「よろしく頼む。言っとくけど……洗剤一箱全部入れるみたいなベタな失敗はいらないからな」

「するわけないでしょ、そんなこと」

「はは、そうだよな」

「そうよ。同じ失敗を二度繰り返す私じゃないわ」

「……はは」

　一度はやったのかよ。

　たぶん……やったんだろうな、実家で。

　そんで林はやし田ださんが頑張って掃除したんだろうな……お労いたわしや。

「ちなみに晴はるは、洗濯になにかこだわりとかあるの？　洗剤はこれがいいとか、これとこれは分けて洗えとか」

「一切ない。洗剤も柔軟剤も安いの適当に買ってるだけだ。服も洗い方を気遣うほど高いもんはない。好きにやってもらっていい。そっちにこだわりがあるなら、それに合わせる」

「おっけーい。わっかりましたー」

「それとさ……俺の下着はどうする？」

　この家で出る洗濯物には、当然俺の下着類も含まれる。

　男が丸一日穿はいた下着。

　彼氏や夫のものならば、抵抗なく触れる女性も多いのだろうけど──しかし俺達は仮面夫婦。便宜的に妻役をやってくれている相手に、自分の下着まで洗濯させるのは少々気が引ける。

「お前が嫌なら俺の下着だけは分けておいて自分で洗うけど」

「い、いいわよ、そんな面倒なことしなくて」

　やや照れた反応を見せる理り桜お。

　しかし照れた自分が悔しかったのか、強い口調で続ける。

「手洗いならまだしも、まとめて洗濯機に放り込むだけでしょ？　そんなんで下着がどうこうって意識する方がおかしいから。そもそも下着なんてただの布だしね。ぬ・の」

「……ああ、そうかい。んじゃお願いするよ」

「まったく、変なこと言い出さないでよね、気持ち悪い」

「気持ち悪いってなんだよ。俺はお前に気を遣って……」

「その気の遣い方が気持ち悪いって言ってるのよ。あー、やだやだ。下着程度でいちいち意識しちゃってさ。思春期の子供みたいね」

「ぐっ……」

「私はどっかの誰かさんと違って、もういい大人だからね。男の下着ぐらいでオタオタ狼狽うろたえたりしないのよ。ま、それでもあんたがどうしても恥ずかしいっていうなら、どうぞご自分で洗濯してくださいませー」

　勝ち誇るように言い切って、脱衣所から出て行く。

　一人残された俺は、拳を握りしめて屈辱に耐えるしかなかった。

　しかし──俺はまだ知らない。

　この屈辱の下着論争は、後の大騒動の序章でしかなかったのだ。







　翌日の早朝。

　今日は午後から大学だという理桜は、早速洗濯機を回していた。

　俺が出かける準備を進める横で、洗い終わった洗濯物を干し、ハンガーにかけてベランダに持っていく。花嫁修業してきたというだけあって、多少たどたどしいところはありながらも、特に問題なく作業を進めているようだった。

「……ん？」

　出発前、俺が洗面所の鏡で身支度を整えていると──あるものを発見した。

　風呂場と洗面所の間のドア枠。

　そこに四角い物干しハンガーがかけてあって、タオルが干してある。

　だが少し、干し方が妙だ。

　タオルはハンガーの外枠をなぞるように干してある。

　まるで、中に干しているものを隠すみたいに。

　ふむ？　なんだこれは？　洗濯物には間違いないんだろうけど、ベランダに持ってくのを忘れたのだろうか？

「……仕方ないな」

　いちいち指摘するのも嫌みだし、持っていってやろう。でも……なんだってまたこんな干し方を？　これじゃ風も通りにくいから乾きにくいだろうに。

　つい気になって、俺はタオルをズラして中を覗のぞいてしまう。

　そして──愕がく然ぜんとした。

「──っ」

　割れ開いたバスタオルの奥から見えたのは、女性物の下着の数々。

　端的に言えば、ブラジャーとパンツ。

　色は黒や紫を基調としながら、細やかな刺し繍しゆうが施されている。

　なんというのか、かなり大人っぽい下着だった。

「…………」

　ごくり、と唾を飲み込む。

　これ……理り桜おの下着だよな？

　あいつ、こんなアダルトな下着つけてたのか。つーか……デカくね？　ブラジャー、これサイズいくつなんだよ……？　小玉スイカぐらい入りそうなんだけど。

　ああ、そうか。

　下着だから、ああやって隠すみたいに──

「──きゃああっ!?」

　衝撃の余り硬直し、ついじっくりと下着を見つめてしまったが──そんな最悪のタイミングで理桜が洗面所に姿を現わした。

「な、なにやってるのよ、あんた!?」

　羞恥に染まる顔で叫んだ後、大慌てでハンガーごと下着を回収する。

　腕で包み込んで隠すようにしながら、ジッと恨みがましい目で見てくる。

「最悪……。あんた、人の下着でなにしようとしてたの……？」

「ち、違うっ！　わざとじゃない……。中が見えなかったから、なにかわからなくて」

「だからって……食い入るように見ることないでしょ」

「く、食い入るようになんて見てねえよっ」

　いや……まあ、つい見てしまったかもしれないけど。

　理桜は不機嫌さを隠そうともせず、呆あきれ口調で続ける。

「女物の下着はベランダに干したくないから、ここに干して乾燥機つけるつもりだったの。だから……あんたに見られないようにタオルで隠してたのに」

「……わ、悪い」

「はぁーあ、最悪。ていうか……普通に考えたらわかんない？　女が下着を干すときはこういう風にするのが常識でしょ？　わかんないかなー」

「…………」

「まあ、わかんないわよねー。あんた、勉強は得意だけど、こういうことはからっきしだもんね。あーあ、これだから恋愛経験の少ない男は嫌なのよ。女の生態をちっとも理解してないんだもん」

「…………」

　ここぞとばかりにマウントを取ってくる理り桜おに……段々と苛いら立だちが募る。

　いや、まあ、確かに俺が悪かったと思うけどさ。

　でも──だからって、ここまで言われる覚えはなくね？

　だいたい、常識とかって言ってるけど……どうせお前、林はやし田ださんから教わっただけのことだろ。実家じゃ洗濯からなにから全部やってもらってたくせに、なにが常識だよ。

　昨晩のパンツ騒動からして若干ストレスが溜たまっていた俺は、

「……まあ、悪かったよ」

　ここらで一つ、反撃に出ることにした。

「まさかお前が──下着一つでここまで恥ずかしがるとは思わなくってな」

「……はあ？」

「男に干してある下着を見られたぐらいで、ずいぶんとかわいい悲鳴をあげるじゃないか。まるで──思春期の子供みたいだよ」

「なっ……」

「人には下着程度で騒ぐのは気持ち悪いとか言っていたくせに、自分はずいぶんと大騒ぎするんだな」

「……っ！　お、男と女じゃ違うでしょ。男と違って、女は自分が使ってる下着を男に見られるのは不愉快なのよ」

「それはわかる。でも……俺らは一応、結婚してるわけだろ？　偽装結婚とは言え、一緒に住むことはそっちも承諾したはずだ。狭い部屋で二人で暮らすことを考えたら……うっかり干してある下着を相手に見られることぐらい、ある程度想定しておくべきじゃないのか？」

「……あ、あんたはどうなのよ？　自分だって私にパンツを洗われること、恥ずかしがってたくせに」

「ああ、恥ずかしいさ。なにせ俺の場合──使用済みのパンツだからな。不衛生なものをお前に洗わせるのは申し訳ないと思っていた。でも今のは……洗濯済みの下着を俺に見られただけの話だろ？　触られたわけでもなく、見られただけだ」

　だいぶ無理のある論法であることは、自分でもわかっている。

　言ってることは詭き弁べんも詭弁。

　干してある下着を見られたぐらいで騒ぐな、なんていうのはかなり性犯罪者寄りの言い分だろう。

　しかし昨晩のパンツを巡るやり取り──その揚げ足取りならば簡単だ。

　調子に乗ったマウント発言の全てが、今こいつ自身に牙を剥むく。

「下着なんて、ただの布じゃなかったのか？」

「……っ!?」

　理り桜おはキッと目を見開いて怒りの形相で睨にらみつけてくるも、反論の言葉はなかった。自分の発言だけに言い返すのは難しいらしい。

「俺のことなんか男として見ていないと言ってたくせに、まさか干してある下着を見られた程度で、ここまで顔を真っ赤にするなんてな」

「…………」

「まあまあ、とにかく今回は俺が悪かったよ。謝る謝る。本当に悪かった。気遣いが足りなかった。口では一生懸命余裕ぶっていても、お前も純情な乙女だったってことだな。下着に関しては、以後気をつけるようにする」

　じゃあ、もう時間だから。

　と言い切り、俺は洗面所を後にして家を出る。

　内心ではガッツポーズ。

　勝った。

　見事に言いくるめてやった。

　人のことバカにするからバチが当たったんだよ。

　清すが々すがしい気分のまま歩いて行く俺だったが──しかし、後に思い知る。

　この一時の優越感のために、特大の地雷を踏み抜いてしまったことを。

　玉たま木き理桜という女の気性。

　やられたらやり返さないと気が済まないプライドの高さ。

　というか子供っぽさ。

　それを俺は、幼おさな馴な染じみのくせにすっかりと失念していたのだ。
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　ムカつく！

　なんなの……なんなのあいつ!?

　なんで人の下着見といて、あんなに偉そうなわけ!?

　あの『論破してやったぜ』みたいな顔！　あ～～っ、腹立つ！

　晴はるは昔っからそうよ！　無駄に頭よくて理屈で物を考えて、私がフィーリングで適当な発言してるときも『いや、それは論理的に考えておかしいだろ』みたいに真面目なこと言って空気盛り下げて！

　だから私以外からは全然モテないのよ、あの堅物クソ陰キャ童貞男！

　顔だって意外と整ってるし優しいところもたくさんあるのに、私以外の女は全然その魅力に気づいてなくて、あいつの良さをわかってあげられるのは私ぐらい……って違う！　そうじゃなくて。そうじゃなくて！

　だ、だいたい……下着なんてただの布って──そんなことあるわけないでしょ！

　ノリで言った冗談なのに……反論に使ってこないでよ！

　男の下着なんて──意識するに決まってるじゃない！

　今日だって『こ、これが、晴が穿はいてたパンツ……！』とか無駄に悶もん々もんとしながらも、どうにか気にしないようにして洗濯をしたっていうのに……この仕打ちはなんなの!?

　……まあ。

　元はと言えば、私が昨日、必要以上にパンツ関連でからかってしまったのが発端と言えば発端なのかもしれないけど──でも。

　だからってここまでやり返さなくてもいいでしょう!?

　私のは、茶ちや目めっ気けのあるちょっとしたイジりだったのに！

　男だったらそのぐらい器のデカさで受け止めなさいよ！

　うう～～……最悪。ていうかなんで私、下着見られたのに負けたみたいな気分にさせられてるの？　私、被害者よね？　なんであいつ、開き直ってるの？

　はあ……もう、どうせ見られるならもっと男受けしそうなかわいいのを干しとくんだった。でも私ぐらい胸があるとセットアップじゃああいうデザインしか──じゃなくて！　そうじゃなくて！

　とにかく。

　人の下着を見たくせに飄ひよう々ひようとしてるのは……絶対に許せない。

　このまま勝ち逃げされてたまるもんですか！

　やり返してやる！

　この屈辱は何倍にもして返してやる！

　絶対に私のこと、これでもかってぐらい意識させてやるんだから！







　その日の夜──

　長めの風呂に入ってきちんと体を清めた私は、丸一日考えた作戦の最終確認をしていた。

　脳内でしっかりシミュレーション……うん、いける！

「……よし」

　小さな決意の声と共に、風呂場から脱衣所へ。

　バスタオルで体を拭いていると、目の前にある鏡が目に入った。

　……うん。

　やっぱり、いい体してるわよね、私。

　自画自賛じゃないけれど……なんていうか、すごく女らしい体をしていると思う。特に目を引くのは──やっぱり胸。自分では邪魔にしか思わないけれど、人からすれば羨ましいものらしい。林はやし田だからはよく「半分でいいから分けてほしいです」とどこまで本気かわからないことを言われる。

　うん、大丈夫。

　私はたぶん、男に好かれそうなスタイルをしている。

　だから──あいつだって絶対、私に興味があるはず……！

　そんな私が風呂上がりに過激な格好をしていれば、間違いなく目を奪われる──

「……っ」

　湧き上がる躊ちゆう躇ちよを必死に押し殺し、私は行動を開始する。

　用意していた下着を身につけ、部屋着のラフなシャツを着る。

　そこで終わり。

　部屋着の下は──穿はかない。そもそも持ってきていない。持ってきてしまったら、土壇場でビビってしまいそうだったから。

「……うわ」

　鏡に映る姿を見て、若干引く。

　そこにいたのは──部屋着の下だけ穿いていない女。大きめのシャツを思い切り下に伸ばせば、かろうじてパンツは見えないけれど……でも、かなり際どい。

　やばい。どうしよう。

　なんか……思ってたよりエロい。

　パンツ丸出しにしているより、かえってエロいような気がする。

　うう……やっぱりやめ──って、ダメよ！　今更ビビるわけにはいかないわ。

　これは女の尊厳を賭けた戦いなんだから！

　ていうか……部屋着の下持ってきてないから、そもそも後戻りできないし。

「……あ、あーあ。やっちゃったな」

　覚悟を決めた私は、事前にシミュレーションしまくった台詞せりふを言いながら、脱衣所を出てリビングへと向かう。

　晴はるはソファに座ってスマホをイジっていた。

「部屋着の下、持ってくるの忘れちゃったー」

「下……？　……んなっ!?」

　反射的にこちらを振り返った晴は、目を丸くして仰天した。

　沸騰するように顔を赤くした後、慌てて目を逸そらす。

　期待通りの反応だった。

「お、おまっ、なにやってんだよ……？」

「だから言ってるでしょ？　部屋着の下、持ってくるの忘れてお風呂に入っちゃったのよ」

　ふっふっふ。照れてる照れてる。

　まともにこっちを見ることもできないみたいね。

「着替えを忘れたなら、パンツのまま取りに行くしかないでしょ？　誰だってそうするわ。あんただってそうするでしょ？」

「……お、俺がここにいるのわかってんだろ……？」

「ええ、わかってたわよ。で？　だからなに？　前から言ってるけど、私はあんたに見られたところでなにも感じないし」

「……っ」

「でも、あんたにはちょーっと刺激が強い格好だったかしら？　うふふ。別に下着が見えてるわけでもないっていうのに。ウブなのねえ」

　勝ち誇るように言いつつ……一瞬だけ下を確認。よし、大丈夫、見えてない。ちゃんとギリギリで隠れてる。

「まっ、別に見えたところで気にしないけど。だって下着なんて──ただの布だし」

「くっ……」

　屈辱に表情を歪ゆがめるも、まともにこっちを見ることもできない晴。そのくせ抑えきれない反射行動なのか、ちらちらと下半身に視線を向ける。見えそうで見えない下半身に興味津々らしい。

　照れてる。恥ずかしがってる。

　私という女を意識しまくっている。

　ああ、気持ちいい。女としての自尊心が満たされていくようだわ。

　ふっふっふ。まいったか、晴め。

　私をバカにするから、こういう目に遭うのよ！

　復ふく讐しゆうを成し遂げた私は清すが々すがしい気分になりながら……そそくさと着替えを取りに向かう。いい加減、お尻がスースーして寒い。

　ていうか……尻丸出しで、なにをやってるんだろう、私は？　冷静になるとなにやってるのか意味がわからない……いや、冷静になったら負けね。今はただ、この心地よい勝利に酔いしれましょう。

　リビングを横断して寝室へと向かう──そのときだった。

「……ああ、そうかよ」

　屈辱に震えていた晴はるが、ゆっくりと顔を上げた。

「確かにお前の言う通りだな。下着が見えてるわけでもないのにオタオタしすぎた。そっちが見られても気にしないって言うなら──俺も普通にしてよう」

　落ち着き払った口調で言いながら、ソファにふんぞり返る。

　そして──見る。

　私の方を、堂々と思いっきり見てくる。さっきまでのちらちらとした見方じゃなくて、見ていることを隠そうともせずに凝視してくる。

「なっ……！　ちょっ、待っ……」

　予期せぬ熱烈な視線を受けた私は、反射的に下半身を隠す仕草をしてしまう。シャツの裾を引っ張り、見えてるわけでもない下着を必死に隠す。

　しかし、それが失策だった。

　晴は得意そうに笑う。

「なんだ、ずいぶんと恥ずかしそうだな？」

「……っ！」

「俺に見られても平気なんじゃなかったのか？」

「……そ、そうだとしても、女がこういう格好のときは見ないのが男のマナーじゃないかしら？」

「話すときはまっすぐ相手を見ろと親から教えられたんでな」

「……あらそう。育ちの良いお坊ちゃまなことで」

　必死に皮肉を返すけど、内心では大パニック。

　ど、どうしよう。完全に予想外。

　まさか晴がこんな反撃に出てくるなんて……！

「どうした理り桜お？　恥ずかしいなら無理しなくていいんだぞ。急いで着替えを取りに行くといい。なんだったら、俺が取ってきてやろうか？」

　勝ちを確信したような挑発的な物言いに──カッと頭に血が上る。

「……お気遣いどうも。でも心配いらないわ」

　股間を隠していた手をどけ、優雅に髪をかき上げる。

「私は全然平気だし。なんなら、しばらくこの格好でいようかしら？」

「……ああ、そうかよ。好きにしろ」

　苛いら立だったように言いつつ、晴はやはり視線を送ってくる。熱い視線を浴びせられ、全身の肌がじりじりと焼け焦げていくようだった。

　でも、ここで退ひくわけにはいかない。

　だって──恥ずかしいのは晴はるも同じはずだから。

　頑張って仏頂面を保っているようだけれど、顔は最初からずっと赤い。私の恥ずかしい姿を注視し続けることに、相当な精神力を消費しているのは明白。

　これは──先に退いた方が負ける勝負！

「か、顔赤いわよ。無理しない方がいいんじゃない？」

「……そ、その台詞せりふ、そっくりそのまま返すよ」

　お互いにかなり追い詰められた形相で睨にらみ合あう。

　私は余裕をアピールするため、胸を張って腕を組もうとするが──そこでハプニングが起きる。

　シャツの裾が。

　体勢を変えたせいで裾が持ち上がり、パンツが見えそうになってしまう。

　ヤバい……でも、ここで慌てて直したら恥ずかしがってるのがバレる。でもこのままじゃパンツがモロに……どうしよ。どうしよどうしよどうしよ。

　一人で勝手にピンチに陥った私は思わず後ずさり、そこで足がもつれ、

「──きゃ、きゃあっ！」

　ずてん、と盛大に尻餅を突いてしまう。

「お、おい、大丈──ぐわっ！」

　晴は反射的に駆け寄ろうとするが、途中で大きく仰のけ反ぞった。

　その豪快な反応で、私は気づく。

　コケたせいで、自分がどれだけヤバい体勢となっているか。

　後ろに尻餅を突いたため、足は……なんていうか、Ｍ字に開いている。そして下はパンツしか穿はいてないとなれば──

「～～っ！」

　慌てて隠すもだいぶ遅かった。

　晴は本当に恥ずかしそうな顔で、視線を逸そらしている。

「み、見た？」

「……朝、干してたやつだったな」

「～～～～っ」

　バッチリ見られていたらしい。

　うわあ……最悪。

　なんで、なんでこんなみっともないことになっちゃうのよぉ……。

「うう……もう、お嫁に行けない」

「……もう来てるだろ」

　偽装結婚だけど、と。

　晴はるは冗談めかしたツッコミを入れつつ、私に手を差し伸べて立つのを手伝ってくれるのだった。







　ちなみに、その後の下着問題はというと。

　晴は今日、朝の出発前に私を論破してさぞかし調子こいていた……のかと思いきや、男女の同どう棲せいについていろいろ調べたようで、大学からの帰りにランドリーポーチなるものを買ってきてくれていた。

　中に下着を入れたまま洗えたり干せたりする優れもので、しかも同棲者からは中が見えにくい。

　要するに、室内に干していても晴の目にはほとんど入らないというわけ。

　こっちが熱心に復ふく讐しゆう計画を練っている間……晴は私との生活について真面目に考えてくれていたらしい。

　……ま、まったく、優秀すぎて腹が立つのよ！

　本当に嫌みな男なんだから！
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　晴との新婚生活開始から、数日が経過したある日。

　私は──実家に帰らせてもらっていた。

「はぁー、やっぱり実家が一番落ち着くわー」

「四日目でなにを言ってるんですか」

　二十歳まで過ごしてきた自室の高級なソファでくつろいでいると、紅茶を持ってきてくれた林はやし田だが呆あきれた様子で突っ込んできた。

「早くも出戻りですか？　短い新婚生活でしたね」

「違うわよ。今日は荷物取りに帰ってきただけ」

　玉たま木き家の屋敷は、晴のマンションから車で一時間もしないところにある。

　今日はバスを利用して──送迎に頼らず公共交通機関のバスを利用して、実家へと帰ってきていた。

　ふっ。

　優秀な私は早くも、バスの利用もマスターしてしまったというわけよ。これでもう、世間知らずのお嬢様なんて言わせないわ！

「荷物なんて最低限でいいと思ってたけど……いざ暮らしてみるとやっぱりいろいろ欲しいものがでてくるものね」

　特に今回欲しかったのは、ドライヤー。

　晴はるの部屋にもあったけれど……こだわりのない安物だったから、風力が弱くて女性には厳しい。全然髪が乾かない。うちで使っていたものを持っていくとしよう。

「……そうですね、出戻りは私の方でした。意気揚々と辞表叩たたきつけた職場に、結婚がなくなったからって、おめおめと戻ってくる面の皮の厚い女が私でした」

「いや、自分で言って自分で落ち込まないでよ……」

　自虐ネタを言うならちゃんとネタにして。

　ガチで凹へこまないで。

「晴様は、今日は大学ですか？」

「うん。朝からみっちり講義が入ってるみたい。午後は図書館で資格の勉強して、夜はゼミの食事会があるからいらないって」

「資格……そういえば晴様は、今年は宅建を受けるそうですね」

「うん、在学中に不動産関係の資格は取れるだけ取るって言ってた」
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　宅建──宅地建物取引士の資格。

　私も詳しくは知らないけれど、不動産関係の仕事をやるには必須な資格らしい。

　晴はるの実家──石動いするぎグループは、元々はこの辺り一帯の地主の家系。

　今は手広く事業をやっているけど、一番力を入れているのは不動産業となる。

　晴も将来石動グループで働き出したら、不動産関係の仕事をやるように家から命じられていると言う。

　そんな将来を見据え、今からコツコツと準備をしているらしい。

　まったく……超がつくくらい真面目な奴やつなんだから。

「本当に立派ですよ、晴様は」

　感心したように林はやし田だは言う。

「幼少期からずっと成績は優秀で、難関大学に現役合格。大学に入ったからといってハメを外すこともなく、バイトや勉学に精を出し、しっかりと己を高めている。石動グループに入る将来を見据え、着々と努力なさっているのでしょう。年下ながら本当に頭が下がります。……世の中には」

　ジッと私を見る。

　その瞳には、軽蔑と憐れん憫びんの感情がたっぷりと籠もっていた。

「親の知り合いが経営している私立大学にコネで入れてもらったくせに、講義をサボりまくって留年してしまうようなダメお嬢様もいるというのに」

「う、うるさいわね！　いいのよ、大学なんて卒業さえできれば！」

　頑張って反論してみるけれど……自分で言ってて恥ずかしいぐらい、典型的なダメ人間の台詞せりふだなあ、と思った。

　いや、違うのよ。

　晴が真面目すぎるから、私が相対的にダメ人間っぽく見えるだけ！　私はごく普通……いやその、普通よりちょっとダメなぐらいだから……まだ救いがあるレベルだから！

「……晴が忙しいのはわかってるわよ。バイトもたくさん入ってるし、資格の勉強とかも毎日やってるし……。だから私はその分、家事を頑張ろうと思ってるんじゃない」

「立派な心がけです。あの理り桜お様が自分から家事を頑張ろうだなんて……これも愛の為なせる業わざなのですね」

「そう、愛の……って、違う違う！　だから違うってば！」

　頷うなずきかけるけど、慌てて突っ込む。

　危ない危ない。誘導尋問に引っかかるところだったわ。

「私はもう、あいつのことなんかなんとも思ってないって何回も言ってるでしょ？　家事をやってあげるのは……アレよ、アレ。私と結婚したせいで成績が落ちたとか言われるのが嫌なだけ！」

「強情ですねえ。お二人は、一時期お付き合いしていた仲なのでしょう？　元恋人同士が一つ屋根の下で同どう棲せいなんて始めたら、焼けぼっくいに火がついても不思議ではないと思いますが」

「ないない！　復縁なんてありえない！　私達はもう完全に終わってるの！」

　必死に反論する。

「だ、大体晴はるの奴やつ、生意気なのよ！　捻ひねくれたことばっかり言うし、なにかと喧けん嘩か腰ごしだし！」

「……推測でしか語れませんけど、晴様が喧嘩腰になる理由は、まず理り桜お様が喧嘩腰だからだと思います」

「年下のくせに全然私のこと敬ってくれないし！　ずっとタメ口だし！」

「タメ口に関しては、昔、理桜様がやめるようにお願いしたのでしょう？　ある時期から晴様が敬語で接し始めたら、ワンワン泣きながら『敬語なんか使わないで』って叫んで」

「ワ、ワンワンなんて泣いてないわよ！　ちょっと、ほんとにちょっと泣いただけ！」

　ああもう、これだから林はやし田だは！

　私の黒歴史全部知ってるんだから！

「……だ、だって晴の奴、中学に上がったぐらいから急に敬語になるんだもん……」

「中学生あるあるですね」

「そんな風に急によそよそしくされたら……さ、寂しくなっちゃうでしょ！」

「なるほど。つまりその時期からもう、理桜様は恋に落ちていたと」

「んなっ？　う……いや、うう……ま、まあ一時期その手の感情があったことは認めないでもないけど」

　それだけは──否定できない。

　私達が両思いの末に結ばれ、カップルとなったことは紛まぎれもない事実なのだから。

「でも──全部昔の話！　終わった話！」

「はあ。そうですか。ではまあ、そういうことにしておきましょう。理桜様はよりを戻すつもりがない、ということで」

　ですが、と林田は続ける。

「晴様が『よりを戻したい』と言ってきたら、どうするんですか？」

「え……は、晴が？」

「彼の方はまだ失恋を引きずっていて、向こうが復縁を迫ってきたならば──仮面夫婦ではなく本当の夫婦になってほしいと言ってきたなら、理桜様はどうされるのですか？」

「そ、それは……」

　晴が私に未練があったら？

　まさか、そんなことが。

　もしも。

　もしも晴はるが、またやり直したいなんて言ってくれたら──

「……まあ、そのときは考えなくもないけど……」

「ではやはり」

「か、考えなくもないだけよ！　向こうが泣いて謝ってお願いしてくるなら、ちょっとは考えてやってもいいってだけ！」

「……やれやれ。なんとなく把握いたしましたよ。単純なようで複雑で、それでいてやっぱり単純なお二人の関係性が」

　そう言って林はやし田だは苦笑した。

「もう少し素直になれるといいですね」

「ほんとよ。あいつがもっと、昔みたいに素直になってくれれば──」

「いえ。理り桜お様がです」

「……私はいつでも素直よ」

「そうですね。己の欲望とプライドだけには素直だと思います」

　林田は棘とげのある口調で続ける。

「仮に晴様の方にまだ未練があったとしても、そんな風に気を張ってツンツンしていては向こうも気後れしてしまうと思いますよ。もっと素直で……隙を見せるような振る舞いをしないと」

　呆あきれと親切心が綯ない交まぜになったような口調だった。

　私はそんなアドバイスを、

「な、なんで私が晴のために、そんなことを……」

　と表面上は返すけれど、頭の中でじっくり吟味してみる。

　ふむ。

　隙を見せるような振る舞い、か……。
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　夜の八時過ぎ。

　ゼミの食事会から帰宅した俺を出迎えたのは、

「あ～、晴、おかえり～」

　少し赤みを帯びた顔と、いつもより艶つやっぽい声だった。

　理桜はラフな部屋着でソファに座っていて、手に持っていたグラスをアピールするみたいに掲げた。中の氷がカラン、と鳴る。

　テーブルには、蓋ふたの開いたウイスキーのボトルと、炭酸水のペットボトル。

　ウイスキーの炭酸割り──いわゆるハイボールの組み合わせだ。

　他にも、チーズ系のスナック菓子が何種類か置いてある。

「お前……飲んでるのかよ？」

「うん、軽くね」

「…………」

「なによ、そのなにか言いたげな顔。家事は全部終わってるし、文句言われる筋合いはないわよ？　それとも、私には一人で晩酌する自由もないわけ」

「別に文句はねえよ」

　少し意外だったから驚いただけだ。

　別れてからはほとんど連絡を絶っていたため、酒の趣味までは知らない。

　まさか一人で晩酌するタイプとは思わなかった。

「ふふん。私はもう、誰かさんと違って二十歳を超えてますからね。お酒を嗜たしなむお年頃なんですぅ」

「なんでもいいけど、あんまり飲みすぎるなよ」

「あら、心配してくれるの？」

「潰れられて介抱するのが面倒なだけだ」

　キッチンで水を一杯飲んだ後、リビングから出て行こうとするが、

「ちょっと、どこ行くのよ？」

　と呼び止められた。

「風呂に入るんだよ」

　理り桜おはメイクを落としたラフな部屋着姿──おそらく風呂上がりだと思われる。

　だから風呂はできているはず。まあ湯を張ってなかったら、別にシャワーでもいい。

「はあ……あのね」

　これ見よがしな溜ため息いきを吐ついて、理桜は言う。

「なんでそういう空気読めないことするのかしら？」

「……なにがだよ？」

「わからないの？　あんたの……つ、妻が一人で晩酌してるのよ？」

　据わった目つきでジッと睨にらみながら、少し拗すねたような声で言う。

「旦那なら、ちょっとは付き合うのが礼儀ってもんじゃないの？」

　そう言って、ソファの空いてる部分をぱんぱんと叩たたく。

　うちの妻は酔うと絡んでくるタイプだったらしい。







「はい、じゃあカンパーイ」

「乾杯」

　合わさったグラスから、軽い音が鳴る。

　当然ながら未成年の俺が酒を飲むわけにはいかないので、こちらのグラスの中身はただの炭酸水だ。まあ、炭酸水は嫌いじゃないので別にいい。むしろ炭酸系のジュースの方が苦手だったりする。

「晴はるも真面目よね。大学生なのに酒の一滴も飲まないなんて」

「未成年なんだから普通だろ」

「今日のゼミのやつとか、お酒は出なかったわけ？」

「うちは飲み会じゃなくて食事会。酒は一滴たりとも飲まない会だ。教授が酒を飲まない人だからな」

「ふーん。相変わらずお堅い大学生活送ってるのねー」

　どうでもよさそうに言って、グラスの中身を呷あおる理り桜お。

　つまみへと手を伸ばすが──その際、ドキッと心臓が跳ねる。

　胸が。

　シャツの布地を突き上げる豊満な胸が、目に入ってしまった。

　うわ……やっぱデカいな、こいつ。

　隣に座っているため、かなり近い位置で見えてしまった。

　しかも今、理桜は風呂上がりでかなりラフな格好をしている。上は薄手のシャツ一枚。ただでさえ大きな胸が普段より強調されて……うん？

　ちょっと待て。

　風呂上がりってことは……もしかして、ノーブラの可能性もあるのか!?

　巨大な果実が、包装を外した状態でこんなにも近くに──

「ん……？　あっ」

　そこで理桜の方が、俺の視線に気づいたようだった。

　一瞬、反射的に胸を隠す素振りを見せるが、すぐに意地の悪い顔つきとなる。

「……もう。晴ってば、また私のおっぱい見てたでしょ？」

　小馬鹿にするような笑みを向けられ、カッと顔が熱くなる。

「み、見てねえし」

「嘘うそ嘘。絶対見てた。超わかりやすかった」

「……仮に見てたとしても、それは男としての反射の行動だ。無防備な格好してるそっちが悪い」

「あはは、なにその言い訳？　無防備って……あっ。まさか──」

　にんまり具合が一層酷ひどくなる。

「お風呂上がりだから、ノーブラだとか思っちゃった？」

「……っ」

「図星でしょ？　そっかそっか。だから食い入るように見てたんだ。ふふっ。もう、しょうがない変態さんだなあ、晴はるは」

　お姉さんぶった口調で言いつつ、シャツの首のところに手を入れて少しズラす。

　すると広がった衿えりぐりから、黒い紐ひものようなものが覗のぞいた。

「ほら、ちゃんとナイトブラつけてるから」

「ナ、ナイトブラ……？」

「夜寝るときにつける、ちょっとラフなブラのこと。私ぐらいあると、寝てるときに形が崩れないように気をつけなきゃだからねー」

　俺には縁遠い、女性の生態だった。

「ふふふ。残念だったわね、ノーブラじゃなくて」

「……うるせえよ」

　ニヤニヤと笑われ、顔を逸そらすことしかできなかった。

「大きいのもいろいろと大変なのよねー。最近、また大きくなっちゃったから、下着探すのも大変で」

　また大きくなっちゃった!?

　内心に激しい動揺が走るも──鋼の理性で仏頂面を保つ。

　なぜなら、理り桜おがちらちらとこちらを見てるから。エロい話をすることで動揺する俺を楽しんでいるのだろう。これ以上醜態を晒さらすわけにはいかない。

「む……」

　反応の薄さがつまらないのか、さらなる追撃を放ってきた。

　俺への距離を少し詰めて、上目使いで見つめてくる。

「ねえ……晴は私がなにカップか気になる？」

「……別に」

「どうしてもって言うなら、特別に教えてあげてもいいんだけどなー。『理桜お姉様、お願いします』って言うなら、出血大サービスで教えてあげちゃう」

「興味ねえっての」

　本当は気になる。めちゃめちゃ気になる。

　でもどうにか誘惑を断ち切り、冷たい声を作る。

「まったく……いくら酔ってるからって変な絡み方してくるなよ」

「……む～っ」

　理桜は拗すねたように口を尖とがらせた後、グラスの残りを一気に飲み干した。

「あーあ、つまんないの。晴って本当に捻ひねくれ者ものよね」

「どっちがだ」

「昔はかわいかったのに。『リオ姉、大好き』とか言って抱きついてきてさ」

「……どんだけ昔の話をしてんだ？」

　俺が『リオ姉』と呼んでいたのなんて、もう十五年も前の話だ。

「懐かしいなあ」

　理り桜おは薄い微笑を浮かべ、遠くを見るような目となった。

「おばあちゃんと一緒に、よく結婚ごっことかしたわよね。覚えてる？」

「……あったな、そんなことも」

　忘れるはずもない。

　恥ずかしくて口には出せないけれど──あの頃の思い出は、今でも俺の心の奥の、一番深い場所でずっと色いろ褪あせず輝いている。

「まあ、俺らは今も結婚ごっこしてるようなもんだけどな」

　偽装結婚。仮面夫婦。

　愛し合った末の結婚ではなく、利害関係による結婚。

　まさしく──結婚ごっこだろう。

「あはは。確かに。今もやってることは結婚ごっこよね」

　大げさなぐらいに笑う理桜。

　それからふと、神妙な顔つきになり、

「でも……昔より下手になっちゃったかも」

　と続けた。

「ほんと、お互い大人になっちゃったわよね。心も、体も。子供の頃は……簡単に『大好き』とか、『結婚しよう』とか言えたのに」

　そう言って──トン、と。

　俺の肩に、頭を乗せるようにしてきた。

「え……」

　急な接触に驚く。

　理桜はとろんとした、陶酔したような目で俺を見ていた。

「んー……なんか、酔っ払っちゃったなあ」

　甘えた声で言いながら、また少し体を寄せてくる。

　体同士がかなり密着して、相手の温ぬくもりや息づかいを感じる。髪からは風呂上がりのせいかいい匂いがして、一気に鼓動が加速した。

「お、おい……」

「逃げないでよ」

　反射的に身を退ひくと、俺が退いた以上に身を寄せてくる。

　太ももに手が置かれると、体温が一気に上がるのを感じた。

「お前……飲みすぎだぞ」

「かもね。でも……いいじゃない。こういうときしか言えないことだってあるし」

　わずかに緊張を孕はらんだ瞳で、理り桜おは言う。

「ねえ、晴はる……？　正直、私のことどう思ってる？」

「……っ」

「晴はもう、本当に私のこと、なんとも思ってないの？　こんなにくっついてても……なにも感じないの？」

「理桜……」

　なにも感じない──わけがない。

　目も顔も声も体も匂いも、なにもかもがあまりに魅力的すぎて、俺の理性やプライドなんて根こそぎにぶち壊されそうになる。

　今すぐにでも、理性を取っ払って相手を抱き締めたい衝動に駆られた。

　でも──

　残念ながら俺の理性は、すんでのところで気づいてしまった。

　最初からずっと感じていた違和感。

　その正体がようやくわかった。

　わかってしまった──

「…………」
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　俺は無言のまま、理り桜おが手に持っていたグラスを奪い取った。

「えっ！　あっ、ちょっと待っ──」

　制止を振り切り、グラスに口をつける。

　口内に広がるのはハイボールの味──ではなく。

　ビタミン系のエナジードリンクを炭酸水で割ったような味だった。

「……どうりで酒の匂いが全くしないと思ったぜ」

　最初からあった違和感──それは、匂いだ。

　理桜はずいぶんと飲んでる風だったのに、帰ってきてから全くアルコールの匂いはしなかった。こうして至近距離まで近づいても、髪からいい匂いがするだけで酒の匂いは全くなかった。

　続けてウイスキーの瓶を手に取り、注ぎ口から匂いを嗅いでみるも、やはり酒の匂いはなし。中身がすり替えてあるようだ。たぶん同じような黄色っぽい色をしている、エナジードリンクの類いだろう。

　酒飲みなら見た目だけでも気づけたのかもしれないけれど、未成年で酒にも疎い俺ではさすがに無理だった。

「中身を全部すり替えて、酒を飲んでるように見せかけてたってわけか」

　ジッと相手を睨にらむ。

「手の込んだ真ま似ねしやがって。どういうつもりだよ？」

「……ふっ。ふふふ……」

　最初は顔を伏せていたが、徐々に小さな笑い声を漏らしたかと思えば、

「……あはははっ！　よ、よく見抜いたわね！　褒めてやるわ！」

　と開き直るように笑った。

「あーあ、もうちょっとあんたの情けない顔を見てたかったんだけどなあ」

「……っ！　やっぱり……からかってただけかよ？」

「あ、当たり前でしょ！　全部演技だからっ！　作戦だから！　ふふん、あんたも単純よね。私がちょーっと酔っ払った演技したら、すぐその気になっちゃうんだから！」

　焦ったように早口でまくし立てる理桜。

「酔っ払った元カノ相手なら、雰囲気で押し通せると思った？　残念、全部演技でしたーっ。ほんとに、うん、完璧に全部演技だからねっ」

「くだらないことしやがって……。その労力はなんか他のことに使ってくれ」

「……ふんだ。メロメロだったくせに格好つけちゃって」

「メロメロじゃねえよ。最初からなんか怪しいと思ってたわ」

　鼻で笑うようにして言った後、俺はソファから立ち上がる。

　そのままリビングから出て、脱衣所へと向かった。

　ドアを閉めた後──そのまま床にしゃがみ込む。

　両手で頭を抱え、髪をグチャグチャと掻かき乱した。

「……あー、畜生っ」

　無性に腹が立つ。

　男心を弄もてあそぶようなからかいをしてきた理り桜おに──ではない。

「なんで……なんで気づいちまったんだよ、俺は？」

　無駄なところで察しのいい、自分自身に腹が立って仕方がなかった。

　もしも。

　もしもあそこで──理桜の策に気づいていなければ。

　いい雰囲気に流されて、欲望のままに思い切り相手を抱き締めていれば。

　それはそれで、どうにかなったのかもしれない。

　なにかが起こったのかもしれない。

　もちろん全てはただのドッキリなのだから、

『ぷぷっ。バーカ、なにその気になってんの？　全部演技だから。これ、酒じゃなくてエナジードリンクなんですけど。やーい、引っかかってやんの』

　とか、ネタばらしされて笑われてしまう可能性も十分あっただろうけど……そうじゃない可能性も、あったのかもしれない。

　理桜の方だって、俺が素直になってくれることを待っていた可能性も──

「……いや、さすがにそりゃ希望的観測すぎるか」

　深く息を吐き出す。

　理桜がなにを考えているのかはわからない。

　ただ一つ確かなのは……酔っ払ったあいつは、演技だとしてもすごくかわいかったということ。ラフな格好も艶つやっぽい唇も、至近距離で感じた体温や匂いも、その全てが脳に深く染みついてしまった。

　今夜はちょっと、なかなか眠れそうにない。
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　晴はるが風呂に入ってる間を見計らって、私は林はやし田だへと電話をかけた。

　二人で立てた作戦の結果を報告するためだ。

『──そうですか。失敗してしまいましたか』

「ええ。あと一歩だったんだけど」

『残念ですね。「酔ったフリをして向こうから押し倒してもらおう」大作戦……悪くないアイディアだと思ったんですが』

「本当にざんね──って違う違うっ！　そんな下品な作戦じゃないわよ！」

　声を潜めつつ、盛大に突っ込む。

「……ちょ、ちょっと酔ったフリして、隙を見せて……向こうの本音を探ろうとしただけよ。それだけ、それだけなんだから……」

『隙を見せたいだけなら、やはり酔ったフリではなく、本当に飲んでいた方がよかったのではないですか？　それならば晴はる様に見抜かれてしまうこともなかったでしょうし』

「い、嫌よ、そんなの……」

　元々の作戦では、私は普通に酒を飲むつもりだった。

　でも──土壇場で予定を変更し、ボトルの中身を交換した。

「だって、本当に飲んじゃったら……い、いざってときにどうなっちゃうかわからないでしょ……？」

『…………』

「万が一、億が一……な、流れでそういう事態に発展してしまったとき、私だけ酔ってて向こうがシラフなんて……絶対に嫌だもん！」

『やっぱり期待してたんじゃないですか』

「き、期待なんかしてない！　危機管理を徹底してただけ！　ほ、ほら、いろいろあるでしょ？　するならするで、女側が注意しなきゃいけないこととか……」

『はあ……。もうとっとと結婚すればいいのに。ああ、してたんでしたね』

　そんな皮肉めいた締めの文句で、林はやし田だとの電話は終わった。

　私は電話を胸に抱えて、その場に蹲うずくまる。

「うう……」

　心臓がバクンバクン言ってる。

　酒なんて一滴も飲んでいないのに、信じられないぐらい顔が熱くなってる。

「ああ、もう……やっぱり飲んでおくんだったかなあ？」

　林田の言う通り、本当にお酒を飲んでいたら。

　もし酒を飲んでるフリだと晴にバレなかったら。

　そしたら──私達はどうなっていたんだろう？

　もしも私の勘違いでなければ……さっき晴は、ちょっとは動揺していたと思う。クールな雰囲気が崩れて、いつもより数段熱の籠もった眼まな差ざしでこっちを見ていた。私を女として強く意識していた。

　だから、もしも私が本当に酔っていたら、あの場で私達は──

「……いや、さすがにそれは希望的観測すぎるわよね」

　深く息を吐き出す。

　結局、晴の本音はわからない。

　ただ一つ確かなのは……あいつの真剣な眼まな差ざしが脳裏にこびりついて離れない。酒なんて一滴も飲んでいないのに、体の芯が熱くなっている気がする。

　今夜はちょっと、なかなか眠れそうにない。
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『結婚をする前には一度同どう棲せいを挟んだ方がいい』

　なんてのは、よく言われる話だろう。

　一緒に生活すると、相手の今まで見えなかった部分が見えるようになる。価値観、生活リズム、金銭感覚、趣味嗜し好こう……などなど、日常的なライフスタイルの部分で相手とのギャップを感じ、『こんなはずじゃなかった』と幻滅する危険性がある。結婚してからじゃ取り返しがつかないから、一度予行練習として同棲を経験しておく。

　結婚前に同棲をするメリットは、大体そんな感じだろう。

　反面、同棲の期間を決めておかなければ、いつまでもダラダラと同棲してしまって結婚するタイミングを見失うというデメリットもあるそうだが……まあ、それは置いといて。

　俺と理り桜おの場合、結婚どころか交際すらも破綻した状態で、いきなり同棲を始めてしまったような感じだ。

　別々の環境で育った二人が一緒に住むとなれば、ある程度の衝突はあるだろうと覚悟している部分はあったが──しかし。

　玉たま木き理り桜おは俺にとって、幼おさな馴な染じみであり、元カノでもある。

　全くの赤の他人というわけじゃない。

　だからだろう、心のどっかで『俺はこいつのことはよくわかっている』なんて高をくくっている部分があった。

　しかし──甘かった。

　俺は同どう棲せいというものを甘く見ていた。

　まだ一週間しか経たっていないが……何度揉もめたかわからない。

　まあ、新婚生活三日目の下着騒動ほどの大きな騒ぎはないが、細かい揉め事や小競り合いは絶えなかった。

　たとえば──朝はパンかご飯か、食パンは八枚切りか六枚切りか、目玉焼きは半熟か固焼きか、歯ブラシと歯磨き粉の好み、トイレットペーパーの好み、バスタオルの洗濯頻度、リモコンの定位置、掃除のこだわり……などなど。

　例を挙げれば枚挙に遑いとまがない。

　そういった日常生活における細かい趣味嗜し好こうは、今回の同棲生活で初めて知ることが多かった。

　様々なことで揉め、小競り合いが発生し、そのたびに相手の新たな一面を知っていく。

　一緒に生活したことで、つくづく実感する。

　俺はまだまだ、理桜のことなんてなにも知らなかったのだと。







　その日もまた、朝から小競り合いが発生した。

「おい、理桜……」

　トイレから出た俺は、洗面所で化粧をしている理桜の下へと向かう。

　今日は珍しく、理桜の方が早く家を出る日だった。

　一限から外せない講義が入ってるらしい。

「なによ？　てか……メイク中に入ってこないでくれる？」

「お前な……トイレットペーパーがなくなったら、ちゃんと補充しとけよ」

　相手の言葉を無視して、俺は言う。

「自分が使ってなくなったら、次に入る人のために補充するのがマナーだろ」

「あー……」

　思い当たる節があるのか、やや気まずそうにする理桜。

　今朝、俺の前に一度理桜がトイレに入っている。

　同棲を始めた次の日に『私が入った後は、あんたは五分間トイレ使用禁止。絶対に禁止！』という大変不条理な条約を結ばれているため、俺はきちんと五分我慢してからトイレに入ったというのに、そこで待ち受けていたのが……すっからかんのトイレットペーパーロール。

　これは……怒ってもいいところだろう。

「一人で暮らしてるんじゃないんだから、ちゃんと相手のこと考えろよ。まったく……今回は入ったときに気づいたからよかったけど……し終わってから気づいてたら悲惨なことになってたぞ」

「……うるさいわね。てか、なくなってなかったでしょ？　まだちょっと残ってたはず」

「残ってねえよ。ほぼなかったよ」

「私の基準ではまだ残ってたの」

「屁へ理り屈くつを……。なんでお前はそう、自分の非を素直に認めねえかな」

「しつこいわね。謝ってるんだからゴチャゴチャ言わないでよ」

「……いや、謝ってねえよ！　一言も謝ってないぞ、お前」

「心の中で謝ったのよ。そしたら心の中のあんたは『次から気をつけろよ。こっちこそこんなことで怒ってごめんな』って謝ってきたわ」

「勝手に人の声を捏ねつ造ぞうするな」

「ああもう、どうしてあんたってそう、細かいことでいちいちうるさいのかしら？　昨日だってそうよ。私がちょーっと引き出しを開けっぱなしにしちゃっただけで、『開けたら閉めろ』って注意してきたりして。あんたは私のお母さんなの？」

「……いや、『開けたら閉めろ』よ。俺だって注意したくてしてるんじゃねえよ。お前が子供みたいなミスするから、お母さんみたいな注意をしなくちゃいけないんだろ」

「……ああ、もう、その全体的な上から目線が腹立つ。『俺は正しいこと言ってる』感が本当に腹立つわ」

　互いに睨にらみ合あい、相手の揚げ足取りに必死になる。

　この一週間で何度もあった、いつもの揉もめ事ごと、いつもの小競り合いだった。

　そう。

　ここまでは、いつも通りだった──

「そもそもあんたはね、全体的に細かいのよ」

「俺が細かいんじゃねえ。お前が大おお雑ざつ把ぱなんだよ」

「相手のミスをねちねちねちねち指摘してマウント取ってきて……。包容力が足りないのよ、包容力が。あー、やだやだ。だからいつまでもモテないのよ、あんたは。童貞特有の陰湿さに満ち満ちてるわね」

「くっ……お前な」

　屈辱と怒りに震えながら、俺は言う。

「やたら人のこと、『モテない』とか『童貞』だとか小馬鹿にしてくるけど──そっちだって人のこと言えるのかよ？」

「え？」

「お前だって、俺以外と付き合ったことなんてないだろ」

「は？　あるけど」

　理り桜おは言った。

　平然と、あっさりと。

　俺はその言葉を──すぐには受け入れられなかった。

「……え？」

「なによ、その変な顔？」

「…………あ、あるのか？　俺じゃない男と、付き合ったこと？」

「あるわよ。そんなに驚くこと？」

　髪をかき上げ、どこか得意そうに続ける。

「私をあんたと一緒にしないでくれる？　言っとくけど私、結構モテるんだからね。街歩いててもナンパとかされたりするし」

「…………」

「だいたい、あんたと別れた後──私は大学に入ったのよ？　女子大じゃなくて、男女一緒の大学。そしたらもう、いろんなお誘いがあって当然じゃない？　私の美貌を男達が放っておくはずがないもの」

「…………」

「あんたがいつまでも非モテの道を歩んでる間、私はいろいろと経験して大人の女になってたってわけ。残念だったわね」

「…………」

「まあでも安心しなさい。この偽装結婚のために、その辺の男関係はきっちり清算してきたから。……うわ、ヤバっ。もうこんな時間……。くだらないこと話してる場合じゃないわっ。今日の一限はマジでサボれないんだからっ」

　一方的に会話を切り上げ、理桜は慌てた様子で家から飛び出していった。

　俺は──その場から動けない。

　やがて糸が切られたかのように、膝から崩れ落ちてしまう。

「……マジ、か」

　理桜に俺以外の元カレがいる。

　その事実は、予想だにしない衝撃となって俺の胸を襲った。

　喧けん嘩かのたびにつくづく思い知る。

　俺はまだまだ、理桜のことなんてなにも知らないのだと。

　そして、今日もまた、相手の新たな一面を知った。

　俺の知らない理り桜おを知っている男が、この世にいるということを。







　その後の記憶はほとんどない。

　気がつけば──夜で風呂に入っていた。

　ちゃんと大学に行って講義を受け、バイトもして、夜は理桜と一緒にご飯を食べたはずなのだが……その間の記憶がまるでない。

　頭の中ではずっと今朝のことが渦巻いていて、他の情報が全く入ってこない。

「……あー……あ～～……」

　湯船に浸つかったまま、奇声みたいな嗚咽おえつみたいな声を発する。

　ヤバい。

　想像以上に……キツい。

　理桜が俺と別れた後、俺以外の男と付き合っていた……その事実に、途方もないショックを受けている自分がいる。

　心臓を細い糸でギリギリと締め上げられるような、脳を直接鷲わし掴づかみにして握り潰されるような……果てしない苦痛が際限なく心と頭を破壊し続ける。

「……う～～」

　わかってる。

　こんなことでショックを受ける自分が、気持ち悪いことは十分自覚している。

　そもそも──理桜が俺と別れた後、他の男と付き合ったからなんだというのか。

　俺ときちんと別れた後に新しい男と付き合うならば、法的にも倫理的にもなんの問題もない。

　そんなことを咎とがめるのは……元カレの気色悪い未練と執着でしかない。

　うわああ……キモい。

　マジで自分が気持ち悪い。まさか自分が、ここまで気持ち悪い思考をしてしまうとは思わなかった。ああ……くそ。なんで寝取られたみたいな気分になってんだよ。あいつと俺は完全に終わったんだから、その後あいつが誰となにしても自由だろ。

「……はあ」

　いや。

　正直に言えば、心のどこかでは薄々感づいていたのだと思う。

　理桜は──かわいい。

　誰がどう見てもかわいくて、魅力的な女だ。綺き麗れいでスタイルがよくて、街を歩けば多くの男が振り返るほどの美人だ。

　そんな女が大学に入ったならば……男達が放っておくわけがない。

　その可能性に、俺は薄うつすら気づいていたのだと思う。でも気づいた上で必死に目を逸そらしていた。認めたくなかった。

　心のどこかで期待していたのだろう。

　理り桜おもまだ俺に未練があって、他の男なんか相手にしない、と。

　バカらしい。

　元カノにそんな純情さを求めるのは、モテない男のみっともない妄想だ。

　未練タラタラすぎて本当に気色悪い。

「……あー。あ～……」

　やめろやめろと命じても頭は勝手に考えてしまう。

　別れてから連絡を絶った、空白の二年間。

　大学に入った理桜は──どんな男と付き合ったのだろう。

　俺より年上なのか年下なのか。大学の同級生か、はたまた社会人か。付き合った人数は一人なのか二人なのか、はたまたそれ以上か。

　そしてそいつとは──どこまで致したのか。

　俺と理桜は、最後まではしていない。

　様々な事情により、一線を踏み越えることはないまま別れてしまった。

　もしも。

　もし俺の後に付き合った男が、理桜と最後までしているとしたら。

　俺しか知らないはずの唇や手を好き放題にしていたとしたら──俺ですら知らない体の奥底までたっぷりと味わい尽くしているとしたら。

「……──っ！」

　軽く想像しただけで、吐き気にも似た絶望が腹の底からこみ上げてくる。涙と一緒に反へ吐どもぶちまけたくなるような、汚泥の如ごとき苦悩と恥辱。

　理桜や相手の男に憎悪に近い感情が芽生えては──勝手な感情を抱く自分自身を殺したくなる。

　あらゆる感情が浮かび上がっては破裂し、惨めさだけが残って積み重なる。

　元カノには俺以外の男がいた。

　どうやら俺という男は、たったそれだけのことで再起不能レベルのショックを受けるような、無様で器の小さい男だったらしい。
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『ふむふむ、なるほど。晴はる様と別れた後、大学に入った理桜様はモテモテで、別の男と付き合ったりもした、と……。あの、理り桜お様』

　晴はるがお風呂に入ってる間。

　電話で事の成り行きを話すと、林はやし田だは心底呆あきれたように言った。

『どうして──そんな嘘うそをついたんですか？』

「しょ、しょうがなかったのよ。売り言葉に買い言葉っていうか」

　大学に入り、晴以外の男と付き合った。

　当然ながら──そんなものは嘘だ。

　私が晴以外の男と付き合うはずがない。

　そんなこと、考えたことすらなかった。

　別れた後もムカつくぐらいあいつのことしか考えられなかったんだから。

「晴が勝手に決めつけてくるから……つい、反論したくなっちゃって」

『女としての見み栄え、みたいなものですか。まあわからなくもないですけど』

　林田は溜ため息いき交じりに続ける。

『実際の理桜様はモテモテどころか……入学当初なんて、晴様と別れたショック引ひき摺ずってて、ほとんど大学に行ってませんでしたよね。そのせいで単位落としまくって、留年までして』

「う、うう」

　その通り。

　大学一年は……悲惨な一年だった。晴と別れたショックでなにもやる気が起きず、ほとんど毎日引きこもっていた。ゲームや海外ドラマ、恋愛リアリティーショーを楽しむだけの自堕落な毎日を送っていた。

『それで……晴様はどんな様子なんですか？』

「……明らかに様子がおかしいわ。ご飯食べてるときもずっと上の空で、まるで会話にならなくて」

『あー……相当なショックを受けてそうですね』

「や、やっぱりそうなのかしら？」

　晴は、ショックなのだろうか。

　私が他の男と付き合ったら、嫌なんだろうか。

　それって、つまり──

『男なんてみんな独占欲の塊ですからね。元カノが他の男に靡なびいたとなれば、誰だって多少は面白くないものですよ。晴様なんて特にそうでしょう。話を聞く限りではかなり童貞をこじら──失礼。純情で繊細なお方のようですから』

「…………」

『なんにせよ、早いところ謝って本当のことを言った方がいいと思いますよ』

「なっ……む、無理よ、そんなの」

　あんだけ調子こいた態度を取っておきながら、今更全部嘘うそだったと認める？

　無理。そんなの絶対無理。

「だ、だいたい……謝る必要なんてないでしょ。確かに私は嘘をついたけど……でも、こんなのどうでもいい嘘じゃない？　私が別れた後で誰と付き合おうが自由だし、それに関して晴はるがとやかく言うのはお門違いっていうか……」

『そうですね。珍しく理り桜お様の言うことが正しいと思います。仮に理桜様が他の男と付き合っていたとして、きちんと別れた後ならそれを咎とがめられる筋合いはないでしょう』

　ですが、と続ける。

『今重要なのはそんな一般論ではありません。晴様が──理桜様の嘘で傷ついているということです』

「……っ」

『晴様が傷つき、それに対し、理桜様がどうしたいかということです』

　林はやし田だは言う。

　淡々とした口調だが、優しく言い聞かせるような声音で。

『私の知っている理桜様は、意地っ張りで見み栄えっ張ぱりで無駄にプライドが高くて非常に厄介な女ですけれど……決して薄情な女ではなかったと思いますよ』







　電話が終わった後──私は脱衣所へと向かった。

　晴はまだお風呂に入っている。

　いつもなら十分程度で上がってくるのに、今日はもう三十分は入っている。

「……晴？　大丈夫？　生きてる？」

　磨すりガラス越しに、私は声をかける。

「理桜……ど、どうした？」

「どうしたじゃないわよ。ずいぶんと長風呂してるから、もしかしたらなんかあったんじゃないかと思ったの」

「……そんなに長く入ってたか？」

「三十分ぐらい入ってるわよ」

「マジか……あー、悪い。なんか、ずっと、考えごとしてて……」

「……今日はレポートの仕上げやらなきゃいけないんじゃなかったの？　明日提出のやつがあるって、前から言ってたわよね」

「あー……あったな、そんなの……忘れてた」

「忘れてたって……」

　晴はるが課題や宿題を忘れてることなんて、今まであったかしら？

　明らかに様子がおかしい。

　そしてそれは……たぶん私の嘘うそのせい。

「……っ」

　どうして。

　どうしてそんなに狼狽うろたえてるのよ、晴？

　私が別れた後に誰と付き合うかなんて、あんたには関係ないはずなのに。

　それとも──関係あることだと思っているの？

　私のこと、ちょっとは気にしてくれてるの？

　他の男と付き合われたら面白くないの？　ショックなの？

　それは……単なる独占欲？　未練もなにもない過去の女だけど他の男に取られるのだけは癪しやくなだけ？　それとも幼おさな馴な染じみとして、友人として、私が悪い男に引っかからないか心配してくれているだけ？

　それとも──あるいは。

　私に、ちょっとぐらいは未練があるの？

「……あ、あのさ」

　胸に湧き上がる様々な感情に押され、私は口を開く。

「ぜ、全部嘘だからっ」

「……へ？」

「だから……朝言ったことよ。私が……あんたと別れた後、誰か他の男と付き合ったとか……あれ、全部嘘だから」

「え……う、嘘？」

「うん、嘘。私は──あんたと別れてから、誰とも付き合ってない」

「…………」

「べ、別に深い意味はないわよ。大学でモテモテだったのは事実だけど、生あい憎にく私のお眼鏡に叶かなう男がいなかったの！　あんたに操立ててたとか、全然そんなわけじゃないから勘違いしないでよね！」

「…………」

「あ、朝はあんたが知った風に語ってきたのがムカついたから、適当に反論しただけ。まあ、わざわざ訂正する必要もないんだけど……簡単に靡なびく安い女って思われるのも癪だから、一応、真実を伝えといてあげるわ」

「…………」

「と、とにかくそういうことだから！　ああもうっ、いつまでも入ってないでさっさと上がってきてよね！　私も次入るんだから！」

　言うだけ言って、私は逃げるように脱衣所を飛び出す。ドアから出てすぐのところで、しゃがみ込んで深呼吸をした。

「はあ……」

　言えた。

　ちゃんと訂正できた。

　安あん堵どと達成感……そして、ちょっとの後悔。

　嘘うそをもう少し引っ張ることも、戦略としてはアリだったのかもしれない。

　普段はなにかとクールぶってるあいつが、こんなにも動揺を露あらわにすることは珍しい。今回の嘘を上手に利用すれば──どうにか聞き出せたのかもしれない。

　晴はるの本当の気持ちを。

　私のことをどう思ってるかを。

　でも……やっぱりそんな卑ひ怯きような真ま似ねはできないわよね。

　明らかに情緒不安定になってる晴を放っておけなかったし──それに、なにより。

　晴に誤解されたままなのは、嫌だった。

　私が、簡単にその辺の男と付き合うような安い女だと──

　そこで背後から、がらりと戸が開く音。

　晴が風呂場から脱衣所に出てきたらしい。

　そこであいつはなんと──上機嫌に鼻歌なんかを歌っていた。

　私がすぐ近くにいるとは思っていないんだろう。

「……わかりやすく元気になってんじゃないわよ、バーカ」

　毒づく。でもそんなことを言う私自身も、わかりやすく元気な笑みを浮かべてしまっていることが、自分でなんとなくわかった。







　調子を取り戻した晴が寝室に籠もってレポート作業を始めたので、私はベランダに出て、林はやし田だへと結果報告をしていた。

『……自分でアドバイスしといてアレですけど、こうも簡単に仲直りされると面白くないものがありますね。もっと二人が拗こじれるように仕向けるんでした』

「……やめてよ。なんでそういうこと言うの？」

『毎度毎度、ノロケ話を聞かされる身にもなってください』

「ノ、ノロケ話とかじゃないし！」

『ああ、羨ましい。犬も食わないような夫婦喧げん嘩か、私もしてみたいものですね』

「……夫婦喧嘩じゃないし、仮面夫婦喧嘩だし」

　謎の反論をする私だった。

『お二人は付き合ってた頃も、今のように痴話喧げん嘩かばかりだったのですか？』

「……高校のときは、そんなに喧嘩しなかったわよ」

『なるほど。ラブラブのカップルだったと』

「普通！　普通のカップルだった！」

『ふむ……』

　林はやし田だはふと考え込むような間を空けてから、

『理り桜お様、前々からお聞きしたかったんですけど』

　と続けた。

『そもそもお二人は──どうして別れてしまったんですか？』

「…………」

『ちょうどその辺り、私が仕事を離れていた時期で、詳しくは聞いていないのですが、お二人の間にいったいなにが……』

　私はすぐに答えることができない。

　ああ、そうだ。

　このことは林田にも言ってないんだった。

　私達が別れた時期は、ちょうど林田がうちを寿退社した時期だった。まあほんの数ヶ月で戻ってくるのだけれど──その数ヶ月の間に、私達は別れてしまったんだった。

「……別に、大した理由なんてないわよ」

　私は言った。

「付き合ったはいいけど、なにしたらいいかわかんなくて……お互いに変に意識して付き合う前より疎遠になった感じがして……それで、自然消滅みたいに終わっちゃった」

『ああ……学生カップルあるあるですね』

　林田は納得したように頷うなずくけれど、私の心には暗い影が落ちる。

　思い出したくもなかったことが、強制的に思い出されてしまう。







　別に──林田に言ったことが嘘うそというわけではない。

　意識しすぎて逆に疎遠になってしまったのは、本当の話。

　お互いに学生で学校も違うから、相当手間暇かけなければデートすらままならない。また双方とも実家住みだから、家族を気にして電話すらも自由にはできない。

　まあ今思い返せば、家族に伝えて堂々と恋愛すればよかったのかもしれないけれど、思春期真まっ只ただ中なかの私達にはそれが厳しかった。

　なにかにつけて不自由な恋愛。

　もっと会いたい。もっと話したい。もっともっと晴はるに触れたい──そんな気持ちを表現する素直さを、私は持ち合わせていなかった。

　結果、両思いで付き合っているのになかなか関係が進展しないという、フラストレーションが溜たまる付き合いが続いた。

　喧けん嘩かはなかったけれど、逆に言えば、お互いに相手に気を遣って言いたいことも言えない関係だったような気もする。

　あるいは──私が高望みしすぎてしまったのかもしれない。

　両思いで付き合えたことで天にも昇るような気持ちとなり、これから先はずっと幸せの絶頂だと思っていた。絶頂すら超えて幸せのインフレーションが始まるのだと信じて疑わなかった。

　ほんと、バカみたいな話。

　そんな夢みたいな理想を思い描いていたからこそ、思うようにならない現実とのギャップがもどかしくてたまらなかった。

　そして。

　なにより怖かったのは──晴はるに嫌われてしまうこと。

『なんか思ってたのと違う』

『思ってたよりつまんない女だな』

　そんな風に思われたらどうしよう。

　晴は女子校に通ってる私とは違い、共学の進学校に通っている。周りに女子がたくさんいて、そっちの方が魅力的に見えたらどうしよう。

　焦りと不安と嫉妬はどんどん大きくなり──

　フラストレーションが爆発した私は、変な方向へのアクセルを踏みきってしまった。

「り、理り桜お……!?」

　付き合って数ヶ月が経たった頃。

　それぞれの学校が午後休みだった日。

　適当な理由をつけて自分の家に呼び出し──




　私は、晴を押し倒してしまった。




　強引に、ベッドに、押し倒した。

　言葉を交わせば交わすだけ覚悟が鈍ってしまうと思ったから、問答無用で覆おおい被かぶさるようにした。

「だ、大丈夫……大丈夫だから」

　困惑を露あらわにした晴に、ブラウスのボタンを外しながら言う。何度も繰り返した『大丈夫』の言葉は、相手ではなく自分に言い聞かせていたように思う。

「付き合ってたら、このぐらい普通よ、普通……。は、晴はるだってもう高校生なんだから、こういうこと興味あるでしょ？」

「……っ。そ、それは……」

「その、私も経験はないんだけど……でも大丈夫っ。ちゃんと勉強したからっ！　だから……晴はなにもしなくていいわよ。全部……全部私に任せて。私の方がお姉さんなんだから……ちゃんとリードしてあげるから」

　緊張を必死に隠し、どうにかお姉さんぶる。『年上のお姉さん』という仮面をかぶっていなければ、羞恥心で今にも押し潰されてしまいそうだった。

　心臓は今にも破裂しそうで、全身が熱くなる。

　腕の下にいる晴がどんな顔をしていたのかは……正直、覚えていない。

　このときの私はもう頭が真っ白になっていて、相手のこと見る余裕なんてさっぱりなかった。

「……いろいろ準備もしてるから、晴はなにも心配しなくていいからね。その……つ、付け方とかも、私、ちゃんと予習したから」

　言い訳をさせてもらえるなら……私だって悪気があったわけじゃない。

　私なりの、精一杯の愛情表現だった。

　こういうことをすれば、もっと関係が深まると思っていた。もっと特別な関係になれて、誰にも晴を奪われたりしないと思った。

　裏を返せば。

　結局私は、自分のことしか考えてなかったんだと思う。

　全部が全部、独りよがり。

　相手の気持ちなんて、全く考えていなかった──

「ま、待て……理り桜お」

「大丈夫っ。遠慮しなくていいから。私は……晴とだったら平気だから」

「でも……」

「い、いいからじっとしてて！」

　相手の言葉を制するように叫び、晴の手首を掴つかむ。

　そして強引に引っ張り、自分の胸を触らせた。

　形が変わるぐらいに、思い切り強く深く──

「なっ。う、あ……」

「ほ、ほら、どう？　男って……私みたいに大きな胸、好きなんでしょ？　晴も、いつも見てるもんね、私の胸」

「……っ」

「私、晴にだったらこんなことされても全然平気……」
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　平気──なわけがない。

　緊張と不安でおかしくなりそうだ。

　もはや相手の声なんてほとんど耳に入っていない。脳内で予習してきた手順を思い出すので手一杯。でも頭は大混乱で、勉強してきたことはなにも思い出せない。

　そもそもこんなに早く胸を触らせる予定じゃなかった。

　予定が狂ってパニックに陥った私は、なにを思ったのか、あらゆる手順をすっ飛ばして──晴はるの大事なところに手を伸ばしてしまった。

「──っ」

　ビクンッ、と晴の体が震える。

　生まれて初めて触れた、男にしか存在しない器官。

　ズボン越しでもわかるぐらいに、硬くて、大きくて……そして、熱かった。

　もはや頭は爆発寸前。

　必死に次になにをすればいいか考えるが──そのときだった。

　ガシ、と。

　晴が私の手を掴つかみ、強い力で振り払うようにした。

「……やめろ」

　低く、でも震えた声。

　反射的に顔をあげた私は、そこでようやく晴はると目を合わせた。

「お願いだから、やめてくれ」

　晴は──今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　怯おびえ、震え、顔を恥辱に歪ゆがめ、懇願するような目で私を見ている。

　そこにあるのは──明確な拒絶の意思。

　私は、そこでようやく気づいた。

　相手は照れ隠しで嫌がっていたわけではなく、本気で嫌がっていたのだと──

「あっ……」

　サア、と血の気が引くようだった。頭が急激に冷静になり、自分がどれだけ愚かで自分勝手なことをしていたのか、強制的に理解させられた。

「わ、私……──っ」

　猛烈な惨めさと恥ずかしさに襲われた私は、謝罪すらもなく部屋を飛び出した。

　その後のことは……あまり覚えていない。

　次に連絡を取ったのは、一週間ぐらい経たってから。

　私から──別れの電話をかけた。

「私達、もう別れましょうか」

　気まずくて恥ずかしくて申し訳なくて……どんな顔をして会えばいいかわからなかったから。絶対に嫌われたと思ったから。

　本当は少し、期待している部分もあった。

　私から別れを告げたら、向こうが「そんなの絶対に嫌だ」と返してくれるんじゃないかって、そんな小こ賢ざかしい計算もあった。

　でも──

「……そうだな」

　晴からの返答は、素っ気ないものだった。

　これで、私達の関係は終わった。

　高校時代の、一年にも満たない交際だった。







「……はあ」

　林はやし田だとの電話を終えた私は、深々と息を吐ついた。

　ああ、嫌なこと思い出しちゃった──いや。

　嫌なことなんて言ったら失礼か。

　本当に嫌な思いをしたのは、私じゃなくて晴なんだから。

　恋人が情緒もへったくれもないまま無理やり肉体関係を迫ってきて……それを嫌がったら、一週間後に別れを告げられる。

　酷ひどい。

　我ながら酷すぎる。こんな下品で自分勝手な女のことなんて、晴はるはとっくに愛想を尽かしてることだろう。

「……うん。そうよね。期待なんか……しない方がいいわよね」

　同どう棲せい生活が始まってからずっと浮かれていた頭が、少し冷静になった気がする。

　やめよう。

　期待するのはやめよう。

　私達の関係は、もう終わった。

　晴はきっと、私みたいな品のない女に未練なんてないんだろう。

　この偽装結婚は、私が困ってるから善意で助けてくれただけ。

　同棲生活でなにかと気を配ってくれるのも、ただあいつが優しい奴やつだから。

　今日私の彼氏うんぬんでショックを受けてたのも、元カノがすぐに他の男を作ったことが気に食わなかっただけなんだろう。

　大丈夫。わかってる。わかりきってる。

　うんうん、それでいいじゃない。

　たとえ恋愛感情なんかなくても、この偽装結婚をそれなりに楽しいものにできたから、それだけで十分でしょう。

　だから──もう期待することはやめよう。

「……ん？」

　諦観にも似た覚悟を決め、私がベランダからリビングに戻ると──

　寝室でレポートをやっているはずの晴が、なぜかそこにいた。

　ソファに座って頭を抱えている。

　ずーん、という置き文字が見えるレベル。

　あまりにもわかりやすい、困り果てたポーズだった。

「ど、どうしたの晴？　レポートは？」

「……レポートは終わったよ。それでちょっと休んでたら……今、とんでもない連絡があって」

「とんでもない連絡？」

「……ヤバい。マジでヤバい」

　心の底から困り果てたような声で、晴は言う。

「秋あき乃のさんが……様子を見に来るらしい」

　まるで天変地異の襲来を予言されたかのようなテンションだった。

　ソファに置いてあったスマホは通話終了画面のまま放置されていて、そこには『石動いするぎ秋乃』と表示されている。

　秋あき乃のさん。

　石動いするぎ秋乃。

　それは晴はるの、二番目の兄の、お嫁さんの名前だった。

　言うなれば──晴にとっての兄嫁である。
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　その日は朝から落ち着かない気分だった。

「ちょっと晴、飲みすぎじゃないの？」

　三杯目のコーヒーをドルチェグストで淹いれようとしたタイミングで、理り桜おからストップがかかった。

「……あー、そうかもな」

　さすがに午前中だけで三杯は飲みすぎかもしれない。どうにも気持ちが落ち着かなくて、ついついコーヒーを口に運んでしまっていた。

　本日、俺達が新婚生活を始めてから、初めての客が来る。

　周囲には秘密の、偽りの新婚生活。

　となれば当然、来客にも細心の注意を払わなければならない。

　ましてその相手が、あの人となれば──

「……もうっ。朝からソワソワ、ソワソワ……鬱陶しいわね。見てるこっちが落ち着かないのよ。少しはじっとしてたら？」

　部屋を忙せわしなく歩き回っている俺がいい加減目障りだったようで、理り桜おはきっぱりと苦言を呈してきた。

「秋あき乃のさんが来るからって、なにをそんなに緊張する必要があるのよ？」

「…………」

「ていうか……普通に考えて緊張するのは私の方じゃないの？　旦那の兄嫁が家に来るってなったならさ。それなのに……なんであんたの方がガチガチに緊張してるわけ？」

「……いろいろあるんだよ」

　呆あきれ口調の理桜に力なく返した後、ソファにドカッと腰を下ろした。

「初の来客が秋乃さんってなったら、緊張すんなって方が無理だ」

「……あんた、そんなに秋乃さんが苦手なの？　私も何度か話したことあるけど、そんなに悪い印象はないわよ？　普通にいい人だったと思うけど。物腰は柔らかで、礼儀正しくて」

「あの人、外面は抜群にいいからな」

　でも──石動いするぎ家にいた俺は、その本性を知っている。

　いや。

　俺の知っている本性なんて、氷山の一角に過ぎないのかもしれない。

　彼女の胸中で渦巻く激しいなにかは、俺なんぞには到底計り知れない。

「……昊そらの兄貴のことは、理桜も聞いてるだろ？」

「う、うん」

　理桜は言いにくそうに続ける。

「……出てっちゃって、まだ帰ってきてないのよね、昊さん」

「ああ」

　石動昊。

　石動家の次男であり、俺にとっては二番目の兄。

　ちなみに三男である俺は、一番目の兄を『兄さん』と呼び、二番目の兄を『兄貴』と呼んで区別している。

「……昊の兄貴には、地方の名家は窮屈すぎたんだろうな」

　久しく顔も見ていない実兄の姿を思い出しながら、俺は言った。

　石動昊は三兄弟の中の誰よりも優秀で、幼い頃から天才の名をほしいままにしてきた神童であった。

　しかしその才能を鼻にかけることもなく、人柄は温厚かつ奔放。周囲の人間からの人望も厚く、いつも人の輪の中心にいるような好青年だった。

　しかし。

　規律や格式、そして伝統を重んじる両親や一番目の兄さんとは、昔からなにかと衝突することが多かったように思う。兄貴が石動いするぎグループに入って働くようになってからは、衝突の回数は一層増えていった。

　そして──二年前。

　兄貴はある日突然、俺達家族の前から姿を消した。

　レールの敷かれた人生から降りて、自分の道を自分で切り開き始めた。

「まあ出てったっつっても、失踪したわけじゃないからな。俺とは連絡取れてるし……今は家から解放されて、伸び伸び楽しくやってるんだろうぜ」

　親父おやじ達とは絶縁状態のようだが、俺のところには定期的に連絡が来る。

　今はアメリカで新しい事業を手がけているらしい。

「昊そらさんが元気ならそれでいいけど……かわいそうなのは秋あき乃のさんよね。結婚して嫁いできたのに、その相手が出て行っちゃうなんて」

「……まあな」

　兄貴が家を出て行った二年前──そのときすでに二人は結婚していた。

　妻である秋乃さんは、兄貴に置き去りにされた形となる。

　確かに世間一般的に言えば、彼女は『かわいそう』な状況なのだろう。

　結婚し、姓を変え、夫の家に嫁いできたというのに──夫一人だけが突如として家を出て行ってしまうのだから。

　しかし。

　だからといって、俺のあの人に対する苦手意識が消えるわけではない。

「とにかく、秋乃さんの前じゃきっちりいい夫婦の演技しよう」

「わかってるわよ。むしろあんたの方こそ気をつけてよね。私が新婚のラブラブな感じ出しても、顔真っ赤にして逃げちゃダメよ？」

　いつものノリでからかってくる理り桜お。

　しかし今の俺には、いつものノリに付き合っている余裕はなかった。

「頼むぞ……。あの人だけは……本当に要注意なんだ。俺達の偽装結婚のこと、他の誰にバレても、あの人にだけはバレるわけにはいかない」

「……う、うん。わかったって」

　俺の必死さが伝わったのか、理桜は青い顔をして頷うなずいた。

　少々気負いすぎていることは、自分でもわかっている。

　でも、それぐらいでちょうどいい。

　あの人の前では、注意しすぎるなんてことはない。

　なにせ。

『たまき屋』の経営不振とは別に、俺が急いで結婚しなければならなかった理由。

　それはすなわち、秋乃さんに由来することなのだから──

　そこで、ピンポーン、と。

　インターフォンの音が鳴る。

　びくりと体が震えるが、己を必死に奮い立たせてソファから立ち上がる。

　理り桜おと二人で、出迎えるために玄関へと向かう。

　ドアを開くと──そこにいたのは和装の美女だった。

「こんにちは。晴はるさん、理桜さん」

　凜りんとした声と、柔らかな口調の挨拶。

　彼女はいつも通り、黒い着物を着ていた。うちに嫁いできたその日から、俺は彼女の着物以外の服を見たことがない。

　垂れ目がちな温和な顔つきをしているが、しかしその眼光は鋭く、瞳には凜りん然ぜんとした輝きが宿っている。

　しゃんと背筋を伸ばした立ち姿は一輪の花のように美しく、理桜とはまたタイプは違うが、彼女もまた大層な美人だった。

「お久しぶりです、秋あき乃のさん。よくお越しくださいました」

　理桜が丁寧な挨拶で返す。

「ごめんなさいね、今日は無理言ってお邪魔しちゃって。これ、お土産です」

「わっ、ありがとうございます。どうも、ご丁寧に」

　差し出された紙袋を理桜が受け取る。

　それから秋乃さんは、涼しげな眼まな差ざしを俺へと向ける。

「晴さんも久しぶりですね」

「……久しぶりってほどでもないでしょう。結婚式でも会いましたし」

「あら。そんな寂しいこと言わないでくださいよ」

　秋乃さんは、くすりと微笑ほほえんで言う。

「私は晴さんに会える日を一日千秋の思いで待っていましたよ。なにせあなたは、私のかわいいかわいい義弟なんですから」

　淑しとやかな声と柔和な笑み。

　しかし俺の背筋には、ぞくりと悪寒めいたものが走った。







　石動いするぎ秋乃。

　二番目の兄貴の嫁で、俺にとっては義理の姉。

　二年前──

　昊そらの兄貴が石動の家を出た話が世間に広まると、当然というべきか、彼女は家の内外から好奇の目を向けられることになった。

『かわいそうにね、秋あき乃のさん。嫁いできたのに旦那に逃げられるなんて』『昊そらさん、だいぶ尻に敷かれてたらしいわよ。女房が嫌で出て行ったって噂うわさ』『ああ、なんだかキツそうな人だものねえ』『私は最初から長続きしないって思ってたわ』『秋乃さん、さすがに出て行くのかしら？』『そりゃそうよ。どの面下げて旦那の実家で暮らしてくのよ』『そうよね、子供でもいれば話は変わるんでしょうけど』『出てった方が幸せよ』

　しかし。

　結果から言えば──彼女は居座った。

　堂々と恥じることなく石動いするぎの家に居座り、石動の姓を名乗り続けた。

『私は被害者ですけど？』と言わんばかりの態度で。

　元より兄貴の補佐として石動グループで働いていた彼女は、兄貴の出奔をきっかけにその頭角を現わす。

　類たぐい希まれなる頭脳と経営手腕を発揮し、グループに確かな利益をもたらした。

　一族以外の人間、それも嫁いできた若い女が組織で好き放題やれば、当然周囲からの反発もありそうなものだが、しかし兄貴の一件に対する負い目からか、親父おやじを含めて彼女を強く批難できる者はいなかった。おそらくは、それも彼女の計算のうちなのだろう。

『旦那に逃げられたかわいそうな嫁』という立場を逆手に取り、秋乃さんは組織内でのし上がった。

　今では立派な幹部の一人。

　石動グループとしては、直系以外では過去最年少の上層部役員だそうだ。

　野心と謀略の権化。

　それが、石動秋乃という女性である。

　俺は正直、彼女が苦手だ。

　嫁いできてすぐの頃は……まあ、普通だった。

　これといって仲良くもなく、かといって嫌悪でもなく、適度に距離を置いた関係でそれなりに上う手まくやっていた。

　しかし。

　兄貴がいなくなってから、俺と彼女の関係は激変する──

「あっ。晴はるは座ってて。心配しなくても、ちゃんと私がおもてなしするから」

　飲み物の準備を手伝おうとしたら、そんな風に追い返されてしまう。

　リビングに戻ると、ソファに座っていた秋乃さんがくすりと笑った。

　キッチンでのやり取りが聞こえていたらしい。

「働き者ですね、理り桜おさんは」

「ええ、まあ。初めての来客なのではりきってるみたいです」

「新妻っぽくてかわいいじゃないですか。私も嫁いできたばかりの頃は、あんな感じで初々しかったのかしら？」

「……秋あき乃のさんは最初から落ち着いてて、そつのない感じでしたよ」

「あらあら。それは褒めてるのかしら？」

「褒めてます、一応」

「うふふ。では素直に受け取っておきます」

　軽く話していると、すぐに理り桜おが飲み物と菓子を持ってやってきた。

　テーブルに置かれたのは、ドルチェグストで淹いれたコーヒーと、秋乃さんがお土産で買ってきてくれたケーキを切り分けたもの。

　ケーキを少し食べたところで、

「お二人とも、新婚生活の方はどうですか？」

　と秋乃さんが問うてきた。

「ええ、まあ……楽しくやってます。なあ、理桜？」

「う、うん。もちろん、仲良くやっています。ねえ、晴はる……晴さん」

　兄嫁の前だからか、慌てて俺に『さん』をつける理桜だった。

「それならよかった。夫婦は仲がいいのが一番ですからね」

「あはは……」

　愛想笑いで返すしかなかった。

　彼女の立場を考えると、なんとも首肯しづらい。

「それで──」

　コーヒーを一口飲んでから、秋乃さんは続ける。

　顔色一つ変えずに、続ける。

「子供の方は、いつ頃を予定しているんですか？」

「「……ぶっ」」

　俺達は二人揃そろって噴き出しそうになる。

「い、いきなり変なこと訊きかないでくださいよ、秋乃さん……」

「あら晴さん。なにも変なことではないでしょう？」

　慌てふためく俺達とは対照的に、秋乃さんは粛々と続ける。

「結婚して一緒に住み始めたのなら、次は子供の話となるのは当然でしょう？　お義か母あ様さまもお義と父う様さまも、きっと二人の子供を楽しみにしてらっしゃいますよ」

　にこりと微笑ほほえんでそう言った後、鋭い視線を理桜へと向ける。

「理桜さん。あなたも石動いするぎの家に嫁いできたからには、子を産み母となる覚悟はおありなんでしょう？」

「そ、それは……えっと……」

「──子供はまだ考えていません」

　返答に窮する理り桜おに代わり、俺がきっぱりと答えた。

「結婚したと言っても、俺達はまだ学生です。親に学費を払ってもらっているような立場で、子供なんて考えられません。子供はお互い大学を卒業してからにしようと、理桜と話し合って決めました」

「そ、そうですっ。二人で話し合って、そんな感じに……」

「あら、そうですか。まあ、焦る必要もないですよね。二人ともまだ若いんですから」

　それに、と続ける。

「一つ屋根の下で暮らしてるんですから、予定していなくてもひょっこりできてしまうかもしれませんしね。なにせ若いお二人ですから」

「あはは……そんなこともあるかもしれませんね」

　笑って誤ご魔ま化かすしかなかった。

　なんて気まずいこと言ってくるんだよ、この人は。

「……あるわけないでしょ。だって私達まだなにも──もがっ」

　本音が漏れ出した理桜の口を慌てて塞ぎ、目で訴える。

　頼むからここは合わせろ。

　熱々の新婚夫婦を──毎日ハッスルしているような夫婦を演じてくれ！

「一応気をつけてはいるつもりですけど……まあ、そのときはそのときですかね。なあ、理桜」

「え、ええ、そうね晴はるさん。できたときはできたときよねっ」

「うふふ。あらあら、お盛んなことで」

　曖昧に誤魔化す俺達に、秋あき乃のさんは微笑と共に続ける。

「かわいい甥おいっ子こが見られる日も意外と遠くないのかもしれませんね。だってお二人は──シングルベッドで一緒に寝るぐらいラブラブなようですから」

　何気なく吐き出された言葉に──ぎくりと身が強こわばる。

　なぜ。

　なぜ、うちのベッドの種類を把握している？

　確かにうちにあるベッドは、俺が一人暮らしをしていたときから使っているシングルベッド一つだけだ。

　でも、どうして秋乃さんがそのことを？

　寝室は見せていないし、今日も絶対に見せるつもりはなかった。シングルベッドを見られたときに、言い訳が面倒だと思ったからだ。

　それなのに、なぜ──

「このマンションは石動いするぎ家の持ち物ですからね。私がその気になれば、大体のことは把握できますよ」

　こちらの疑問を先回りするように、秋あき乃のさんは淡々と言う。

「理り桜おさんがこちらに住み始めたのは一週間前からですけど、今日までの間、この部屋に引っ越し業者の出入りはなく、ベッドの搬入もなかった。ということはつまり、今この部屋にあるベッドは晴はるさんが以前から使っていたものが一つあるだけ。違いますか？」

「…………」

「一緒に住むとなればすぐにでもベッドを買い換えるのかと思いましたけど……今はそのベッドに二人で仲良く寝ているのでしょう？　いいですねえ、なんだか大学生の同どう棲せいっぽくて。それともまさか──片方だけ布団を敷いて寝ているとか？」

「…………」

「いえ、ありえませんよね。新婚の夫婦が、わざわざそこまでして寝床を分ける必要もないでしょう。愛で結ばれた二人ならば、夜は同どう衾きんするのが当然です」

　冷や汗が出るのを感じる。

　まずい。

　これは……かなりまずい。

　言ってること自体は、ただの決めつけと言いがかりだ。

　夫婦だからってみんながみんな一緒のベッドで寝ているわけじゃない。新婚のときから寝床や寝室が別の夫婦だって、きっと世の中にはいるだろう。

　秋乃さんが言っているのは、ただの偏見だ。

　だが問題なのは──発言の中身ではない。

　彼女が俺達夫婦の生活を監視していた、という事実が問題なのだ。

　業者の出入りにまで目を光らせ、そして今、自分が『監視していた』という事実を匂わすことで、俺達を揺さぶってきた。

　間違いない。ああ、やっぱりそうか。

　嫌な予感が的中してしまった。

　この人は疑っている。

　俺と理桜の結婚について、なんらかの疑惑を抱いている──

「……あはは。ベッドは買い換えようと思ってたんですけど、バタバタしてて忘れちゃったんですよね」

　必死に話を作りつつ、俺は隣に座る理桜の肩を抱いた。

「今は狭いベッドで、こうしてくっついて寝てますよ」

「ちょっ……」

　理桜は一瞬動揺を露あらわにするけれど、いい夫婦アピールのためだと察してくれたのか、恥ずかしそうに俯うつむくだけだった。

「あらあら。お熱いですこと。こっちが火傷やけどしてしまいそうです」

　顔色一つ変えずに、普段通りの笑みを浮かべる秋あき乃のさん。俺の演技がどこまで通用しているのか、さっぱりわからない。

「そうそう。忘れてました。今日はお二人にお祝いを……あら？」

　秋乃さんは着物の懐や袖口に手を入れた後、しまったという顔となる。

「ごめんなさい。お祝いを持ってきたんですけど、どうやら車の中に忘れてきてしまったみたい」

　申し訳なさそうな顔となった後、理り桜おの方を見やる。

「理桜さん……悪いんだけど、車から取ってきていただけないかしら？」

「え……」

「本当にごめんなさい。実は今日、新しい下げ駄たを履いてきたんですけど、合わなかったみたいで……。今から下まで降りてまた戻ってくるのは……少し億おつ劫くうで」

「……そういうことでしたら」

「ありがとうございます。車はマンションの駐車場に停とめてあります。中の運転手に訊きけばわかると思いますから」

　使いパシリのようなものだったが、兄嫁からこんなにも低姿勢に頼まれれば断ることはできないだろう。

　理桜はソファから立ち上がり、部屋から出て行った。

　室内には俺と秋乃さんの二人が残される。

「……飲み物、用意してきますね」

　カップを手に取り席を立つ。決して長居してほしいわけではないけれど、二人きりで面と向かっているのは気まずかった。

　キッチンへと向かう──そのときだった。

「──うふふ」

　ギュッ、と。

　背後から強く抱き締められた。

「なっ……」

「やっと二人きりになれましたね」

　腕を俺の胴体に絡めながら、秋乃さんが艶つやっぽい声音で囁ささやく。

　先ほどまでの凜りんとした声とはまるで違う、媚こびるように甘えた声だ。

「もう……酷ひどいですよ、晴はるさん。私という者がありながら、あんな小娘と結婚してしまうなんて」

　胴体に回した手が艶なまめかしく動き、腹や胸を妖しく這はい回まわる。

　男を惑わせ虜とりこにしようとする、蠱こ惑わく的てきで扇情的な動きであった。

「私はもう寂しくて寂しくて……あなたを思いながら何度自分を慰め──」

「……はなしてください」

　体を捻ひねり、絡みつけられた手を強引に振り払う。

「あんっ。もう……晴はるさんのいけず」

　わざとらしく色っぽい声を出す秋あき乃のさん。

「うふふ。相変わらず純情なんですね」

「いや、純情とかじゃなくて」

　盛大に溜ため息いきを吐き出す。

　まったく……本当に嫌な予感ばかりが的中する。

　やっぱりこの人──まだ俺のこと諦めてなかったか。

「いい加減にしてください、秋乃さん。俺、何度も断ったでしょう？　あなたとは結婚できません」

「……ええ、本当に。何度も何度も断ってくださいましたよね。私がどれだけ恥を忍んで求愛しても、にべもなく断るばかり。女としての自信を失ってしまいそうですよ」

　大仰に肩をすくめて言った後、上目使いでこちらを見上げてくる。

「私はそんなに魅力のない女でしょうか？」

「あなたの魅力どうこうの話じゃなくて……どう考えても無理でしょう。あなたは、兄貴の嫁なんだから」
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「ですが──あの人はもういません」

　ピシャリ、と冷たい声で言い切る。

「昭和の時代ではよくあることだったらしいですよ？　嫁ぎ先で夫に先立たれたなら、夫の兄弟で未婚の者と再婚するなんて」

「いや今は令和ですし、兄貴はまだ死んでないですし」

「死んだも同然ですよ、あんな男」

　唾棄するように言い放つ。

「はあ……我ながら賢く人生を歩んできたと思っていましたけど、夫選びだけは失敗してしまいました。長男は既婚で、三男はまだ若い。消去法で次男を選びましたけど……まさか、あんなにも無責任でちゃらんぽらんな男だとは夢にも思いませんでしたよ」

「…………」

「こんなことなら、最初から晴はるさんを狙って落としに行くべきでしたね」

　微笑を浮かべたまま、悪びれもせずに己の本性を語る。

　そう。

　この人は最初から、石動いするぎ家の権力と財産だけが目当てだった。

　兄貴への愛情なんてものはサラサラない。石動家の息子で、たまたま未婚で年が近かった相手を選んだだけ。

　彼女はあらゆる手練手管を駆使して、強引に兄貴との結婚にこぎ着けた。

　そんな魔性の女は、兄貴が出奔した後──代わりを求め始めたのだ。

　代わり──新しい夫。

　つまりそれは、俺となる。

　兄貴に見切りをつけ、今度は三男の嫁となろうとしている。

「晴さんもわかるでしょう？　夫に逃げられた女が、嫁ぎ先の家でどれだけ惨めで悔しい思いをするか？」

「……あなたは十分逞たくましく生きているように見えますけどね」

「気丈に振る舞っているだけで内心はもうボロボロですよ？　いずれにせよ、あんなダメ夫に気を遣う必要はありません。今度顔を見せたら鉄拳と共に離婚届を叩たたきつけるつもりですから」

「…………仮に兄貴と離婚する予定だとしても、俺があなたと結婚することはありません」

　左手の指輪を見せるようにする。

「俺はもう、結婚したわけですから」

「……そうなんですよねえ」

　秋あき乃のさんはわざとらしく困ったような顔をした。

「晴さんは上二人の兄と違ってモテな──失礼。硬派で生真面目な性分でいらっしゃいますから、焦らずじっくり攻略していけばいいと思ったのですが……まさか大学生のうちに結婚してしまうなんて。まったく、トンビに油揚げをかっ攫さらわれた気分ですよ」

「…………」

「温室育ちのわがまま娘と結婚して、後悔しているんじゃありませんか？　あんなおぼこい小娘より、私の方が満足させてあげられると思いますよ？　日常生活でも……もちろん、夜の夫婦生活の方でも」

　指先で唇をなぞるようにしながら、目を細め薄く微笑ほほえむ。

　ぞくりと背筋が震えるほど、妖艶で魅惑的な笑みであった。

「……人の妻を悪く言わないでください。俺は、あいつがよくて結婚したので」

「では、あの小娘で満足していると」

「はい」

「夜の生活の方も？」

「も、もちろん」

　嘘うそだろうとここは頷うなずくしかなかった。

　夫婦──それも新婚ともなれば、夜の生活なんてある方が普通なのだから。

　しかし、

「うふふ。嘘ばっかり」

　秋あき乃のさんは笑う。

　獲物を捕縛した女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もを思わせる、狡こう猾かつで恐ろしい笑みだった。

「晴はるさん、あなたまだ──あの娘を抱いていないのでしょう？」

「……っ」

「私、そういうのには敏感なんですよ。あなた達二人の妙な距離感とぎこちなさ……とても夜を共にしている夫婦とは思えませんでしたね」

　それに、と続ける。

　一歩俺への距離を縮め、茶ちや化かすような笑みを浮かべて。

「晴さんからは実家にいた頃と変わらず、拭い去れない童貞臭がプンプンと香ってきますから」

「……そ、そんなことはないでしょう」

「いえいえ。今も昔もたっぷりと漂っていますよ。鼻につくぐらい濃厚な童貞臭が」

「…………」

　心がへし折れそうだった。

　そんなに……そんなに酷ひどいのか、俺の未経験っぽさは。

「お二人の急な結婚からしてなにかが妙だと思い目をつけていましたが、今日の態度を見て確信しましたよ。晴さん──あなた方は、単なる偽装結婚なのでしょう？」

　秋あき乃のさんは畳みかけるように言う。

「目的はおそらく、あの小娘の実家……『たまき屋』を救うため。経営不振に陥った『たまき屋』を立て直すため、あなた方二人は結婚という手段を用いた。違いますか？」

「…………」

　まずい。

　想定していた最悪より、さらに悪い。

　秋乃さんは予想以上に真相を見抜いてきている。

　その恐るべき観察眼と執着心で、真実に到達しつつある。

　俺と理り桜おの、偽装結婚を──

「……なにを言ってるのかさっぱりわかりませんね。当て推量で適当なことを言わないでくださいよ」

「とぼけても無駄ですよ。というか……認めても認めなくても、私のすることは変わりませんので」

　言うや否や。

　秋乃さんはまた、俺への距離を詰めてきた。

「うふふ。いくら私でも、新婚の男を寝取るのは気が咎とがめますけれど……夜も共にしてないような仮面夫婦であれば、なにも遠慮することはありませんね」

　艶麗な笑みを浮かべながら、一歩、また一歩と近づいてくる。

　俺は逃げるように後ずさるも、すぐ後ろは壁だった。

「着物ではわかり辛づらいかもしれませんが……私、脱いだら結構すごいんですよ？　ご要望があればなんでもおっしゃってください。必ずや晴はるさんを満足させてあげます。私以外の女など、二度と抱く気が起きぬほどに」

「な、なにを言って……」

「まだわかりませんか？　とりあえず愛人にでもしてください、と頼んでいるんです」

　秋乃さんは言う。

　表情は笑っていたが、冗談を言っている口調ではない。

　到底冗談としか思えぬ申し出を、この人は心底真面目に言っている。

「『たまき屋』の経営再建のために今は仮面夫婦を続ける必要があるというならば、私もしばしは待ちましょう。その間、抱けもしない女との同どう棲せい生活は辛いでしょう？　だから私が、あの小娘に代わって性処理をしてさしあげようかと思って」

「性処理って……」

「晴さんが望むのであれば、いつでもどこでもたっぷりご奉仕させていただきます。私と婚約してくださる、その日まで」

「…………」

　冗談、ではないのだろう。

　本気だ。

　この人は本気で、俺と結婚する気でいる。

　なりふり構わず使えるものはなんでも使って──己の美貌や色香すらも惜しみなく使い切って、名家の御曹司を籠絡しようと企たくらんでいる。

　今ある権力を失わないために。

　そして、今以上の権力を手にするために。

「どうです、晴はるさん？　ここまで譲歩してもダメでしょうか？」

「……ダメです」

　俺は言った。

　答えなど最初から決まっている。

「譲歩もなにもないでしょう。俺はなにをされたって、あなたと結婚するつもりはありませんし、あなたと……性的な関係を結ぶつもりもありません」

　きっぱりと言う。

「俺は理り桜おを──妻を愛していますから」

　その言葉は、驚くほどすんなりと出てきた。

　ああ、我ながら情けない。

　本人さえ目の前にいなければ──そして、いい夫を演じなければいけないという状況ならば、こんなにも簡単に『愛している』と言えてしまうなんて。

「俺達は仮面夫婦なんかじゃなくて、愛し合って結ばれた本当の夫婦なんです。だから、妻を裏切るようなことはできません」

「……ちっ」

　露骨な舌打ちが響く。

「まったく、石動いするぎ家の男はどいつもこいつも……！」

　今までずっと妖艶な笑みを保っていた秋あき乃のさんの顔に、わかりやすいまでの怒りと悔しさが滲にじむが──しかしそれは一瞬のことだった。

　憤ふん怒ぬの表情を消し、にこりと微笑ほほえむ。

「そういう態度なら仕方がないですね。これ以上口と問答してても無意味なようですし、手っ取り早く──下半身の本体に訊きくとしましょうか」

「え……なっ」

　問い返す間もなく、秋乃さんは俺への距離を詰めてきた。

　抱きつくように全身を密着させ、太ももに手を這はわせてくる。

　カリカリと優しく引っかかれると、否いや応おうなしに体が反応してしまった。

「ちょ、ちょっと……なに考えてるんですか？」

「説得が通じないなら実力行使するしかないでしょう？」

「実力行使……？」

「心配せずとも、最後までするつもりはないのでご安心を。手や口で軽く奉仕するだけです。理り桜おさんが帰ってくる前には終わりますよ。未経験の晴はるさんでは、そう長くは保もたないでしょうから。うふふ。下手すれば一瞬かもしれませんね」

「お、俺だってそんなすぐには……いや、じゃなくて、いい加減にしてくださいって！」

　力ちから尽ずくで振りほどこうとする──その直前だった。

　バン、と。

　勢いよく玄関の戸が開いた音がしたかと思えば、次はドタドタと廊下を走る音。

　そしてまた勢いよくリビングの戸が開くと、

「……な、なにやってるんですかっ！」

　俺達の姿を見た理桜は、顔を真っ赤にして叫んだ。

　当然の反応だろう。

　あるいは演技だったとしても、完璧すぎるぐらいだ。まさしく──最愛の夫が兄嫁に言い寄られているシーンを目撃したかのような反応だった。

「どういうつもりですか、秋あき乃のさん!?　は、はなれて！　今すぐはなれてください！」

「……はあ」

　秋乃さんはつまらなそうに息を吐ついた後、俺から体をはなす。

「理桜さん、ずいぶんと早かったですね」

「……車のどこにもお祝いなんてなかったし、運転手の人も知らないと言ってました。それで……なんか嫌な予感がしたので、走ってきたんです」

「あらあら、それはそれは。ずいぶんと鋭い勘をお持ちなようで」

「とぼけないで説明してください。今、晴になにしてたんですか？　晴と……なにしようとしてたんですか？」

　激しい怒りが滲にじむ目で、兄嫁を睨にらみつける。

　しかし秋乃さんの方は涼しい顔のまま、

「邪魔が入ってしまいましたね」

　と俺に告げた。

　乱れた着物を整えつつ、俺に背を向けて歩き出す。

「今日のところはひとまず退散させていただきます」

　そのまま部屋から出て行こうとするも、

「ああ、そうそう」

　と思い出したように呟つぶやくと、懐に手を入れた。

　取り出したのは──お祝い袋。

　車に忘れたというのは嘘うそで、本当は最初から懐にいれてあったらしい。

　袋を微笑と共に理り桜おに渡しつつ、彼女は言う。

「晴はるさん、理桜さん。ご結婚、おめでとうございます」

　そんな言葉を残して部屋から去っていく。

　言葉だけは綺き麗れいだったが、とびきりの皮肉としか思えなかった。







「……別に疑ってたわけじゃないんだけどさ」

　秋あき乃のさんが帰宅した後、精神的に疲弊した俺がソファでぐったりとしていると、理桜が言いにくそうに口を開いた。

「晴が私と結婚したい理由……正直、半信半疑だったわよ。昊そらさんに出て行かれた秋乃さんがあんたを狙ってる、なんて」

「……まあ、そりゃそうだろうな」

　信じられるはずもないだろう。

　常識的に考えれば、ありえる話ではない。

　まあ実際、夫に先立たれた嫁が亡き夫の兄や弟と結婚するというのは、昭和の時代には珍しい話ではなかったらしいけれど、だからって令和の時代にそんなことをするのは時代錯誤もいいところだろう。

「兄嫁が自分の貞操を狙ってる……モテない男は最後にはそんな妄想を始めるのかと心配になったけれど」

「……そんな心配してたのかよ」

「でも、今日の秋乃さんの態度を見てわかったわ。あの人……マジなのね」

「ああ。残念なことに大マジだ」

　マジで、真面目な話だ。

　悪い冗談としか思えないあの人の言動は、全てが大真面目なのだ。

「昊の兄貴が出て行ってから、なにかと俺にアプローチしてくるようになって、この部屋で一人暮らしをするようになってもそれは続いた。隠しとくのも面倒だから正直に言うけど……この部屋に押しかけてきて、飯作ってったことも何度かある」

「……っ。ふ、ふうん。あっそ。まあ、どうでもいいけどね。結婚する前にあんたが誰を部屋に招こうと勝手だし」

「招いたわけじゃない。断っても押しかけてきたんだ」

「ちなみに……と、泊まったりはしてないわよね？」

「それだけは全力で断った」

　その一線だけは絶対に譲らなかった。どうにか理由をつけて泊まろうとする彼女を追い返すのはかなり大変だったけれど……でも、泊めたら最後、なにをされるかわかったもんじゃない。

「……俺だけじゃなくて、周囲へのアプローチも始めてたらしいからな。昊そらの兄貴との結婚もそうだったけど、あの人は全力で外堀から埋めてくタイプだ。裏ではうちの両親にまで話がいっていたらしい」

「嘘うそっ……そ、それで……晴はるのパパとママはなんて……」

「まだ軽い提案程度だったらしいけど……親父おやじもお袋も、特に反対はしなかったらしい。昊の兄貴の件で相当負い目を感じてるから、彼女の提案を無下にもできなかったんだろう」

「そんな……」

「別に賛成してたわけでもないけど、なんつーのか……お袋からは『どうせあなたは自分から恋人作ったりできないんだから、秋あき乃のさんが相手でもいいんじゃないの？』とか言われた……」

「ああ……」

　察したような顔となる理り桜お。いや、察するなよ。フォロー入れろよ。

　まったく、うちの両親ときたら。

　高校時代に理桜と付き合ってたことはうちの両親には内緒にしてたし、親から見た俺は『彼女いない歴＝年齢』なのだろう。

「……秋乃さんが本気で周囲に働きかけていけば、いずれは石動いするぎ家全体が彼女の味方になり、結婚しない俺の方が悪者にされるかもしれない。冗談抜きで、本気でそうなりかねないムードが、当時の石動家にはあった」

「……だから、晴は」

「ああ。だから結婚する必要があったんだよ。できるだけ急いでな。そうすれば、さすがの秋乃さんも身を退ひいてくれると思った」

　全ての問題は、俺が未婚であるがゆえに起こっている問題だ。

　俺が形だけでも結婚してしまえば、全てが解決する。

　そう思っていたのだが──

「……甘かったよ。秋乃さんのことを侮ってた」

　形だけの結婚なんて、彼女には通用しなかった。

　俺が結婚した程度で諦めるような人ではなかったし……その執念と洞察力で、俺達の契約結婚についても感づいている。

「今日の反応を見る限り……俺達のこと、完全に疑ってるな」

　ただでさえかなり深い疑惑を持っていたようだけれど、今日の俺達の態度でそれが決定的になってしまったらしい。

　彼女の中ではもう、疑惑ではなく確信なのだろう。

「ど、どうしよう……誰かに言いふらされたりしたら……」

「……いや、それは大丈夫だろ。いくら秋あき乃のさんが疑ってると言っても、今の段階じゃなんの証拠もない」

　俺達が両思いか否かなんて、第三者が明確に判断できることではない。

　別居でもしてれば話は変わるだろうけれど、こうして一緒に生活している分には、傍はたから見れば俺達は立派な夫婦となる。

「下手な噂うわさを広めようとすれば、むしろ秋乃さんが自分の株を落とすだけだ。あの人はそんな頭の悪いことはしない」

「な、なるほど」

「けど、このまま黙ってるとも思えない。なにかしら対策は考えないとな」

　深く考え込む俺だったが、

「……ねえ」

　と理り桜おが問うてくる。

「晴はるはさ、どうして秋乃さんと結婚したくないの？」

「……は？　いや、できるわけねえだろ。今はこうして、お前と結婚してるんだから」

「そうじゃなくて……私と結婚する前から、ずっと向こうのアプローチを断り続けたわけでしょ？　それは、どうしてなのかなって思って」

「…………」

「べ、別に深い意味はないわよっ。ただの興味本位っ。秋乃さん、綺き麗れいだし、賢いし……晴も口では悪く言ってるけど、なんだかんだ優秀な人だって認めてる感じではあるし」

　認めてる……まあ、認めてはいるか。

　優秀な人として、そして油断ならない厄介な敵として認めている。

「……どんなに優秀で素晴らしい相手だろうと、兄貴の嫁だった人と結婚するつもりはない。つーか……昊そらの兄貴のことがなかったとしても、あんなおっかない人と結婚するのはごめんだ」

　あの人と結婚したら、尻に敷かれるどころか、尻の毛まで残らずむしり取られそうな恐怖がある。

「それに──」

　と言いながら。

　俺はつい、理桜の顔を見つめてしまった。

「……ん？　それに、なに？」

「あ、いや」

　言えるわけがない。秋乃さんと結婚したくなかった一番の理由──まだお前のことを引ひき摺ずってたからだよ、なんて。

　そんな本音は口が裂けても言えない。

　だから代わりに、二番目の理由を言うことにした。

「……秋あき乃のさんはさ、たぶんまだ兄貴のことが好きなんだよ」

　理り桜おは目を丸くする。

「え……あれ？　で、でも、秋乃さんって……あんたの話じゃ、財産目当てで昊そらさんと結婚したんじゃ……」

「最初はそうだったんだろう。でも結婚生活の中で、なにかしら心動くことがあったんじゃないのか？　打算と建前で始まった結婚生活の中で……本物の感情が芽生えたのかもしれない」

「…………」

「兄貴が出て行った後……一度、見かけたことあるんだよ。兄貴との結婚式の写真見ながら、一人で泣いてる秋乃さんを……」

　俺がまだ高校に通っていて、実家に住んでいた頃の話だ。

　夜中に屋敷内を歩いていると、すすり泣くような声が聞こえた。

　声の先は、秋乃さんの部屋だった。

　開いていたドアの隙間から見えた彼女は、ベッドに腰掛け、兄貴との結婚式のアルバムを広げていた。

　目からは涙が溢あふれ、口からは小さく嗚咽おえつが漏れる。口元に手を当てて必死に声を抑えるようにしながら、彼女はそれでもページをめくる手を止めなかった。

　幸福だった過去の軌跡をなぞるかのように、愛いとおしそうにアルバムを眺め続けた。

　時折、嗚咽に混じって声も聞こえた。

　昊さん、昊さん、と。

　手の届かぬところに消えてしまった夫の名を、何度も何度も彼女は呼んだ。

　心から惜しみ、恋い焦がれるような、慚ざん愧きと恋慕の声だった。

「……それが本当なら秋乃さんは、今すぐ昊さんのところに行くべきじゃないの？　もしくは、戻ってくるようにお願いして……」

「できねえんだろ。プライドが高い人だから」

「そんな……」

「秋乃さんが執しつ拗ようなぐらい俺に結婚を迫ってくるのは……たぶん、兄貴のことを無理やり忘れようとしてるからだと思う。あの人なりに、過去を断ち切って前に進もうとした結果なんだろう」

　吹っ切ったフリをして、割り切ったフリをして。

　退路を強引に断ち切ることで、前に進もうとしてる。

　本当はまだ、傷は癒えていないのに。

　本当はまだまだ、未練タラタラなくせに。

　彼女のそんな複雑な感情が……悲しいかな、同じように未練と後悔を引ひき摺ずっている俺には、痛いぐらいにわかってしまった。

「……ま、本当のところは秋あき乃のさんにしかわからないけどな。兄貴には本当にうんざりしてて、とっくに気持ちは切れてる可能性もあるだろうし」

　軽く肩をすくめる。

「いずれにしても……あの人との結婚はごめんだ。向こうは俺を好きじゃないし、俺だって向こうを好きじゃないんだから」

　そしてつい、言ってしまう。

　ポツリと本音が、本心が漏れてしまう。

「結婚は本当に好きな相手としなきゃダメだろ」

「……え？」

　理り桜おは一瞬硬直し、きょとんとした。

　みるみる顔が赤くなっていく。

　その反応を見て──俺もようやく、自分がうっかりどれだけ恥ずかしいことを言ってしまったのかに気づいた。

「……いやっ、俺達は違うけどな！　俺達の結婚はまた例外な！　今のは一般論！　ただの一般論だから！　勘違いするなよ！」

「わ、わかってるわよ！　勘違いなんかしてないし！」

　お互いに顔を赤くして、目を逸そらした。

　はあ。

　まったく、俺達も秋乃さんのことをとやかく言えないな。

　やってることは大して変わらないのかもしれない。

　打算と建前から始まった俺達の結婚生活は、果たしてどこへ行くのやら。





[image: ]





　　　　　[image: ]






　玉たま木き理り桜おの実家──和菓子製造メーカー『たまき屋』と言えば、東北を代表する有名企業である。支店は多数存在し、テレビで流れるローカルＣＭの歌は東北民なら誰でも口ずさむことができる。

　始まりは個人経営のどら焼き屋でしかなかったらしいが、創業から五十年経たった今では、幅広いジャンルの菓子を製造販売する大企業となった。最近では菓子関係以外の新規事業にも手を広げている。

　この辺りの地主として名を馳はせてきた石動いするぎ家とは、祖父母の代から付き合いがある。

　東北では敵なしのお菓子メーカー、『たまき屋』。

　しかし。

　去年一昨年おととしは『たまき屋』にとって、悲劇の時期だった。

　まず、新規事業として多額の資本を投じていたクラフトビール造りが、ノウハウ不足やライバル商品の台頭により失敗。

　さらに、製造ラインの中核を担っていた工場の一つが、台風被害による河川氾濫で浸水し、全面機能停止。

　加えて、上層部役員のうち二人が、横領と痴漢で逮捕。

　その他にも様々な不運と不祥事が重なり、『たまき屋』は深刻な経営不振に陥った。

　銀行からは大幅な事業縮小と人員削減が求められ、それでも経営を立て直せる可能性は低いという危機的状況。社員を捨てるか、あるいは買収でもされて経営陣を入れ替えるか。どうにか生き延びるにしても、今の『たまき屋』とは別のなにかに変わり果ててしまうことは明らかだった。

　その事実を知った俺は──理桜へと連絡を取った。

　別れてから一度も連絡をしていなかった、元カノへと。

『晴はる……』

　電話口での理桜の声は、震えていた。

　正直、罵倒されることも覚悟していた。

　こんな状況で元カレから連絡があったところで、鬱陶しいだけなのかもしれない。向こうは俺の助けなんて求めてないのかもしれない。そんな風に考えていた。

　しかし──

『どうしよう、晴……「たまき屋」が……おばあちゃんが作った「たまき屋」が、なくなっちゃうかもしれない……』

　悲痛さの滲にじむ声を聞いた瞬間──俺の中に残っていた迷いが吹っ切れた。

　全てのブレーキが、ぶっ壊れたような気がした。




「理り桜お、俺と結婚してくれ」




『……は、はあ!?』

　数秒の沈黙の後に、素っ頓狂な声が上がる。

『け、結婚って……なに言ってるのよ、こんなときに！』

「こんなときだからだよ」

　戸惑う理桜に、俺は毅き然ぜんとして告げる。

「結婚と言っても──目的を果たすためだけに結婚するだけ。言ってみりゃ偽装結婚だよ」

『ぎ、偽装……』

「『たまき屋』はうちとも縁が深い。親父おやじやじいちゃんも、どうにか助けられないかと考えている。だけど……ただ善意だけで手を差し伸べることはできない。うちみたいな古臭い家が動くためには──それなりの大義名分が必要だ」

「大義名分……つまり、それが」

「ああ、俺達の結婚だ」

　子供同士の結婚。

　それは十分、家が動くための大義名分として機能するだろう。

　かなり前時代的な話なのかもしれないが、この地域では未いまだにそういう縁が商売や企業経営に関わってくる。

　なにより──イメージが重要だ。

『たまき屋の令嬢が石動いするぎ家の息子と結婚』というニュースで、今の『たまき屋』につきまとうネガティブなイメージを払拭できる可能性が高い。

「親父達とはすでに話をつけておいた。俺とお前が婚約するなら……『たまき屋』の経営再建に向けて、力を貸してくれるらしい」

「ほ、ほんとに!?」

　声は一瞬希望に弾むが、すぐに不安へと沈む。

「で、でも……あんたはそれでいいの？　私の家を助けるために、どうしてあんたがそこまで」

「……生あい憎にく、俺の方にも急いで結婚しなきゃいけない事情があってな。後から説明するけど、秋あき乃のさん絡みで面倒なことになってる。だから……そっちが負い目を感じることはない。これは俺にとってもメリットのある話なんだ」

　一度呼吸を整えてから、意を決して俺は言う。

「理り桜おはもう、俺の顔なんか見たくないかもしれない。形だけだろうと、俺なんかと結婚するのは嫌かもしれない。でも……できることなら受け入れてほしい」

「…………」

「もちろん、嫌なら嫌で断ってくれ。そしたらなにか……他の方法を考えてみる。すぐに決められることじゃないと思うから、よく考えて──」

「──わかった」

　言葉の途中で、即答みたいな返事が来た。

「あんたの提案を受け入れる──ううん。むしろ、こっちからお願いする」

　私と結婚してください。

　と理桜は言った。

　かくして、俺達の偽装結婚は始まった。

　結論から言えば──計画は概おおむね上う手まくいったと言える。

　俺達の結婚をきっかけに石動いするぎグループからの支援が始まり、『たまき屋』の経営は持ち直しつつある。元々不運が重なった結果の経営不振だから、一番しんどい時期さえ乗り切れば、元の状態に戻れるはずだと思う。

　玉たま木き家の人々や『たまき屋』の従業員達は、その多くが俺や理桜に深く感謝しているそうだが──正直、手放しで喜べる話ではない。

　周囲の人間を騙だましていることには変わりないし──なにより。

　俺は自分の無力が情けなかった。

　結局俺は、家の力を借りなければ元カノ一人助けることもできなかったのだ。







「ねえ、晴はる」

　キッチンで夕食を摂とっているとき、理桜が口を開いた。

　ちなみに今日のメニューは、生姜しようが焼きとサラダ。

　理桜が作る料理は、家庭的かつ庶民的なものが多かった。林はやし田ださんの花嫁修業で、そういうものを中心的に仕込まれたらしい。派手さはない代わりに毎日食べたくなるような、どこかホッとする味付けだ。

「この前秋あき乃のさんからもらったお祝いだけど……内祝いどうする？」

「あー……内祝いな」

　内祝いとは、簡単に言えばお祝いのお返しのことだ。

　結婚や出産など、なにかしらのめでたい行事で他人からお祝いをもらったならば、それを返すのが常識であり、マナーである。

　俺も結婚して初めて調べたことだが……この辺りの、日本独自の『お返し文化』はなにかと約束事が多くて非常に面倒臭かった。

　結婚の内祝いの場合、もらった金額の半分程度のギフトを返す、いわゆる『半返し』が一般的となっているらしい。

「あの人の本性と目的を知っちゃったから、正直お祝いなんか突っ返したい気分なんだけど……十万円も入ってたらちょっと考えちゃうわよね」

　プライドと即物的な欲求の間で揺れ動く理り桜おだった。

　十万円。

　かなり高額な気もするが、親や上の兄弟が結婚のお祝いで渡す金額としては、なくもないレベルなのだろう。

「まあ、金に名札はついてねえんだ。もらったものはありがたく使わしてもらおうぜ。きちんと受け取って、内祝いもきっちり返すようにしよう」

　変にこちらの弱みを見せないためにも、常識やマナーは守るべきだろう。

「そうね。えっと、内祝いは半返しが基本だから……五万円の内祝いか。む、難しいわね、五万円のギフトって……」

「高額なお祝いには無理して半返しする必要はないって、ネットに書いてあったよ」

「そうなんだ。じゃあ、他の人と一緒のカタログギフトにしとくわ。今日、『たまき屋』の従業員からのお祝いももらってきたから、まとめてやっとく」

「任せていいのか？」

「親戚回りするときにさんざんやったからね。もう慣れたから、すぐできるわ。優秀な妻である私に任せなさい」

　ふふん、と得意そうに言う理桜。

　最後の一言さえなければ本当に優秀な妻だってのに、まったく。

　夕食が終わった後は二人で皿をキッチンに運び、二人で皿洗いを始める。

　皿洗いはなんとなく、二人でやることとなっていた。

　理桜は自分がやると言うのだが、俺としては料理を作ってもらうのだから皿洗いぐらいはこっちがやらないと申し訳ない。

　結果折衷案として、二人でパパッと済ませる、という形に落ち着いた。

「晴はる、炊飯器の中の釜も取って。ついでに洗っちゃうから」

「はいよ」

　腰を屈かがめ、食器棚の専用ゾーンに収まっている炊飯器に手を伸ばす。

　内うち蓋ぶたと釜を取って振り返ろうとしたとき──事件は起こった。

　ぷにん、と。

　肘になんだか、幸せな感触がした。

「やんっ」

　頭上からはかわいらしい悲鳴が降ってくる。

　今更だが──この部屋のキッチンは狭い。

　二人で同時に作業すれば、かなり窮屈な状態となる。

　頼まれた釜と内うち蓋ぶたを渡すため、立ち上がりながら振り返ろうとしたら、運悪く真後ろにいた理り桜おとぶつかってしまったらしい。

　俺の肘が、相手の尻に。

　今の理桜は部屋着姿。下はかなり薄い生地の短パンで……だから、触れた部分の弾力がはっきりとわかってしまった。肘の先には未いまだに感触が残っているような気がして、カッと顔が熱くなる。

「悪いっ。今、後ろ見てなくて、決してわざとじゃ……」

「わ、わかってるわよ」

　恥ずかしさを必死に押し殺したような声で理桜は言う。

「狭いんだから、ぶつかるのはしょうがないし……。肘が当たったぐらいでいちいち謝らなくていいから」

「いやでも、結構思い切り尻の肉に……」

「～～っ！　もうバカっ！　説明しなくていいわよ！」

　結局怒られてしまう俺だった。

　その後は、なんとも言えない気まずい空気の中で洗い物を進めていくが、作業が一通り終わったタイミングで、

「……こういうの、どうにかしないとかもね」

　理桜がぽつりと漏らした。

「こういうの？」

「だから……こういうぎこちない感じよ。ちょっと体が触れたぐらいで、お互いにオタオタしちゃう感じ」

「……っ」

「こんな態度じゃ明らかに怪しいわよね。普通の夫婦だったら、お尻触っちゃったぐらいで狼狽うろたえないだろうし」

　それはそうだ。

　夫婦なんていうのは本来、様々な段階を踏んでから至る関係。

　結婚して一緒に暮らし始めたなら、ちょっとした接触ぐらいでいちいち大騒ぎになったりはしないだろう。

「秋あき乃のさんにしたって、私達の微妙に距離がある感じを見て、偽装結婚の疑惑をさらに深めたわけなんでしょ？」

「……そうらしいな」

　より具体的に言うなら、酷ひどかったのは俺の方らしいけど。

　態度から童貞臭が滲にじみ出でていたらしい。

　……くそ。思い出しただけでも心がへし折れそうだ。

「どうにかした方がいいわよね。秋あき乃のさんはこれからも私達夫婦には目を光らせてるだろうし……それに他の人だって、こんな様子を見せてたら私達を疑い始めちゃうかもしれないから」

「それは……わかってるよ」

　どうにかしたいとは思っている。

　しかし、どうしたらいいかがわからない。

　照れるものは照れてしまう。

　悲しいかな、童貞はどう足あ掻がいても童貞でしかないのだ。

「私、考えてみたんだけど、やっぱりこういうのって……慣れるしかないんじゃないの？」

「慣れるって……」

「どんな夫婦だって、出会った頃は……なんていうかこう、ぎこちなくてよそよそしい感じだと思うのよ。でもいろいろなイベントを経験することで、段々とお互いに慣れていって……そこで初めて、いわゆる『夫婦感』みたいなのが出てくるんじゃないかしら？」

　淡々と理り桜おは続ける。でも顔は少し赤く、恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために無理やり理屈っぽい説明台詞せりふで語っているような雰囲気だった。

「私達がその『夫婦感』を手にするには……いろいろ経験して相手に慣れるしかないんじゃないかなあって思って」

「…………」

　慣れる。

　ぎこちない感じがなくなるように。

　ちょっとした接触程度ではオタオタしないように。

　それが意味することは、つまり──

「つまり……もっと尻を触れってことか？」

「違うわよバカ！」

　違うらしかった。

「なんでそうなるの!?　バカなんじゃないの!?」

「お、お前が言い出したんだろ。だから……今日みたいにうっかり尻に触っても狼狽うろたえないように、普段から触って慣れておけって意味かと……」

「全然違うわよ！　普段からお尻を触っておけなんて……へ、変態でしょそんなの！」

　顔を真っ赤にして怒鳴った後、深く息を吐き出し、

「……そういうセクシャルなボディタッチじゃなくて、スキンシップの話」

　と落ち着きを取り戻して続けた。

「仲のいい夫婦なら、普段からスキンシップぐらいあって当たり前なのよ。だから私達もそういうのに慣れていけば、演技のぎこちなさもなくなると思うの。さっきみたいなちょっとした接触でも慌てなくなるだろうしね」

　ふむ。なるほど。

　セクシャルじゃないスキンシップ、か。

「……言わんとすることはわかったけど、でも、具体的にどうするんだよ？　急にスキンシップっつったって……」

「まあ、とりあえず──」

　及び腰となってしまう俺に、理り桜おはどうということもなさそうな声で告げる。必死に平静を装っているようだが、動揺しているのは明らかだった。

「──ハ、ハグでもしてみる？」







　リビングにて俺達は向かい合っていた。

　対たい峙じしている、と言ってもいい。

　互いに仁王立ち。

　確かこれは、ぎこちなさをなくすための特訓だという話だったけれど……今現在、凄すさまじくぎこちない感じだった。

　気まずい空気が場を満たすが──やがて理桜の目がカッと見開かれる。

　覚悟を決めた目、あるいはヤケクソとなった目だった。

「い、行くわよ！」

「……いやいや待て！　やっぱり待て！　ちょっと待って！」

　今にも突進してきそうな理桜の迫力が怖くて、つい制止を申し出てしまう。

「なによ、もうっ」

「その、なんつーか、いきなりハグはハードル高くないか？」

　ハグって……あのハグだろ？

　お互いががっつりと抱き合う感じの？

　密着度が半端ない気がするんだけど。

「スキンシップの練習としては、ちょっと上級者向けすぎるような……」

「ある程度過激なことやらないと練習にならないわよ。それに……べ、別にハグぐらい普通でしょ。欧米じゃハグなんて挨拶代わりらしいし」

「いやここ日本だし……つーか」

　俺は言う。この期に及んでこんな確認をしてしまうのはかなり情けないことだと思ったけれど、それでも問うてしまった。

「お前は……嫌じゃないのかよ」

「……別に」

　素っ気ない感じに言う理り桜お。

「中学生じゃないんだから、ハグ程度じゃなにも感じないわよ。無ね。完全なる無感情」

　嘘うそつけ、と思った。

　俺と同じか、それ以上に赤い顔してるくせに。

「大体……私達、もうハグなんて経験してるじゃない」

　恥ずかしそうに視線を逸そらしつつ、ぼそりと理桜は言った。

「ほら、付き合ってた頃……秋のちょっと寒かった日に……」

「……あの、公園のベンチでしたやつか？　あれは……ハグとはちょっと違うだろ。お前が『ギュッてしてよ』とか甘えた声で言ってくるから、隣に座ったまま軽く抱くようにしただけで……」

「あ、甘えた声でなんか言ってないから！　ていうか……誰のせいでそんな恥ずかしい台詞せりふ言ったと思ってるのよ！」

「は？　俺のせい？」

「あんたが察しが悪いせいよ！　私が何回も何回も『寒いなー』『今日は寒いなー』ってアピールしても全然抱き締めてこないから、仕方なくて直接口で言っただけで…とにかく全部あんたが鈍感なせいよ！」

「わかるか、そんなアピール！」

　全力で叫ぶも……正直、本当はちょっとわかっていた。

　何回も『寒い』と言ってるのは、もしかして抱き締めてほしいアピールなのかもしれない、とは考えた。でもそこで「いや、そんなわけないよな。なに気持ち悪い妄想してんだよ」とネガティブな思想に逃げてしまったのだ。

　一歩踏み出して自分から抱き締めにいくというイケメンな行為は……恋愛未経験の高一男子には少し厳しかったのだ。

「……黒歴史を掘り下げるのはやめましょ。お互いに得しないし」

「……同感だ」

　お互いに深く息を吐き出した。

「で、どうするんだ？」

「……やるわよ。やるに決まってるでしょ」

　理桜はこっちを睨にらむようにしながら、軽く手を広げる。

　ハグの準備をした体勢だった。

　後に引く気はないらしい。

「ここまで来てやめたら……なんか、逆に意識してるみたいで癪しやくだし」

「なんなんだ、その変なプライド……」

「ていうか、女の私がいいって言ってるのに、なんでそっちがいつまでもビビってるのよ？　男のくせに情けないわね」

「……男女差別だぞ、そういうの。つーかビビってねえし。今後のことを考えると慎重に判断した方がいいと思って……あー、もういいや、わかった」

　言い訳は途中で切り上げた。

　これ以上問答しても時間の無駄だし、なにより格好悪い。

　男ならば覚悟を決めるべきなのだろう。

「別にな、軽くハグするだけだもんな。そんな深く考えることじゃないよな」

「そうよ。こんなのただの練習なんだから」

　二人して自分に言い聞かせるように言った後──改めて俺達は見つめ合う。

「じゃあ……い、行くわよ」

「お、おう」

　じりじり、と。

　まるで居合いの達人同士が間合いを詰めるような慎重さで、俺達は徐々に距離を詰めていく。これ以上近づけないぐらいに近づいた後、二人で探り探り両手を上げていく。

　ゆっくり、おっかなびっくり、両手を相手の背後に回す。

　そして──ギュッ、と。

「「～～っ！」」

　うわ。

　うっ、わ……。

　なんだこれ。

　なんていうのか……すごく生々しい感触がする。

　かなりの面積が相手と密着していて、全身で相手の存在を実感する。

　肌の感触、体温、息づかい、そして匂い。

　相手のなにもかもをとても近くに感じる。

　学生時代のなんちゃってハグとはまるで違う。正面からがっつり抱き合っているし、なにより違っているのは服装だ。今はお互いに、部屋着でラフなシャツの姿。だから……密着感が制服のときとは全然違う。

　薄布越しに感じる理り桜おの体は、しっかりと『女』の体だった。自分の体全体で、肉感的な女体を味わっているような感覚に陥る。

　緊張と興奮で頭がおかしくなってしまいそう──

「……だ、黙ってないでなんか言いなさいよ」

　腕の中で理り桜おが言う。かなり震えた声だった。

「……そっちこそなんか言えよ」

「ま、まあ……こんなもんかって感じよね」

「そう、だな。いざやってみると、意外と大したことないな」

「ええ。全然大したことないわ」

　大したことない──わけがなかった。

　ヤバい。今すぐ理性が吹っ飛びそうでヤバい。

　全身で感じる理桜の全てが、俺の心を狂わそうとしてくる。

　なにより凄すさまじいのは……やはり胸だ。

　普段から俺の視線を吸い込みまくっている豊満な胸部が、形が変わるぐらい強く押しつけられている。向こうだってわかってるはずなのになにも言ってこない。……ってことは、やはりハグをする以上、胸の接触はある程度覚悟していたんだろう。

　ヤバいだろ、これ。

　海外って本当にこんなこと、挨拶代わりにやるのか？

　性的なこと考えるなって方が無理だ。

　全然興味がない相手でも、こんなことをされたら好きになってしまいそう。
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　ましてそれが、まだ未練のある元カノだったりしたら──

「……ねえ」

　内心で悶もだえ続ける俺に、ふと理り桜おが言う。

「そろそろ……次のアクションに移ってもいいんじゃないの？」

「次……？　次ってなんだよ？」

「……もう。ちょっとは自分で考えたら？　私が指示しないとなにもできないの？」

「ぐっ……」

　確かに少し受け身すぎたかもしれない。いやでも、向こうから言い出したことなんだからそっちが主体になるのは当然で……いや、それも言い訳にしかならないか。

　ぎこちなさの解消は二人の問題なんだから、任せきりにするのも無責任な話だろう。

　ええと……次、か。

　ハグの次って言ったら──

「…………」

　一つの考えに思い至った俺は、意を決してそのアクションに移る。

　抱き締める手を解ほどき、相手の肩に手を置いた。

　少しお互いの体をはなし、羞恥を押し殺してまっすぐ相手の目を見つめる。




「愛してるよ、理桜」




「……～～～～っ!?」

　理桜は一瞬真顔になった後、沸騰するように顔を真っ赤にした。

　それから両手で俺の胸を強く押し、大きく距離を取る。

「ちょっ、なっ……は、はあ!?　な、なに!?　なんなのあんた!?　なんで急に……へ、変なこと言い出したの!?」

　声は上擦り、視線はあちこちを彷徨さまよう。

　大層狼ろう狽ばいした様子だった。

「いや、だって……次のアクションとか言うから……ハグの次は、夫婦らしい愛の言葉を囁ささやく練習かな、と……」

「なんでそうなるのよ！　もっと、こう……ライトなのがあるでしょ！　ハグしながら頭撫なでるとか、頭ポンポンするとか、そういうの！」

「あ、ああ……なるほど」

　そうか、頭を撫でるか。

　あくまでハグの中での次のアクションって意味だったのか。

「それなのにいきなり、こんな不意打ちみたいに直球で……う、うう～～っ！」

　手で顔を隠しながら悶もだえ苦しむ理り桜お。

「もう最悪……あんたって昔からそう。鈍感で察しが悪くて……そのくせ変なところで急に思い切りがよくて……」

「……悪かったな」

　力なく悪態を返すことしかできない。俺の方も段々と……自分がどれだけ恥ずかしいことをしたか自覚できてきた。

　なにやっちまったんだろうな、俺。

　愛してるなんて、何年ぶりに言ったんだろう？

「まったく、どうしてくれるのよ、この空気……？」

「……そう言われてもな」

　ハグの目的は、お互いに慣れてぎこちなさを解消し、変に意識しすぎることをやめるためだったはず。

　でも結果は──凄すさまじいまでの逆効果だった。

　意識しまくり。

　ぎこちなくなりまくり。

　今後なにかしら接触するたびに……今回のハグのことを思い出して、今まで以上に気まずくなってしまいそうだ。

「やっぱりスキンシップの練習は……俺達には早かったんじゃないのか？　失敗したときの代償がデカすぎる。今後の生活に響くぞ、これは……」

「そ、そんなことないわよ！　この私のアイディアに間違いなんてあるはずがないもの。今のはたまたま上う手まくいかなかっただけ」

　だから、と理桜は続ける。

　恥ずかしそうに、しかし覚悟を決めたかのように。

「もう一回、やるわよ」

「……ま、まだハグ続ける気かよ」

「ううん。今度は少しパターンを変えるわ」

　理桜は言う。

「今度のは……とある筋から仕入れた確かな情報よ。これをやると……男女の親密度が一気に増すらしいの」
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　数時間前──

「あー、やっぱり実家が一番落ち着くわー」

「帰ってくるたびにそれやる気ですか？」

　実家に帰ってソファでくつろぐ私に、林はやし田だがいつもの冷淡な口調で言った。

「なかなかの頻度で実家に帰ってらっしゃいますね、理り桜お様は」

「別にいいでしょ、近いんだから」

「昭和の嫁だったら姑しゆうとめから嫌みを言われるレベルですよ」

「私は令和の嫁だからいいの。だいたい……今日は呼ばれて帰ってきたんだから、嫌みを言われる覚えはないんだけど？」

「そうでした。すみません、理桜様の姿を見ると、つい嫌みの一つでも言わねばという使命感に駆られてしまって」

「……なんなのよ、その使命感」

「これも理桜様の成長を思ってのことです。決して悠々自適に学生兼主婦をやってる理桜様が妬ましいわけではありません。金持ちの御曹司と結婚しておきながら向こうの家にも入らず、平日の昼間っから実家に帰ってのんびりとしている態度にムカついたわけでは、決してありません」

「だいぶ本音漏れてるわよ！」

　いつも通りのやり取りをした後、林田は紙袋をいくつかテーブルに置く。

　今日実家に来るように言われたのは、これを受け取るためだ。

「こちらが、お話ししていた『たまき屋』従業員からのお祝いになります」

「わっ……すごっ、たくさんある」

　紙袋の中に入っていたのは、大量のお祝い袋。それ以外にも、お祝いの品が入っているだろう小包や、手紙が入っていそうな便せんもあった。

「お祝い袋と小物は袋にまとめましたが……これら以外にも、大量の果物や野菜、あとは家電や食器を持ってきた人もいて……さすがに全ては無理でしょうから、厳選して持って帰ってください」

「え、えー……なんかびっくりね。どうして『たまき屋』の人達が、私達の結婚をこんなに祝ってくれるのかしら……？」

「なにをおっしゃいますやら」

　疑問を口にすると、林田はやれやれと肩をすくめた。

「お二人は『たまき屋』の人間にとっては、救世主みたいなものなんですよ？」

「きゅ、救世主……」

「理桜様と晴はる様が結婚せず、石動いするぎ家からの支援を受けることができなければ……『たまき屋』は事業縮小を避けられず、相当数の従業員を解雇することとなったでしょう。我ら一般人にとっては、職を失うことは人生を左右する大事ですからね。当人のみならず、その家族も関わってくることですから」

「…………」

「理り桜お様がどこまで自覚的かは知りませんけれど……『たまき屋』に関わる者はみんな、お二人に深く感謝していますよ。大量のお祝いは、その気持ちの表れでしょう」

「……なんだかなあ」

　胸中にモヤモヤとしたものが生まれ、曖昧に答えることしかできなかった。

「感謝されるのも祝われるのも……申し訳なくなっちゃうわね。結局私達は、みんなを騙だましていることに変わりないんだから」

　嬉うれしさよりも罪悪感が勝ってしまう。

　お祝いなんかもらっちゃうと、心がチクチクと痛む。

　……まあ秋あき乃のさんのお祝いには一切心は痛まないけど。

「騙していると言っても、お二人の偽装結婚は利己的な目的ではなく、『たまき屋』を救うためのものだったのでしょう？　結果的に救われた人間が大勢いるのですから、そこまで負い目を感じることもないと思いますが」

「そうかもしれないけど……」

「……やれやれ。普段は高飛車でわがままなくせに、こういうときだけは殊勝なことを言うのですね。もっといつも通りに『うぇーい！　庶民からの貢ぎ物、サイコーっ！』って調子に乗ってればいいと思いますよ」

「私ってそんなイメージなの!?」

　軽く突っ込んでから、

「……だいたい、私が調子に乗るのも変な話でしょ」

　と溜ため息いき交じりに続ける。

「私はなにもしてないわ。偽装結婚を考えたのも、お膳立てをしてくれたのも……全部あいつだから」

　私はただ、提案に乗っただけ。

　私達二人が『たまき屋』の救世主だというのであれば──晴はるは、私の救世主だった。

　大好きな実家のピンチになにもできず、途方に暮れて涙を流すことしかできなかった私に、救いの手を差し伸べてくれたのが、あいつだった──

「いつか、お礼ぐらいは言わないとね」

　私は言った。珍しく素直な発言をしたつもりだったのだけれど、

「……理桜様。まさか、まだお礼も言ってないのですか？」

　林はやし田だはドン引きの表情となった。

「え……い、言ってないけど」

「…………」

「ちょ、ちょっとなによその、心から軽蔑するような目は……」

「心から軽蔑し、呆あきれ果てているんですよ。一族の危機を無償で救ってもらいながら、相手に礼の一つも言えないなんて……。まさか理り桜お様がそこまでの恩知らずだとは思いませんでした」

「お、恩知らずなわけじゃないわよ。恩は感じてるもん……。ただ、態度に表してないだけで」

「それを世間では恩知らずというのです」

「うう……で、でも、この結婚は向こうにもメリットがあることなのよ？　だから私が恩を感じる必要はないって、晴はるが……」

「そりゃ晴様はそう言うでしょう。お優しい人ですから。理桜様が負い目を感じないように気遣ってのことだと思いますよ」

「……うう。そ、それはそうだと思ってるけど」

　わかっている。

　いくら私でも、そのぐらいはわかっている。

　晴の方は『この結婚には双方にメリットがある。だから俺達は対等だ』なんて言ってるけど、実際には私側のメリットが圧倒的にデカすぎる。

　秋あき乃のさんとの結婚を防ぐ、という目的はあったらしいけれど……そんなの、半分ぐらいは方便だと思う。

　仮にその件がなかったとしても、晴は『たまき屋』のために動いてくれたと思う。

　石動いするぎ晴は、私の元カレは、そういう男──

「……わかってるわよ、ちゃんとお礼を言わなきゃいけないことぐらい」

　ぽつり、と私は言った。

「でも……今更そういうこと言うのが無性に恥ずかしくて……。何度か言おうと思ったこともあるんだけど、顔を合わせるとどうもそういう空気にはならなくて」

「顔を合わせると、ですか……ふむ」

　林はやし田だは考え込むような仕草を見せた。

「理桜様。要するに、お礼を言いたい気持ちはあるけど、今更面と向かって言うのは照れ臭い、ということですよね」

「……そ、そうね」

「では、こういうのはどうでしょうか？」

　林田は言う。

「世の中にはあるのですよ。カップルや夫婦にしかできない、面と向かっては言いにくいことが少し言いやすくなるポーズが……」







「……ちょっと晴はる、お腹なかは触らないでよっ」

「わ、悪い……いやでも、しょうがないだろ。この体勢、胸触らないようにしたら腹を触るしか……」

「うう……じゃあ、触ってもいいけど絶対揉もまないでよ」

「誰が揉むか」

「ほら、もっとこう……手をしっかり回して……」

「あ、ああ……」

「……うん。そう、そんな感じ」

　探り探りで微調整を繰り返し、どうにか落ち着くポジションを見つけた。

「これが……親密度が一気に上がるハグか」

「え、ええ。親密度の上昇率で言えばハイエンドらしいわ」

　少しでも気を抜くと声が震えそうになる。

　だって──相手の声がかなり近いから。

　下手すればさっきのハグより近いかもしれない。耳元で囁ささやかれる声と息遣い。晴が言葉を発するたびに背筋が甘く痺しびれるようだった。

　場所は──リビングのソファ。

　まずは晴が脚を大きく広げて座る。

　その脚の間に私が座って、晴が後ろから抱き締める感じ。

　いわゆる、バックハグの体勢である。

「新婚夫婦や、同どう棲せいを始めたばかりのカップル……つまり、一緒に住み始めていい感じに盛り上がってる男女は、夕食後はこのバックハグの体勢でまったりとテレビや動画を見るのが一般的らしいわ」

「本当かよ？」

　本当……らしい。

　林はやし田だはそう言っていた。

『あれは……いいものですよ。男の人に包まれてる感じがして、幸せなんだけど落ち着くっていうか。あと、喧けん嘩かした後なんかもいいんですよね。お互いに接触してるけど顔は合わせないから、素直に謝れたりします』

　とのこと。

『……本当、いいものだったなあ。一緒に暮らしてるときは当たり前のようにやってたから有り難みなんてわからなかったけど……。大切なものは失って初めてわかるって本当ですよね。ああ、切実に人肌が恋しい……』

　……この辺りは思い出さなくてよかったかもしれない。

　とにかく。

　どうにか作戦通り、バックハグの体勢はできた。

　いろいろ大変だったわ……秋あき乃のさんの話から始めて、いきなりバックハグを提案すると作為を疑われる危険性があるから、まず一回普通のハグを経由させて……そんな風にあれこれ策を練って、どうにか自然な形でバックハグまで持ってきた。

　全てはこの瞬間のため。

　晴はるにこうやって、新婚夫婦がイチャイチャするみたいにバックハグで抱き締めてもらうため──……って。

　仕方なくだけどね！　面と向かってお礼を言うのが恥ずかしいからこの体勢を取ってるわけで、なんでもいいから理由をつけて晴に抱き締めてほしかったわけじゃ──

「……どうなんだよ？」

　脳内で必死に言い訳していると、晴が耳元で囁ささやいた。

　うう……やっぱりこの体勢、ヤバいわ。

　声が近いし、あと息遣いがすごくわかる。

　向こうがしゃべるたびに、ビクンと体が震えてしまいそうになる。

「親密度、上がってるのか？」

「……え、ええ。まあ、少しずつ上がってるんじゃないの？」

「曖昧だな」

「うるさいわね。仕方ないでしょ。私だって……初めてやってるんだから」

　そう──初めて。

　こんな風に晴に抱き締めてもらうのなんて、初めて。

　付き合ってた頃に私が強引に促したハグなんて、ただのハグごっこだったのだと思い知らされる。

　さっきの正面ハグもヤバかったけど、こっちのバックハグもかなりヤバい。

　信じられないぐらい鼓動が早まり、全身が熱く火照る。

　こんなに密着して、しっかりと包み込まれるように抱き締められちゃって……ああもうヤバい。ヤバいってしか言えない。

「ま、まあ、アレよね。さっきのハグよりは……いいかもね。のんびりとして、落ち着いてられるから……うん。なんか『夫婦感』が出てる気がするわ」

「……そうだな。さっきのハグよりは自然にできてると思う」

　最初は緊張したけれど、段々と落ち着いてきた気がする。もちろん今も心臓はバクバク言ってるんだけど、さっきよりは幾分マシ。

　正面ハグは緊張で頭が真っ白になりそうだったけれど、これは違う。

　緊張も羞恥も多々あるけれど、それと同じぐらい安あん堵ど感かんがある。

　たぶん、相手が目の前にいないというのが大きい。

　目も合わないし、相手に顔を見られないから表情に気を遣う必要もない、あと……うん。おっぱいが当たらないってのも、変に気まずくならなくていいわね。

　私より一回り大きな男の体が、優しく私を包み込んでくれる。『幸せなんだけど落ち着く』と言っていた林はやし田だの気持ちが少しわかった。

　いい。

　うわ……どうしよう。

　すごくいいんだけど、これ。

　世の中の新婚夫婦や同どう棲せいカップルって毎日こんな幸せなことをしてるの？

　ああ……いい。

　ドキドキしてるのに、リラックスできるという、最高の時間。

　ずっと、いつまでもこうしていたい──

「…………」

　って。

　なに幸せにどっぷり浸つかってるのよ私！　違うでしょ！　当初の目的を忘れてるわよ！　なんのためにかなり回りくどいことしてこのバックハグまで持ってきたのよ！　このまま終わったら……ただ私が後ろから抱き締めてほしかったみたいじゃない！　あれこれ理由つけて晴はるにバックハグさせたみたいじゃない！

　違うからね！

　全ては──晴にきちんとお礼を言うためなんだから！

　うん……いける。

　面と向き合わないこの体勢なら、たぶんいける気がする。

　そもそもね、こんなの大したことじゃないのよ。ただの義理っていうか、言わないのも不誠実だから言うだけで……べ、別にここでお礼を言うことと恋愛感情はまた別の話だからね！

　私はあくまで、人としてお礼を言うだけ。

　それだけだから──

　私がそんな風に一人で葛藤し、ようやく覚悟を決めてお礼を口にしようと思った、まさにその瞬間であった。

「……なあ、理り桜お」

　晴が口を開いた。

「後悔してないか？」

　耳元に響く声は、緊張と不安で震えているようだった。

「後悔って……なにが？」

「俺と……こんな風に結婚したことをだよ」

　晴はるは言う。

　いつになく弱々しい口調で、ポツポツと語り出す。

「この偽装結婚の話を持ちかけたとき、俺は一応、お前の意思を確認しただろ？」

　それは、そうだった。晴はあくまで私の意思を尊重してくれた。

　どこまでも私の気持ちを、思いやってくれた──

「でも改めて考えてみると……ズルい話だよな」

「え……」

　ズルい？

　なにが？　なにがズルいの？

「あんな状況で言われたら、結婚する以外の選択肢はないだろ。実家の存続がかかってんだから。自由意志を認めてるようで、結局は脅してたようなもんだ。俺と結婚しなきゃお前の実家は終わりだ、って……」

　痛みに耐えるような声で、晴は続ける。

「俺は……お前の家を人質にしたのと同じだよ。ああいう事情があったら、どんなに嫌でも、どんなに嫌いな相手とでも……お前は結婚するしかなかった」

「…………」

「家族や『たまき屋』が大好きなお前は、絶対に家を見捨てない。俺はそれがわかってたから、心のどっかで計算してたから、偽装結婚なんていう恥知らずな提案ができたんだ」

「…………」

「もっとなにか……上う手まい方法が思いつけばよかったんだけどな」

「…………」

　嘘うそ、でしょ？

　晴は、そんなことを不安に思ってたの？

　私が──この偽装結婚を後悔してるんじゃないかって、そんなことを気にしてたの？

　信じられない。

　なんで。どうして。

　あんたは──救世主なのよ!?

　私の家の危機を救ってくれた救世主。

　パパもママもお兄ちゃんも、『たまき屋』の従業員達も、林はやし田だも、みんな晴には感謝している。

　もちろん──私だって。

　あのときの晴の電話が、絶望の淵ふちにいた私にとってどれだけの救いだったことか。

　脅されたなんて思っていない。

　家を人質に取られたなんて、微み塵じんも思っていない。

　それなのに晴はるは……考えすぎるぐらいに考えて、背負わなくてもいい責任まで背負って追い詰められている。

　ああ、もうっ。

　どうしてこの男は、こんなにも──

「……ほんっとバカね」

　私は言った。

　様々な言葉が喉奥までこみ上げてきたけど、結局飛び出したのはこんな言葉。

　私という女は、どうしてもこういう言い方しかできないらしい。

「バ、バカとはなんだよ。俺は、真面目に……」

「バカはバカよ。バカ真面目なの、あんたは」

「…………」

「やれやれ。あんたは私っていう人間をまだまだ理解していないようね。幼おさな馴な染じみで元カレだっていうのに、情けないこと」

「……どういう意味だよ」

「あのね、普段の振る舞いからは想像できないかもしれないけれど……私って、実は意外とわがままな一面もあるのよ？」

「…………」

　晴は沈黙。

　きっと『わがまま？　こいつのどこにそんな一面が？　普段の貞淑な振る舞いからは全く想像できないな』と驚いていることだろう。

「あと、絶対に気づいてなかったと思うけど……私って物事の好き嫌いは意外とはっきり言うタイプなのよね。普段は隠してるからわからないでしょうけど、なにげに我が強いところもあったりするわ」

「…………」

　晴は沈黙。

　きっと『嘘うそだろ。こいつはいつも他人のことを考えてる気遣いの女じゃないか。こいつが我を通すところなんて見たことがない』と驚いていることだろう。

「嫌なものは嫌ってはっきり言うのが、私の隠れた一面なの。食べ物も、服も、住むところも……そして、結婚相手もね」

　私は言う。

「私は、玉たま木き理り桜おという女は、たとえ形だけだろうと……嫌いな相手と結婚したりしないわ」

「理桜……」

「き、嫌いじゃないってだけだからねっ！　イコール好きって意味じゃないから！　あくまでマイナスじゃないってだけの話！」

　慌てて付け足した後、一呼吸入れて気持ちを落ち着かせてから続ける。

「まったく……あんたはいつも小難しく考えすぎなのよ。今回の件に関しては、もっと偉そうにふんぞり返ってもいいと思うわよ。『うぇーい、俺様の善行で庶民共を救ってやったぜ』ぐらいのノリで」

「……できるか、そんなノリ」

「みんなが晴はるに感謝してるわよ。パパもママも、『たまき屋』の従業員も、うちに関わる大勢の人が晴のおかげで助かったの。もちろん……私もね」

　腹部に回すようにしていた晴の手に、自分の手を重ねる。

　手のひらで、そして全身で相手の存在を感じながら、私は言う。

「ありがとう、晴。私と結婚してくれて、ありがとう」

　ずっと言えなかったお礼。

　いざ言ってみると、驚くほどすんなりと言えた。

　ああもう、バカだな、私。

　こんなの、さっさと言えばよかった。

　晴を不安にさせてしまうぐらいなら、もっと早く言えばよかった。

「理り桜お……」

　耳元で名前を呼ばれた後に──ギュウッ、と。

　抱き締める力が、一気に強くなった。

　まるで──誇示するみたいに。

　お前は俺のものだと、強く訴えるみたいに。

「は、晴……」

「…………」

「ちょっと……力、強いんじゃないの？」

「……悪い。慣れてないから加減がわからん」

「……あっそ。ほんと、不器用な男ね」

「嫌ならやめるよ」

「……好きにすれば？」

　素っ気なく言ってみると、また少し力が強くなる。信じられないぐらい顔が赤くなっている自覚がある。顔を見られない体勢で、本当によかった。

　晴はその後もしばらく、私を強く抱き締め続けた。

　ああ、もう、自分で自分がもどかしい。

　嫌なものは嫌ってはっきり言えるのに。

　どうして──好きなものは好きって、はっきり言えないのかしら？







　その後は二人でテレビを見たり、雑談したり、たまに強く抱き締めてもらったり、私の方から悪戯いたずらを仕掛けてみたり……とにかくまったりと時を過ごした。

　バックハグの体勢は、なんだかんだ一時間ぐらい続いたかもしれない。

　そして久しぶりに顔を合わせる頃には──私達はもう、お互いを直視できないようになっていた。

「「……～～っ!?」」

　二人同時に凄すさまじい速度で目を逸そらす。

　うわあああ、恥ずかしいっ！

　なにこれ、すっごい恥ずかしい！

　私ら今までなにやってた!?

　お互いの顔が見えないのをいいことに……ちょっとイチャイチャしすぎじゃない!?

　普段できないこと存分にやっちゃったんじゃない!?

　すごい。ヤバい。これが、バックハグの魔力──

「……えっと」

　私が両手で顔をあおいで必死に熱を冷ましていると、晴はるが口を開いた。

「効果……ちょっとはあったかもな」

「そ、そう？」

　むしろ逆効果な気しかしないんだけど。

　意識しすぎてヤバいことになってるんですけど。

「いやその……き、気まずさとかぎこちなさは変わらないけど……スキンシップには少し慣れた気がする」

「あ、ああ、それはそうかもね」

　そりゃ、あんだけ長時間べったりしたらね。

　うん……確かに、触ったり触られたりには、少し慣れた気がする。

「ま、まあ……効果は上々ってことでいいんじゃないの？　一回でいきなり解決するとは私も思ってなかったし」

「そう……だな。一回じゃ無理だよな」

「……ええ」

「ああ……」

「だ、だから……まあ、なんていうの？　あんたがどうしてもっていうなら、これから継続していくのも……ア、アリじゃないかと思うわ」

「俺はまあ……全然、どっちでもいいぜ。こんなの、大したことじゃないし」

「ええ、まったくそうね。全然大したことじゃないわ。やってもやらなくても、どっちでもいいから……えっと、まあ、やってもいいわよね」

「そ、そうだな。どっちでもいいんだから、やったっていいよな」

「じゃあ……まあ」

「ああ、うん、そんな感じで」

「また……そのうち」

「いずれ、また」

　かくして。

　バックハグは私達夫婦の定例行事となってしまったのだ。
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　理り桜おとの生活が始まって、早二週間。

　その日は朝から二人で出かける用事があった。

　俺の方は早々に支度を終えて、今はソファに座りながら相手の準備が終わるのを待っている。待っている。かなり……待っている。

「……はあ」

　何度目かわからない溜ため息いきを吐つく。

　知識としてはなんとなく知っていたけれど、同どう棲せいを始めたことでそれ本当だったんだと心から思い知ったこと。

　女性の出かける前の支度は……やたらと長い。

「……おい、理桜。まだ終わらないのか？」

　スマホで時間を確認しつつ、洗面所でメイクをしている理桜に向けて言う。

「そろそろ出ないと、バスの時間がヤバいぞ」

「わーっ。待って待ってっ。あと本当にちょっとだから」

「さっきもそう言ってたろ」

「しょうがないでしょ。途中で一回メイクの方針変えたんだから」

「なんでそんなことすんだよ……。どうでもいいだろ、メイクなんて」

「はい、モラハラー。モラルハラスメント。妻が大事にしている価値観を否定するのは立派なモラハラですぅ」

「……メイクを否定してるわけじゃねえよ。メイクに時間がかかるのはわかってるんだから、その分早くから行動開始すりゃよかっただろ。それなのにお前は、のんびり飯を食って、その後ものんびりスマホをイジって……」

「はい、ロジハラー。ロジカルハラスメント。正論で妻を言いくるめるのは立派なロジカルハラスメントですぅ」

「…………」

　もう天を仰ぐしかなかった。

　これ以上議論しても無駄だし、仮に論破したところで意味はないのだろう。

　女性に口では敵かなわない。

　これもまた知識としては知っていたことだけれど……この言葉が持つ本当の意味がようやくわかってきた。

　アレだよな。実際に口くち喧げん嘩かして勝てるか勝てないかじゃなくて……勝ってもなんの意味もないってことなんだな。正論と理屈で論破したところで、向こうが不機嫌になって終わるだけ。

　もっと言えば、戦って勝とうと考えること自体が間違っているのだろう。

　妻や彼女は敵ではなく、言わば運命共同体。

　仲間同士のマウントの取り合いなんて、不毛以外のなにものでもないのだろう。

「そんなに焦らなくても大丈夫よ。バスに乗り遅れたら林はやし田だを呼ぶから」

「林田さんをパシリみたいにこき使うなよ」

「パシリじゃないわよ。これは命令じゃなくて、かわいいかわいいお願い。私と林田はもはや家族みたいなもんだからね。免許持ってるお姉ちゃんが、かわいい妹の送迎をするぐらい、普通でしょ？」

「……雇ってる側が言ったらおしまいだぞ、それ。中小企業の社長が『社員は家族だ』って言いながら、サービス残業させてるような闇を感じる」

「──はいっ、終わったーっ！」

　ようやくメイクが終わったらしい。

　今の時間なら……どうにか林田さんにお願いせずに済みそうだ。

　俺は脇に置いてあった荷物を手に取り、ソファから立ち上がる。

「ほら晴はる、早く行くわよ！　バスに乗り遅れちゃうっ」

「……誰のせいだと思ってんだ」

「結婚式のフォトブックは持ったの？」

「ああ」

　手に持ったトートバッグを掲げて見せる。

「タブレットも入ってるよ。そっちこそ……アレは持ってるのか？」

「大丈夫。アレは昨日のうちにちゃんと準備したから」

　準備物の確認を終えた後、俺達は駆け足気味に部屋を出る。

　こうして朝から二人で出かけるのは、新婚生活初日の買い物以来だけれど……別にデートというわけではない。

「……でも、ほんとよかった」

　一階に降りていくエレベーターの中で、理り桜おはしみじみと呟つぶやく。

「おばあちゃん、面会できるぐらい元気になって」

「そうだな」

　俺も心から同意した。

　今日はこれから、文ふみ恵えさんのお見舞いに行くことになっている。







　玉たま木き文恵。

　理桜の祖母であり、『たまき屋』創業者の一人。

　今でこそ東北最大級の菓子製造メーカーとなっている『たまき屋』だが、始まりは町のどら焼き屋だった。

　文恵さんが旦那さんと二人で始めた、小さな店。

　二人の作るどら焼きは絶品で、店は瞬く間に大繁盛。あれよあれよという間に二号店、三号店と支店が増えていった。

　商売が昇り調子の最中、旦那さんの方は病気で急逝してしまうも、文恵さんは女社長として『たまき屋』を支え続けた。

　しかし還暦をすぎた辺りで経営権を息子に──つまり、理桜の父親に譲ってからは、スパッと第一線から身を退ひいた。名目上は会長という立場になるが、その後『たまき屋』の経営に口を出すことは一切なかったらしい。

　理桜が生まれたのもちょうどその頃で、仕事を辞めた文恵さんは幼い理桜の世話をよくしてくれたらしい。

　理桜の家に遊びに行ったときは、俺もよく一緒に遊んでもらった。

　だから、だろうか。

　俺の中では彼女に対して『老舗和菓子屋の創業者』みたいな堅苦しいイメージはあまりない。優しくて温かい、どこにでもいるような孫まご想おもいのおばあちゃん、という印象だ。

　そんな文ふみ恵えさんだが……ここ数年は病で体を悪くし、入院生活を送っている。

　体調さえよければ俺達の結婚式にも参列してもらう予定だったが、直前になって急に調子を崩し、式は欠席することとなった。

　ここ数ヶ月は家族でもごく短い時間しか面会できない状態だったらしいが、最近になってようやく、外部客との面会もできるぐらい回復したらしい。







「──おばあちゃんっ」

　病室のドアを開くや否や、理り桜おは待ちきれないとばかりにベッドに駆け寄った。

「あら理桜ちゃん。いらっしゃい」

　ベッドで体を起こしていた文恵さんは、理桜に気づくと朗らかな笑みを浮かべ、柔らかな声で彼女を出迎えた。

　真っ白な髪と、皺しわだらけの顔。

　俺が最後に会ったのは、もう何年も前の話だ。本当ならば式の前に挨拶に来るつもりだったけれど、文恵さんの体調の問題でなかなか顔を見せることができなかった。

「おばあちゃん久しぶりっ。起きてて大丈夫なの？」

「ええ。今日は調子がよくてね」

「無理しないでね。辛つらかったら寝てても全然いいから」

「うん、ありがとう。理桜ちゃんは相変わらず優しいねえ」

　心配そうに言う理桜と、嬉うれしそうに笑う文恵さん。

　俺は少し遅れて病室に足を踏み入れる。

　県内有数の総合病院の、入院病棟。

　文恵さんが入院しているのは、その上層階にある有料個室フロアだ。

　部屋は広く、家具は高級品でテレビも大きい。複数人で一緒に生活する大部屋とは待遇がまるで違う。もちろんその分、入院費の方もそれなりにかかる。

　もしも。

　もしも『たまき屋』の経営が傾いたままだったら、文恵さんをこの病室に置いたままにすることはできなかっただろう。

　理桜が偽装結婚をしてでも『たまき屋』を守りたかったのは、もちろん親がやっている会社というのもあるのだろうけど、一番は文恵さんのためだったのだと思う。

　闘病中の文恵さんが、できる限りいい環境で療養できるように。

　理桜は本当に、おばあちゃんのことが大好きだから──

「……晴はる？　なにボーッとしてるのよ？　こっち来なさいって」

　理り桜おに促され、慌てて歩を進める。

　ベッドに近づいて頭を下げた。

「お久しぶりです、文ふみ恵えさん」

「晴くん……？　まあっ、大きくなって……！」

　感極まったように言う文恵さんに、くすぐったい気持ちにさせられる。

　近くで見る文恵さんは……記憶の中にいる彼女と比較すると、ずいぶんと痩せているように思えた。

　けれど、俺に向けられる温かな笑顔や声は、昔と何一つ変わらない。

　俺が大好きだった、文恵おばあちゃんその人だ。

「しばらく見ないうちに、すっかり大人になっちゃったね」

「晴はまだ十九歳だけどね」

「……いちいち補足するなよ」

　ぼそりと付け足した理桜に、軽く突っ込む。

「はあ……なんだか信じられないねえ」

　文恵さんは目を細め、俺達を交互に見比べるようにした。

「二人がうちの庭で遊んでたのなんて、ついこの間のことみたいに感じるのに……それがいつの間にか、二人ともこんなに立派に育って……」

「私達が庭で一緒に遊んでたのなんて、もう十年以上昔の話よ、おばあちゃん」

「この年になるとね、十年前なんて昨日みたいなものなのよ」

　茶ちや化かすように言った後、文恵さんはまた感慨に耽ふけるような口調で続ける。

「ほんと……あっという間だよ。かわいい孫が生まれて、石動いするぎさん家ちの子供と仲良く遊んでると思ったら──今度はその子と結婚するっていうんだから」

　文恵さんは目を閉じて軽く頭を下げると、

「理桜ちゃん、晴くん、結婚おめでとう」

　と言った。

　俺は……曖昧に笑うことしかできない。

　恥ずかしさと照れ臭さ──そしてどうしても感じてしまう、罪の意識。

　偽装結婚に対する後ろめたさは、やはり拭い去ることができない。

「二人の結婚式……参加できなくてごめんね。せっかくのお祝い事だっていうのに」

「ううん、気にしなくていいのよ、おばあちゃん。こっちこそ延期できなくてごめんね。いろいろ急だったからどうしても無理で……あっ。でもね、今日はちゃんと写真持ってきたから。晴っ」

　手を伸ばしてきた理桜に、持ってきたフォトブックを取り出して渡す。

　式場の有料サービスで作ってもらったもので、式当日の写真や前撮りで撮ったものが一冊の本としてまとめられている。

「まあ、すごい」

　フォトブックを開いてみせると、文ふみ恵えさんは花が咲くように笑った。

　写真の中では、煌きらびやかな正装を身に纏まとった俺達が笑っている。

　俺としては正直、この手の写真を人に見られるのは恥ずかしくて苦手なのだけど、理り桜おは自慢げに、とても嬉うれしそうに俺達の写真を見せていた。

「理桜ちゃん、本当に綺き麗れいねえ。ドレスも白無垢もよく似合ってるわ」

「でしょでしょ？　本当はあと三回ぐらいお色直しやりたかったんだけどねー」

「……二回もやれば十分だろ」

　小声で突っ込んだ。

　俺達の結婚式は、市内の式場を借りて身内だけでひっそりと行った。

『まだ二人とも学生だから、あまり派手な式はすべきではない』というのが建前で、本当は式を急ぐためだった。

　大きな式場を押さえて、遠縁の親戚や会社関係者まで呼ぶとなれば、年単位で準備を進める必要がある。

　一刻も早く『たまき屋』への援助を始めるためには、俺達の式は手早く済ます必要があったのだ。

　まあ……その『ひっそりとやった』結婚式の範囲内で、理桜はだいぶ好き放題やっていたけれど。ドレスは何度も何度も試着に通って選んでいたし、前撮りの写真も死ぬほど撮らされたし……。

「晴はるくんもタキシードがよく似合ってるわね。かっこいいわ」

「ありがとうございます」

「まあ、確かに似合ってたけど……ふふっ。あの着替えのシーンを見てたら格好良さも半減よね。ねえ聞いてよ、おばあちゃん。晴ってばね、タキシード着せてもらうとき、シャツの衿えりを思い切り畳もうとしてスタッフの人に注意されて──」

「お、おいっ、それ言うなって！」

　恥ずかしいエピソードを暴露されてしまった。

　結婚式でタキシードを着る場合、中のシャツはウイングカラー（衿が立っていて先だけ折れているもの）を着るのが一般的らしい。

　それを知らなかった俺は、ウイングカラーのシャツをスーツで着るシャツのように思い切り折ろうとして……スタッフの人からガチめな注意を受けたのだ。

　くそ。知らねえよ、タキシードの着方なんて。

「おばあちゃん、こっちも見てよ。たくさん写真入ってるから」

　理り桜おが見せたのはタブレット。

　そっちには式当日に家族やスタッフさんが撮ってくれた写真が入っている。

　スライドされていく多数の写真を、文ふみ恵えさんは一枚一枚愛いとおしそうに眺めていた。

　一通りの写真を見終わった後で、

「はあ……本当に嬉うれしいわ」

　文恵さんは至福そうに微笑ほほえんだ。

「理桜ちゃんの花嫁衣装も見られたことだし、もうこの世に思い残すことはなにもないね」

「ちょ、ちょっとおばあちゃん、やめてよっ。おばあちゃんはまだまだ長生きするのよ。百歳まで生きてもらわなきゃ困るんだからっ」

「うふふ。そうだねえ。じゃあせめて、ひ孫の顔が見られるまでは頑張って長生きしてみようかしら？」

「ひ孫……～～っ！　う、うんっ、任せて！　頑張るから！　ねえ、晴はる!?」

「お、おう」

　空気的に頷うなずくしかなかった。

　理桜にはすでに『たまき屋』で働いている三つ上の兄がいるが、まだ結婚はしていない。だから文恵さんが初ひ孫を新婚の理桜に期待するのは、当然と言えば当然なのだろう。

　若干気まずくなる俺達を、文恵さんは楽しそうに笑って眺めていた。

　それから少し雑談をした後、

「……理桜、そろそろ」

　俺は時計を一いち瞥べつし、小声で理桜に促した。回復したといっても、長時間の面会を避けるようにと看護師さんから言われている。

　俺としてももう少し話していたい気持ちはあるが──その前に済ませておかなければならない用事がある。

「ああ、そうね」

　理桜は自分の鞄かばんに手を入れて、中から一枚の紙を取り出した。

「今日はね、おばあちゃんにこれを書いてもらいたいの」

「これってもしかして……」

「そう。私達の婚姻届」

　理桜がテーブルに広げた紙は──婚姻届だった。

　結婚するために必要な紙。

　法律の話をすれば、この紙を役所に提出した日から、その二人は夫婦となる。

「婚姻届……あれ？　まだ出してなかったのかい？」

「……うん。だから厳密にはまだ結婚してないのよね、私達」

「どうしてだい？　こんなの、早い方がいいだろうに」

「そうなんだけど……この証人のところはどうしてもおばあちゃんに書いてもらいたかったから」

　理り桜おが苦笑しつつ指さしたのは、この婚姻届で唯一空白になっている部分。

『証人』の部分だった。

　婚姻届には『証人』という項目が存在し、役所で受理してもらうためには成人二人の記名やハンコなどが必要となる。

　相手は二十歳を超えていれば誰でもいいそうだが、一般的にはそれぞれの家族から一人ずつ書いてもらうことが多いらしい。

　一つは俺の父親が記入済み。

　残る一つは、今日まで空欄のまま残しておいた──

「あらあら、なんだか申し訳ないねえ。理桜ちゃんのパパとママを差し置いて、私が証人だなんて。本当に私でいいのかい？」

「もちろん。おばあちゃんしかいないわよ」

「そうですよ」

　強く頷うなずく。

　婚姻届の話になったとき、理桜が『証人の欄の一つは、おばあちゃんに書いてもらいたい』と提案してきた。

　俺はもちろん大賛成で、うちの家族、理桜の家族も皆了承してくれた。

　本当ならもう少し早く書いてもらう予定だったのだけれど、結婚式の準備や文ふみ恵えさんの体調不良などが重なり、今日まで延びてしまった。

「そう。じゃあ、遠慮なく書かせてもらおうかしら」

「お願いね、おばあちゃん。うちのハンコは持ってきてるから」

「……ええと」

　文恵さんは困ったように問うてくる。

「なにか書くものはあるかい？」

「……あっ」

「おい理桜……『あっ』ってなんだ。『あっ』て……。まさか……ボールペン持ってきてないのか？」

「……うん」

　完全なる後悔の表情で頷く理桜だった。

「困ったねえ。この部屋は、私が使う色鉛筆と書道の筆ぐらいしかなくて……」

「お前……だから俺は、朝あれほど確認したのに」

「か、紙はちゃんと持ってきたでしょ！」

「普通に考えてボールペンもセットだろ……」

「……うるさいわね。いいのよ、ボールペンなんてどこにでも売ってるんだから！　今すぐ売店で買ってくれば万事解決よ！」

　逆ギレ気味に叫ぶと同時に、理り桜おはその場から駆け出し、ドアを最後まで閉めることもなく部屋から飛び出していった。

「……やれやれ」

「ふふふ。相変わらず理桜ちゃんはお転てん婆ばさんだねえ」

　文ふみ恵えさんはおかしそうに微笑ほほえむ。

「晴はるくんからすれば、ちょっと年上の姉さん女房になるわけか。尻に敷かれないように気をつけてね」

「あはは……」

　曖昧に笑いつつ、俺は近くの椅子に座った。

　少しの間があってから、

「……晴くんには、本当にお世話になったみたいね」

　ポツリと文恵さんは言った。

「話はある程度聞いてるわ。うちが大変な時期に……石動いするぎさんの家にずいぶんと助けてもらったみたいで」

「いえ、そんな……困ったときはお互い様ですから。ていうか……俺はなにもしてないですし」

「二人が大急ぎで結婚したのも、うちの事情があってのことなんでしょう？」

「それ、は」

「情けない話よね……まったく。大事な大事な一人娘の結婚を、家の事情で左右しちゃってるんだから」

「…………」

「もしも理桜ちゃんが、うちのために望まぬ結婚をしようっていうなら、私は病院を飛び出してでも止めるつもりだったわ……」

　でも、と文恵さんは続ける。

　正面から俺の目を見つめながら。

「晴くんが相手なら、なんの文句もないわ」

「…………」

「あなたなら、きっとこの世界の誰よりも理桜ちゃんのことを大切にしてくれる」

　ずきり、と胸が痛む。

　なんの疑念もないまっすぐな眼まな差ざしを、俺は見返すことができない。

「理桜ちゃんはね、お転婆で見み栄えっ張ぱりだけど……本当は寂さびしがり屋やで甘えん坊で、そして誰よりも家か族ぞく想おもいな優しい子なの。ちょっと誤解されやすくて気難しいところもあるんだけど……でも晴はるくんと一緒なら、理り桜おちゃんはきっと幸せになれると思う」

　迷いない口調で言い切ると、文ふみ恵えさんは俺の方に手を伸ばしてきた。

　その手を握ると、彼女はもう片方の手も伸ばしていて、両手で俺の手を包み込むように握った。

　細くてシワシワの手だったけれど、文恵さんは強く──おそらく今の彼女が出せる限りの力で、精一杯強く俺の手を握った。

「ありがとう……本当にありがとう、晴くん」

　頭こうべを垂れながら、文恵さんは言った。

「晴くんと理桜ちゃんが結婚して、こうして幸せそうな姿を見せてくれて……こんなに嬉うれしいことはないわ。ありがとう、ありがとう……」

　文恵さんの目尻には涙が浮かんでいた。

　繰り返される心からの感謝と、手に伝わる力──

　ずきりずきりと、胸の痛みは際限なく強くなっていく。

「……っ」

　喉元まで出かかった言葉を、必死に飲み込む。

　やめろ、と心が叫ぶ。

　やめろ。

　そんなことをしても意味もない。

　ここで文恵さんに真実を伝えてなんになる？

　そんなものは誠実さでもなんでもない。ただ俺自身がすっきりして楽になるためだけの、単なる逃避でしかない。単なる自己満足でしかない。

　嘘うそを貫き通す覚悟ならば決めたはずだ。

　やめろ、やめろ、やめろ──

「──ごめんなさい」

　抑えきれなくなった言葉が、口からこぼれ落ちた。

「文恵さん……ごめんなさい、ごめんなさい……」

　どれだけ頭で理解していても、心が言うことを聞いてくれなかった。

　こんなにもまっすぐ俺達を信頼してくれている人のことを、これ以上騙だまし続けることはどうしてもできなかった。







　一度歯止めを失うと、謝罪と懺ざん悔げの言葉は止まらなかった。

　堰せきを切ったかのように、俺はこれまでの経緯を語った。

　俺と理桜の一時期の恋人関係と、その破局についても。

　そして──偽装結婚についても。

　なにもかもを、一気に語ってしまった。

「──偽装、結婚……？」

　話を聞き終えた文ふみ恵えさんは、呆あつ気けに取られたような顔をしていた。

　信じられない、という様子だ。

「……騙だましてしまって、本当にごめんなさいっ」

　俺は深く頭を下げる。誠意じゃない。ただ……相手の顔を見るのが怖かったから。失望と侮蔑の眼まな差ざしを向けられるのが、怖くて怖くてたまらなかった。

　ああ──

　なにをやってるんだ、俺は？

　これまでだって周囲の人間を騙し続けてきたのに。

　お互いの親すらも騙してきたというのに。

　それなのに──文恵さんだけは、ダメだった。

　どこまでも純粋に俺達を祝福してくれる彼女の言葉が、とても痛かった。心の奥底の柔らかい部分を、ギリギリと締め上げられるようだった。

　結局はただ、俺が自分の罪悪感に押し潰されただけだ。

　この偽装結婚は俺が言い出したことで、理り桜おに申し出た時点で覚悟は決めていたはずなのに。

　結局俺は、なにもかもが中途半端なのだろう。

　清廉潔白な善人でもなければ、罪を背負って嘘うそを貫き通すほどの気概を持つ悪党でもない。その場の感情で簡単に主義が揺らいでしまう、半端な小悪党でしかなかったのだ。

「……晴はるくん。顔を上げて頂戴」

　やがて文恵さんは言った。

　びくりと身を震わせた後、恐る恐る顔を上げる。

　どれだけの憤ふん怒ぬと軽蔑を向けられるか。

　どんな罵声を浴びせられるか。

　怖くて怖くてたまらなかったが──しかし。

「ありがとうね、本当のこと教えてくれて」

　そこにあったのは、木漏れ日のように温かな笑顔だった。

　さっきまでと変わらない笑みで──十五年前となに一つ変わらない穏やかな笑みで、文恵さんは俺のことを見つめていた。

「そうかあ……偽装結婚ねえ。うーん。最近の若者は、よくわからないことをするもんだねえ」

「……え。あ、あの……文恵さん？」

「うん？」

「お、怒ってないんですか？」

「怒る？　どうして？」

「いや、だって……」

　言葉に詰まってしまう俺に、文ふみ恵えさんは続ける。

「怒りはしないよ。ただ、まあ……少しがっかりはしたかな」

「……っ」

「だって……ひ孫はしばらく見られそうにないからねえ」

　冗談めかした口調で、やはり優しい笑顔で言う文恵さん。

　俺は──呆あつ気けに取られてしまう。どれだけ怒られてもどれだけ失望されても仕方がないと思ったのに、文恵さんの態度はなにも変わらなかった。

「でも、正直に言うと……納得の気持ちの方が強いかもしれないね」

「納得……」

「今日二人を見てたら、なんだか昔を思い出しちゃったんだよ。覚えてるかい？　うちの庭で二人がよくやってた結婚ごっこ。私が牧師さんの役をやってさ」

「……覚えてます」

「どうしてかしらね……？　今日二人を見たとき、なんだかそのときの二人と重なって見えちゃったのよ」

　くすくすと文恵さんは笑う。

「そうかあ、二人はまた、結婚ごっこをしてるのね」

　結婚ごっこ。

　偽装結婚。

　以前理り桜おが酔っ払ったフリをしていたとき、そんな話をした。

　俺達はこの年になってなお、結婚ごっこをやっている。

　子供の頃よりも、ずっと不器用で下手クソなごっこ遊びを──

「誰かの命令で無理やり結婚させられたなら、さすがに文句の一つも言ってやろうと思うけど……でも、晴はるくん達が自分で考えて決めたことなんでしょう？」

「……はい」

「二人が幸せになるために、二人で決めたことなんでしょう？」

「……はいっ」

　強く頷うなずく。

　文恵さんの眼まな差ざしは優しく、温かく、そして深い。

　俺の心の底まで見通すようでありながら、それでいて全てを受け入れて包み込んでくれるような慈愛に満ちていた。

　どれだけの美辞麗句を並び立てようと、どれだけの大義名分を掲げようと、俺達のやっていることは周囲に対する裏切りでしかない。

　それぞれの利益のために結婚という制度を悪用している。

　心から俺達を祝ってくれた人達に泥をかけるような、嘘うその結婚。

　でも。

　それでも。

　俺達の嘘は──幸せになるための嘘だ。

　どうにかして幸せになるために、偽装結婚という道を選んだ。

　俺自身を、周囲の人間達を幸せにするために。

　そしてなにより、玉たま木き理り桜おを。

　幼おさな馴な染じみで元カノである彼女を、幸せにするために──

「二人で決めたことなら、おばあちゃんはなにも言わない」

「…………」

「私はなにも心配してないよ。だって理桜ちゃん──とても幸せそうだから」

　そう言って、手に持ったフォトブックに視線を落とす。

「結婚式の写真も、前撮りの写真も、とっても幸せそうだった。もちろん、今日見た顔もね。理桜ちゃんがあんな風に笑ってられるなら、きっと大丈夫よ。晴はるくんが選んだ道は、間違ってないと思う」

「……っ」

　歯を食いしばる。気を抜くと涙が溢あふれてしまいそうだった。

　嘘を貫き通すと決めながら、それでも迷い揺らいでしまう俺自身の弱さや未熟さ、甘えや優柔不断……文ふみ恵えさんはその全てを見通した上で、なにも言わないでくれた。批判も拒絶もせず、ただただ受け入れて笑ってくれた。

　彼女の包み込むような温かさは、今の俺にとっては深く心に染みるものだった。

「それに」

　文恵さんは悪戯いたずらめいた笑みで言う。

「嘘の夫婦が、いつまで嘘のままかは誰にもわからないしね」

「…………」

「正しい手順を踏んで結婚したはずの夫婦が──本物の結婚をしたはずの夫婦が、たったの数年であっさりと終わっちまうことだって、世の中にはごまんとある。だったら──嘘の夫婦がいつか本物の夫婦になることだって、あってもおかしくないのかもしれないねえ」

　本物。

　そんなことが、あるのだろうか。

　打算に計算、見み栄えに建前……様々な嘘で塗り固められた俺達の結婚が、いつか本物に変わることが、ありえるのだろうか。

　俺が考え込んでいると、文ふみ恵えさんは一度部屋の入り口の方に目をやってから、

「……ねえ、晴はるくん」

　と口を開いた。

「昔みたいに、結婚ごっこやってみようか？」

「え……？　い、今ですか？」

「そう。今、ここで」

「いや、でも……」

「お願いだよ。老い先短いババアの頼みだと思って」

　かなり断りにくい頼み方をしてくる文恵さんだった。

「ごっこ……そう、ごっこでいいんだよ。嘘うそでいいから、演技でいいから、今この場で、晴くんの気持ちを言ってほしいの」

「…………」

「んんっ。あー、あー」

　俺の返答を無視して、発声練習を始めてしまう。

　この辺りの強引さは理り桜おと似てるよなあ、と思う。

「新郎、晴くん。あなたは、病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、新婦、理桜ちゃんを愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

　どこか静せい謐ひつな響きを帯びた言葉が──意識を過去へと導いていく。

　十五年前。

　玉たま木き家の庭。

　そこには文恵さんと俺達がいる。

　白詰草で作った指輪で、楽しそうに結婚ごっこをしている。

　あの頃の俺は、心から信じていた。

　目の前にいる大好きな女の子と、大きくなったら結婚するのだと──

「──誓います」

　俺は言った。

「理桜は俺にとって、この世界で一番大切な女性です。今も昔も、それはなに一つ変わらない。だからこれから先、なにがあっても、どんなときでも、必ずあいつと共に歩み続けることを、今ここで誓います」

　驚くほどすんなりと出てきた言葉は、どこまでが本当でどこから嘘なのか、自分自身でもよくわからなかった。

　申し訳ないぐらいに曖昧で不確かな誓いの言葉を──しかし文恵さんは、とても満足そうに聞いていてくれた。
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　その日の夜、十一時過ぎ。

「まあ、なんにしても文ふみ恵えさん、元気そうでよかったな。このまま順調にいけばそのうち家にも帰ったりできるらしいし、なによりだよ」

「…………」

「婚姻届もきちんと書いてもらったし、早いとこ出しに行こうぜ。式をやったのにいつまでも籍を入れてないんじゃ、なにかと不都合が多いからな」

「…………」

「おい、理り桜お。聞いてるのかよ？」

「……へ？　あ、うん。き、聞いてるわよ。そうよね。林はやし田だにも早くいい人が見つかるといいわよね」

「……なにも聞いてねえじゃねえか」

　溜ため息いきを吐つく。

　帰ってきてからずっとこの調子だ。

　上の空で、まともに話を聞いていない。食事をしても風呂に入っても変化はないかすかに赤らんだ顔で、ボーッとしている。

　厳密に言えば『帰ってきてから』ではなく『お見舞いの途中から』なのだけど。ボールペンを買ってきた辺りから、なんだか様子がおかしかった。

　ふむ。

　売店でなにかあったのだろうか？

「本当に大丈夫か、お前？　熱でもあるんじゃないのか？」

「だ、大丈夫よ。なんでもない、なんでもない、から……」

「ならいいけど……。じゃあ、おやすみ」

「おやすみ」

　就寝の挨拶を済ませ、俺は寝室に入って戸を閉める。

　俺が寝室のベッドで寝て、理り桜おはリビングに布団を敷いて寝る。

　同どう棲せい初日になんとなく決まったこのスタンスは、今も続いていた。

　最初の頃は、理桜が隣の部屋に寝ているという事実だけでもドキドキしてしまい、なかなか寝つけなかったけれど……まあ、さすがに慣れた。

　今では毎日ぐっすりと安眠できている。

　少しスマホをイジった後、布団をしっかりかぶって目を閉じる。段々と意識が曖昧になり、眠りに落ちそうになった──そのとき、だった。

　がらり、と。

　寝室の戸が開いた。

「え……？　り、理桜？」

　慌ててベッドから上体を起こす。

　そこに立っていたのは、やはり理桜だった。先ほど見たパジャマ姿のままで、どこか落ち着かない様子で俺の方を見ている。

「どうした？　なんかあったのか？」

「……ね、ねえ、晴はる」

　緊張を孕はらんだ声音で理桜は言う。

　その手には──枕が握られていた。

「今日、一緒に寝てもいい？」
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　自分でもどうしてこんなことをしてしまったのかはわからない。

　でも──どうにもならなかった。

　もう自分を抑えておくことができなかった。

　病室の外で晴はるの言葉を聞いた瞬間から、ずっとフワフワして地に足が着かないような感じ。落ち着かなくて胸がいっぱいで……とにかくこのまま眠ることなんてできそうになかった。

「……っ」

　二人で並んで寝ると、シングルベッドはかなり狭かった。

　あれこれと問答はあったけれど、最終的には私が強引に押し切り、ベッドに滑り込む形となった。

　まあ当然というべきか……お互いに反対方向を向き、できるだけ端に寄って寝ている。でもどんなに距離を取ろうとしても、狭いベッドでは限界がある。ちょっとした動作ですぐ体が触れてしまい……そのたびにビクリと過敏に反応してしまう。

　ああ、なにやってるんだろう、私。

　自分で自分が信じられない。

　こんな大胆な行動に出てしまうなんて、意味がわからない。

　これじゃまるで、私の方から誘ってるみたい──

「……なに考えてんだよ、お前？」

　緊張で押し潰されそうになっていると、背後で晴が呟つぶやく。

　呆あきれと恥ずかしさが入り交じったような声だった。

「な、なによ。文句でもあるの？」

「いや、文句っつーか……いろいろおかしいだろ。なんで、こんなこと……」

「えっと……だから、そ、そうっ！　これもスキンシップの練習なのよ！」

「練習……」

「もしかしたら今度、秋あき乃のさんが強引にうちに泊まろうとすることがあるかもしれないでしょ？　そうなったら、秋乃さんが向こうに布団で寝て、私達は夫婦らしく一つのベッドで寝なきゃならない……。そう、だからこれは、そのパターンを想定した練習なの」

「…………」

「それだけ。本当にそれだけ、だから……」

　自分でも驚くほど饒じよう舌ぜつになって言い訳してしまう。相手の顔が見えないから、今ので誤ご魔ま化かせたかどうかはわからない。

　一緒に寝ようとした理由。

　そんなの、私だってわからない。

　ただ、もう、自分が止められなかった。

　今夜はいつもより、近くにいたくなってしまった。

　心臓はずっとバクバクと高鳴っていて、顔は信じられないぐらい熱くなっている。頭の中では、病室の外で盗み聞きした言葉がいつまでもリフレインしている。おばあちゃんの誘いに乗った嘘うその台詞せりふだとわかってるのに……それでも激しく心が揺さぶられてしまう。

　ああ……もうっ。

　なんであんなこと言うのよ、晴はる。

　ズルい、ズルいわよ。

　諦めようと思ってたのに、割り切ろうと思ってたのに。

　もう期待しないって決めたのに。

　あんなこと言われたら──心が言うことを聞かなくなっちゃう。

「……と、とにかくこれはただの練習なんだから、妙な期待はしないことね」

　内心とは裏腹に、私の口はつっけんどんな言葉を紡いでしまう。

「変なとこ触ったらマジで怒るからね」

「……わかってるよ」

「寝ぼけたフリして触ったりしてこないでよ？」

「わかった」

「もちろん、至近距離で見るのも禁止」

「はいはい」

「あと、匂いを嗅ぐのも──」

「わかったって言ってんだろ。しつこいな」

　何度も念を押す私に、晴は呆あきれ果てたような声で言う。

「心配しなくてもなにもしねえよ。さっさと寝ようぜ」

「…………」

　な、なんなの!?

　なにこの、素っ気ない感じ!?

　しつこいってなによ!?　私と……元カノと一緒のベッドで寝てるっていうのに、なにも感じないの!?　ドキドキしたり、悶もん々もんとしたりしないわけ!?

　私が何回も何回も念を押したのが鬱陶しかったのかもしれないけど……でも、もしかしたら私の念押しは芸人の『押すなよ、絶対に押すなよ』みたいなフリかもしれないでしょ！

　……いや、違うけどね。フリじゃないけどね！

　もちろん私は本気で拒否してるんだけど、だからってこんな風に雑に扱われると女として複雑な部分もあって、我ながら面倒臭いメンタルしてる自覚はあるけど、だからってこうも平然としてられると……ああ、うう……もう～～っ！

「…………」

　はあ。

　なにやってるんだろう、私。

　一人で意識して、一人で盛り上がって、なんだかバカみたい。

　わかってるのに。

　病室での晴はるの言葉は、全部おばあちゃんを気遣った演技。

　晴が私と結婚してくれたのは、ただの善意と義理。

　私のことなんて、もうなんとも思っていない。からかうと時折照れた反応を見せるけれど、それはなんというか……女性に不慣れだから反射的に照れているだけで、私のことを特別意識しているというわけでもないんだろう。

　わかってる。最初から、わかってたはずなのに──

「……そうよね」

　投げやりな言葉が出て行く。

　悔しくてもどかしくて、どうしても醜い嫌みを吐いてしまう。

「隣で寝てたって……晴はなにもしてこないわよね。私みたいな下品な女、晴は嫌いなんだもんね」

「……は？」

「こうして一緒に寝てても、手を出そうとか微み塵じんも思わないんでしょ？　ムラムラしないんでしょ？　わかってる、わかってるわよ……ごめんなさいね、一緒に寝ようとか言い出しちゃって。こんな品がない女、隣に寝てるだけで不愉快よね」

「お、おい……ちょっと待てって」

　背後から起き上がるような音。でも私は振り返ることができない。

　だって──目からは涙が溢あふれてたから。

　うわ……最悪。

　なんで泣いてるのよ、私……！

「なに言ってんだよ？　下品とか品がないとか……どういう意味だ？」

「だって……晴は私のこと、そう思ってるでしょ？」

「え？　お前を……下品だと思ってるって？　いや、思ってない、けど……」

　心底困惑したように言う晴だったが、私はその言葉を信じることができない。

「嘘うそよ」

「う、嘘じゃないって」

「絶対嘘」

「本当だよ。お前を下品だなんて、一度も思ったことない」

「じゃあどうして──」

　ムキになった私は、体を起こして勢いよく振り返り──そして触れる。

　新婚生活が始まってからも、お互いに一切触れなかったあの過去に。

　私達にとって最大最低の黒歴史。

　二度と思い出したくもない、若さと未熟さの象徴──

「どうして──私が迫ったら嫌がったの？」

「……っ」

　部屋は暗かったけど、もう目は慣れてきていて、だから相手の顔はよく見えた。晴はるは驚きよう愕がくを露あらわにし、困り果てたような顔になっていた。

　ああ……やっちゃった。

　最悪。はずかしい、みっともない。

　肉体関係を迫って拒否られたからって……それを責めるってなによ？

　男女逆だったら、彼女に関係を断られた男がいつまでもネチネチ文句言ってるようなもんよ？　そんな男最低でしょ。ネットの悩み相談だったら、間違いなく『そんな男とは別れろ』とか言われるやつよ。

　男女逆でも、それは変わらない。

　ダサい。キモい。イタい。キツい。なんなの私は？

「……あのときのこと、か」

　しばしの沈黙の後、気まずそうに晴が口を開く。

「別れる少し前の、お前の部屋でのこと、だよな……」

「そ、そうよ」

「あれは……」

「……別にいいわよ、言い訳しなくて。責めてるわけじゃないから」

　晴の本音を聞くのが怖くて、一方的に続ける。

「私が下品すぎてドン引きしたんでしょ？　当然よね。女から強引に迫るなんて、はしたないにもほどがあるもの……軽蔑して当たり前よ。晴はもっと奥ゆかしくてお淑しとやかな女の方が──」

「違うっ！」

　強い声で言われ、ハッと顔を上げる。

　晴は困ったような、申し訳なさそうな目で私を見ていた。

「お前……そんなこと思ってたのかよ？　違う、全然違うって……。ああ……くそ。そうか、お前にそんな思いさせてたのか……」

　後悔の声で呟つぶやきながら、頭をもどかしそうに掻かく。

「……とにかく違う。俺はドン引きなんかしてないし、お前のことを軽蔑もしてない」

「う、嘘うそよ。いいわよ、今更気を遣わなくて……。そういうのに積極的な女は嫌いだって、はっきり言ってくれていいから」

「嘘じゃないって……。つーか……別に、嫌いじゃないし」

　晴は言う。

　途切れ途切れの言葉で、でも真摯さと誠実さが滲にじむ声で。

「彼女が積極的で……嫌な男がいるかよ」

「…………」

「むしろ……その、う、嬉うれしかったよ。そういうことしたいの、俺だけじゃなかったんだってわかって……嬉しかった。ちょ、ちょっとだけどな！」

「…………」

　嬉しかった？

　そういうことしたいの、俺だけじゃなかった──って。

　え？　晴はるも……したかったってこと？

　積極的な女は嫌いなんじゃ──え？　あれ？　あれ？

「だったら、どうして嫌がったの？」

「……っ。それ、は……」

　問いかけると、晴は顔を伏せて言いい淀よどむ。

　答えを待ちきれない私は、そんな相手をジッと見つめてしまう。

「お、教えてよ。どうして……」

「……笑うなよ。絶対に笑うなよ？」

　晴の顔は、暗闇でもはっきりとわかるぐらい真っ赤になっていた。そんな赤い顔を両手で隠すようにしながら、ぼそりと呟つぶやく。




「──で、出ちゃったんだよ」




　私は、ぽかんとしてしまう。

「……え？　出ちゃった？」

「…………」

「出ちゃったって……なにが？」

「なにがって、だから……アレが、だよ」

「アレ……？」

「わかれよ、そのぐらい……。今の話の流れで、男から出るものなんて、一つしかねえだろ……。お前が急に触るから、アレが出たってことで……」

　尋常じゃないぐらい顔を赤くして、死ぬほど恥ずかしそうに語る晴。

　私も必死になって考えて──そしてようやく、アレの正体に思い至る。

「……～～～～っ!?」

　ええ!?

　えええええええええええ!?

　アレって──アレのこと!?

「……そ、それって、アレよね？　男の人の……フィニッシュ的なときに出る、あの液体のこと……」

「……ああ」

「晴はるはあのとき……私が触ったとき、出ちゃったってこと……？」

「…………」

「え？　え？　よ、よくわかんないんだけど……それって、そんなに簡単に出ちゃうものなの？　なんか、もっと、こう……盛り上がってから出るものじゃないの？　私、ちょっと触っただけなのに……」

「～～っ！　しょ、しょうがないだろっ！」

　逆ギレ気味に怒鳴る晴。

「俺、当時高一だぞ？　思春期で悶もん々もんとしてて……そういうのに一番敏感でデリケートな時期だったんだよ。そんでお前は高三。女として成長してて、ドエロい体になってて……」

「ド、ドエロい体……!?」

「そんな女が自分の彼女で、積極的に迫ってきて、胸まで触らせてきたんだから……興奮しすぎて出ちまっても、しょうがないだろ……」

「…………」

　しょうがないと言われても……男の生態なんて私にはわからないし。

　そ、そんなに我慢できないものなのかしら？

　確か……早漏っていうんだっけ、そういうの？

　未経験だったり経験が足りなかったりする人は、刺激に対して敏感で意図せず暴発してしまうこともあると……ネットで読んだことがあるような、ないような。

「えっと。じゃあ、つまり──」

　私は言う。

　予想を、期待を、そのまま言葉にしてしまう。

「晴があのとき泣きそうな顔で嫌がったのは、早々にフィニッシュしたからで……私が嫌だったからじゃないってこと？」

「……ぜ、全部説明すんなよ、バカ」

「なによ、それ……。だったら言ってくれればよかったのに」

「言えるわけねえだろっ。ズボンの上から触られただけで出たとか……格好悪わりぃ」

　苦々しさが滲にじむ声で晴は続ける。

「俺だって……どうにかしなきゃとは思ってた。女のお前が勇気出してあそこまでしてくれたのに、自分のせいで失敗して……。でも、なんて言ったらいいかわからなかった。ずっと考えて悩んで……そしたら、お前が電話で、別れよう、って……」

　そう。

　気まずくなってから一週間後、別れを告げたのは私からだった。

　絶対に嫌われたと思ったから。

　相手からフラれる前に自分からフッた方が、まだ傷が浅く済むと思ったから。

「お前から別れを告げられたとき……絶対に嫌われたと思った。こんな情けない男、フラれて当然だよ。あと……もしかしたら暴発したことがバレてんのかと思って……こっちからはなにも言えなかった……」

「…………」

　あのとき。

　晴はるも晴で、私に嫌われたと思い込んでいたらしい。

　嫌われたに違いないと一人で不安になり、そのくせ傷つくのが怖くて相手になにも言えない。

　要するに──私と全く同じ状態だった。

「俺だって……いろいろ限界だったんだよ。お前の前でみっともない醜態さらして、もうどうすればいいのかわからなかった……いっぱいいっぱいだった……」

　晴は言う。

　羞恥が限界を超えてしまったせいなのか、らしくもないヤケクソな口調で。

「俺がどんだけお前のこと好きだったか、わかってんのかよっ？」

「──っ」

　どきん、と心臓が跳ね上がる。乱暴で鋭く、それでいて愛に満ちた言葉に突き刺され、全身が甘く痺しびれるようだった。

「……あっ、いやっ……む、昔の話だからな！　過去形だから！」

「わ、わかってるわよ！」

　わかってる。

　わかってる、はずなのに──

「……あー、とにかくもう、この話は終わりな。あの一件は理り桜おがどうこうじゃなくて、全部俺の問題だ。お前はなにも気にしなくていい。はい、終わり。おやすみ」

　強引に話を打ち切ると、晴は反対側を向いて寝転んでしまう。

　私は……呆ぼう然ぜんとしていた。

　まだ頭が全然現実に追いつかない。

　ぐるぐると思考が渦を巻き、様々な感情が湧き上がる。怒りや悲しみ、悔しさやもどかしさ……ネガティブな感情もたくさんあったけれど、でも一番は──

「……ふふっ」

　安あん堵ど、だった。

　幸福にも似た安らぎが、全身に深く染み渡る。

　ああ──そうか。

　私は、拒絶されたわけじゃなかったんだ。

　晴はるは私と一つになることが、嫌だったわけじゃないんだ。

　私が一人で勝手に盛り上がって空回っていたわけじゃなくて、晴も一緒に盛り上がってくれていた。ていうか、まあ……ある意味では私以上に盛り上がって空回っていたのかもしれないけど。

「あはは」

「……笑うなって言っただろ」

　向こうを向いて寝転んだままの晴から、恨みがましい声が響いてきた。

「あっ……ご、ごめん、違うのよ。あんたが早いのを笑ったわけじゃなくて……ちょっと気が抜けただけで」

「…………」

「そ、そんなに気にすることないわよ。えっと……ほら、チンパンジーの交尾は五秒で終わるって噂うわさだし、それに比べたら晴は……あー、その、まあ……五秒どころか触った瞬間だったかもしれないけど」

「……フォローするフリして傷口抉えぐってくるな」

　本気で凹へこんでいるようだった。

　うう……わかんないわよ、こんなときのフォローなんて。

　これ以上下手に言及すると晴が本気で再起不能に陥りそうな気がしたので、私はなにも言わずに寝転がり、布団をかぶった。

　ちらり、と横を見る。

　晴はしっかりを反対側を向いている。

　たぶん、今私に顔を見せるのが恥ずかしいんだろう。それをいいことに、私は晴の方を向いて寝転がり、背中をボーッと見つめていた。

　広くて大きい、男の背中。でもちょっと凹んでいるせいなのか、今はその背中が少し丸まっていて、なんだか小さく見える。

　そんな後ろ姿が──どうしてか、愛いとおしくて愛おしくてたまらなかった。

「……ねえ、晴」

　私は言う。

「もしも、さ……もしもあのとき、ちゃんと最後までできてたら……私達、別れないで済んだのかな？」

　途中で失敗せず、最後までできたら。

　あるいは──私が焦って迫るような真ま似ねをしなかったら。

「……わかんねえよ」

　少し間を空けてから、晴はるは素っ気なく答えた。

「考えてもしょうがないだろ。もう……終わった話なんだから」

「……そうよね」

　そう。

　晴の言う通り。

　もう、終わってしまった話。

　もう、終わってしまった物語。

　若さゆえの見み栄えとすれ違いから、私達の関係は終わってしまった。

　傍はたから見ればしょうもないことかもしれないけれど、当時の私達にとっては重要で、そしてどうしようもないことだった。

　高校生だった私達は、今よりもさらに若く青く、あまりに未熟だった。自分の自尊心を守ることで精一杯で、相手と向き合うことを忘れてしまっていた。

　どれほど悔いたところで、時間は過去には戻らない。

　高校時代をやり直すことなんてできない。

　もう、終わってしまった。

　でも──

「……また、始めたっていいわよね」

「え……？」

「ううん、なんでもない」

　言い切り、私も反対側を向く。

　これ以上晴の方を見ていたら……また自分が抑えられなくなりそうだったから。

　バッドエンドで終わってしまった、私達の物語。

　でも──いや、だからこそ。

　そんな物語が再び動き出すことも、もしかしたらあるのかもしれない。
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　大学の講義が終わってから、バスに乗る。

　目的地のバス停で降りると──すでに理り桜おが待っていた。

　歩いて近づくと、

「もうっ。遅いわよ」

　腕組みをして待っていた理桜は、開口一番、文句を垂れる。

　まったく、かわいくない女だ。

「講義が長引いたんだよ。遅れるって連絡しただろ」

「だからってのんびりしてないでよ。ほら、もう五時ギリギリよっ。早くしないと市役所が閉まっちゃうから」

　焦った様子で言いながら、すぐそこにある市役所を指さす。

　俺達は今日、市役所の前で待ち合わせた。

　こんなところにわざわざ二人で来る理由は、もちろん言うまでもない。

「婚姻届は市役所が閉まってても出せるんだよ」

　教えてやると、今にも走り出そうとしていた理桜は驚いた顔となる。

「え……そ、そうなの？」

「ああ、二十四時間受け付けてるらしい」

「……なんだ。じゃあ、林はやし田だを呼ぶ必要もなかったんだ」

「お前……また林田さんに送ってもらったのか」

「あっ。しょ、しょうがないでしょ！　遅れたらまずいと思ったんだもん」

　相変わらず林田さんはこき使われているらしい。

　俺達は二人並んで、市役所の方へと歩き出す。

「別にわざわざ来なくても、郵送でも受理してもらえるらしいけどな」

「ダメよ、そんなの」

　理桜は即座に否定した。

「郵送なんて味気ないわ。こういう大事なことは、ちゃんと二人でやらないと」

「…………」

「も、もちろんフリだけどね。良好な関係を築いているカップルなら、こういうのは二人で出しに来そうだから、私達もそれをなぞろうってだけで……」

「……そうだな」

　ラブラブなカップルならば、きっとこういうのは二人で出しに来るんだろう。

　だから俺達も、それをなぞる。

　いい夫婦のフリをするために。

「婚姻届ですね。あちらで少々お待ちください」

　市役所の中に入り受付で目的を伝えると、座って待つように言われた。

　ギリギリ通常受付の方で間に合ったらしい。

「理り桜お。今日は忘れ物の方は大丈夫なのか？」

「バカにしないでよ。ちゃんと全部持ってきたわ」

　不遜な口調で言い放つも、不安になってきたのかその場で確認し始める。

「印鑑、戸籍謄本、あと、本人確認書類として、学生証と保険証……うん。ばっちり全部ある。そっちは大丈夫なの、未成年さん？」

「ああ。ちゃんと保護者の同意書もあるよ」

　未成年の場合はそういうものがいるのである。

「……本当に結婚しちゃうのね、私達」

　感極まったように、理桜は言った。

「引き返すなら今だぞ」

「あはは。なに言ってるのよ、今更引き返せないでしょ」

「確かにな。ははは」

　結婚式も挙げて、同どう棲せいも始めて、婚姻届を出す以外全ての段取りは終わっている。

　法的には未婚とは言え、もうほとんど結婚しているようなものだ。

　だから婚姻届の提出なんて、今更単なるステップの一つでしかない。

　それなのに──どうしてだろう。

　表現しようのない感情が、胸の奥からこみ上げてくるのは──

「今日から私……正式に『石動いするぎ理桜』になっちゃうのよね。うーん、なんかなあ、やっぱり『玉たま木き理桜』の方が響きがいい気がするわよね」

「だったら夫婦別姓にするか？　ああ、いや、日本はまだ無理なんだっけか？」

「……もう。そういう話じゃないでしょ。こういうときは『そんなことないよ。石動理桜もかわいいよ』って言っておけばいいのよ。本当に女心っていうのがわかってない男ね」

「……悪かったな」

「はーあ。だからモテないのよ、晴はるは。あんたみたいな朴念仁を好きになる女なんて……たぶん、世界に一人ぐらいしかいないでしょうね」

　そこまで言うと、理桜は座ったまま少し身を寄せてきた。

　そして──俺の手を軽く握ってくる。

「理桜……」

「いい夫婦になりましょうね、晴はる」

　潤んだ瞳で、まっすぐ俺を見つめてくる。

　心の底から相手を思いやり、自分達の輝かしい未来を信じているような、深い愛情を秘めた言葉。俺が少しドキッとしてしまうと、理り桜おは口元を手で隠し、

「偽装結婚だけど」

　と小声で付け足した。

　その口元には、大層楽しげな笑みがあった。

　このやろ……こんなときまでからかって来やがって。

「ふっふっふ。照れた？　今、照れたでしょ？」

「……照れてねえよ」

　文句の一つも言ってやりたい気分だったけれど、理桜があまりにも幸せそうな顔をしているから毒気を抜かれてしまった。

「石動いするぎ様、いらっしゃいますか？」

　名前が呼ばれる。

　俺が先に立ち上がる。

　なんとなくタイミングを逃したため、手は繋つないだままだった。

「行くぞ、理桜」

「……うん」

　噛かみしめるように頷うなずいた後、理桜も立ち上がる。

　手を繋いだまま、二人で並んで歩いて行く。

　まるで──最高の門出を迎えた夫婦みたいに。

　今日、俺達は結婚する。

　互いの目的と利益のために、結婚という制度を利用する。

　俗に言う──偽装結婚。

　これから先、なにがどうなるかはわからない。

　このもどかしくてじれったい偽装結婚が、いつまで続くかもわからない。

　世の中では結婚を『墓場』だとか『ゴールイン』とか表現することも多いらしいけれど、とてもそんな気分ではない。

　むしろ、真逆。

　どっちかと言えば、スタートラインに立ったような気持ちだ。

　なにもかもが未定で未知数で、これから先なにが起こるかもわからない。

　普通の夫婦とはまるで違う、偽装結婚という選択。

　仮面夫婦を演じ続けるという、ゴールすら定かではない道程みちのり。

　道なき道を走り続けなければならない不安と恐怖があるが──でもこれは、俺が己の意思で選んだ道だ。

　ならば覚悟を決めて走り続けよう。

　もちろん一人ではなく、二人で一緒に。

　たとえるなら、二人三脚でマラソンをするような気構えで。

　様々な思いを胸に──

　俺は今日、元カノと籍を入れた。
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　結婚とは、一昔前の日本ならば誰もがして当然のものだったように思います。大人になったら結婚して家庭を持つのが普通のことで、いい年して独身だったら親や周りがお見合いだなんだとお節介を焼き始める。でも現代は昔ほど結婚が強要される時代ではありません。独身という選択があったり、結婚はしないけど子供は持つという生き方があったり……結婚が誰もが通る必然の道ではなくなっている感じがしますね。結婚は必ずしなくちゃいけないものじゃない。ならばそんな現代で結婚する意味とはなんなのか？　既婚者である自分はたまにそんなことで悩んだり悩まなかったり。

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　新シリーズ開幕。

　今回の年上は、幼おさな馴な染じみで元カノで姉さん女房という、設定盛り盛りヒロイン。

　元カノと偽装結婚するラブコメ。なにかしら偽装結婚をテーマにした作品を書きたいと考え、いろいろ悩んだ結果思いついたのが元カノでした。

　未練タラタラの二人がお互いに『もうあいつのことは忘れなきゃ……でも』と悶もん々もんとしながら結婚してるフリをする。実は両思いの二人が偽装結婚って、それはもう偽装結婚の偽装……つまりただの結婚なんじゃねえかよ、とツッコミたくなるような回りくどい話。二人が素直になれば二秒でハッピーエンドを迎えそうな物語なのに、なぜこうもひねくれてこじれてしまうのか。作者の僕も書いててとてもじれったいです。やりたい話がたくさんあるので、長くシリーズが続いたらいいなと思います。二巻ではとりあえず、一巻で文量的に泣く泣くカットせざるを得なかった二人の結婚指輪に関するエピソードをやる予定です。

　……一巻書き終わってから気づきましたら、十代の女子が一人も出てこない作品になってしまいましたね。果たして続刊では出てくるのか……？

　以下謝辞。

　担当様、今回もお世話になりました。打ち合わせがとても楽しい作品だったように思います。イラストレーターのぴょん吉きち様、前作に引き続き、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。全部最高ですが、やっぱり表紙が特にお気に入りです。あの白枠はセンスが光りまくってます。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは縁があったら二巻で会いましょう。


望公太







電子書籍特典　書き下ろし短編





「始まったわね、林田！」

「そうですね、理桜様」

「私と晴の偽装結婚生活を描いた新シリーズ、『元カノとのじれったい偽装結婚』がとうとう始まったわ！」

「元カップル同士の、嬉し恥ずかし疑似結婚結婚ラブコメ。焼けぼっくいに火がついたお二人は果たしてどうなってしまうのか？　理桜様の可憐でかわいらしい姿がたっぷりと詰まった最高のラブコメです。理桜様の専属メイドである不肖林田もそこそこ活躍していますので、ぜひ皆様お楽しみくださ……い……はあ」

「……え？　ちょ、ちょっと林田、なにそのテンション……？　この手のメタな自己紹介としてはすっごくテンプレートな台詞を言ってるのに、なんでそんな棒読みでテンションが低いのよ……？」

「いやまあ、頑張ってはみたんですけど、頑張って『この手の作品のメイドキャラにありがちな台詞』を吐いてはみたんですけど……心にも思ってないことはなかなか言ってて辛いモノがありまして」

「心にも思ってないこと!?」

「理桜様のことを可憐とかかわいらしいとか、微塵も思ってないですし」

「微塵も!?　なんでよ！　可憐でしょ！　かわいいでしょ、私！」

「大体、この手のメイドキャラって、中高生がやってるからかわいいと思うんですよ。学生の身でありながらメイドやってることで健気さが生まれるっていうか。私の場合……ゴリゴリのアラサーですからね。ただの職業ですよ。健気さもなにもないですよ。普通に労働してるだけの社会人ですよ……」

「ちょ、ちょっと林田……人をディスった後で自虐で落ち込まないでよ。責めるに責められなくなるじゃない……」

「マジどこに需要があるんですか、二十九歳の婚約破棄済み年増メイドって？」

「だ、大丈夫よっ。きっとニッチなファンがいるから……」

「ほら、そうやって『ニッチ』とか言う。励ましてるようで、実質貶めてますよね。心の中で『どうせお前はニッチ層にしかウケねえよ』って思ってますよね？　フォローしてるようで、はるか高みから同情して哀れんでるだけですよね……」

「……ああ、もうっ、面倒臭い！　林田、ほんと面倒臭い！」

「自虐ついでに言っておきますけど──そもそもこんな店舗特典のＳＳに私が出てきていいんですか？」

「え？」

「他の店舗特典は全部理桜様と晴様お二人の掛け合いじゃないですか。それなのに……電子特典だけ私と理桜様の掛け合いって……」

「それは……しょ、しょうがないでしょ。数が多かったから、さすがにちょっとネタが尽きたっていうか」

「記念すべき第一巻のＳＳなのに、主人公を差し置いて脇役の年増メイドが登場って……。誰が求めてるんですか、こんなもの」

「だ、大丈夫だって……きっとファンの方は受け入れてくれるわよ……」

「第一巻のＳＳに作品のファンなんていないですよ」

「い、いるかもしれないでしょ！　読んだ直後に熱心なファンになってくれる方もきっといるわよ！　信じましょう！」

「ぶっちゃけた話──電子特典だからって舐めてますよね？」

「なんてこと言うの!?」

「専門店特典の方ではちゃんと主人公とヒロインの掛け合いをやっといて、電子の方はヒロインと脇役……これは格差を感じずにはいられないですよ。電子の方、明らかに手抜きじゃないですか」

「ち、違うわよっ！　手抜きなんかじゃないから！」

「もはや手抜き通り越して、策略の可能性もありますね。今の時代、なんだかんだ続刊には紙の方の売り上げが大事ですから。だから電子の方はあえて特典をショボくするという狡い戦略の可能性が──」

「違うってば！　本当にただ……最後に頼まれたのが電子特典だったから、ネタ切れだっただけ。店舗特典で私と晴の掛け合い四つ書いた後に『もう一つお願いできますか？』とか軽いノリで頼まれたから、もう林田を出すしかなかっただけ……」

「……それはそれで、思いのほか切実な事情ですね」
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